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ア
メ
リ
カ
・
テ
キ
サ
ス
州
制
定
法
に
基
づ
く
競
業
避
止
特
約
規

制
（
二
・
完
）

植　
　

田　
　
　
　
　

達

一　

は
じ
め
に

　

㈠　

本
稿
の
背
景

　

㈡　

本
稿
の
検
討
対
象

二　

ア
メ
リ
カ
・
テ
キ
サ
ス
州
制
定
法
の
競
業
避
止
特
約
規
制

　

㈠　

テ
キ
サ
ス
州
の
競
業
避
止
特
約
法
（the Covenants N

ot to 
Com

pete A
ct

）
の
概
要

　
　

1　

規
制
内
容

　
　

2　

本
法
の
適
用
対
象
お
よ
び
趣
旨
・
目
的

�

（
以
上
、
九
十
六
巻
十
号
）

　

㈡　

テ
キ
サ
ス
州
の
競
業
避
止
特
約
規
制
の
具
体
的
内
容

　
　

1　

有
効
な
合
意
と
の
付
随
性
・
一
部
性
（
一
五
・
五
〇
条
⒜
項
前
段
）

　
　

2　

合
理
性
ル
ー
ル
（
一
五
・
五
〇
条
⒜
項
後
段
）

　
　

3　

権
利
救
済
の
内
容
（
一
五
・
五
一
条
⒜
項
）

　
　

4　

立
証
責
任
の
分
配
（
一
五
・
五
一
条
⒝
項
）

　
　

5　

特
約
の
修
正
（
一
五
・
五
一
条
⒞
項
）

　
　

6　

準
拠
法
を
め
ぐ
る
問
題

三　

お
わ
り
に

�

（
以
上
、
本
号
）
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二　

ア
メ
リ
カ
・
テ
キ
サ
ス
州
制
定
法
の
競
業
避
止
特
約
規
制
（
承
前
）

㈡　

テ
キ
サ
ス
州
の
競
業
避
止
特
約
規
制
の
具
体
的
内
容

　

以
下
で
は
、
本
法
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
が
、
本
法
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
本
法
の
下
で
競
業
避
止
特
約
が
有
効
に
な
る
た
め
に
は
、
一
五
・
五
〇
条
⒜
項
に
よ
れ
ば
、
競
業
避
止
特
約
が
、「
そ
の

他
の
有
効
な
合
意
が
な
さ
れ
た
時
点
で
こ
の
合
意
に
付
随
し
（ancillary to

）、
ま
た
は
こ
の
合
意
の
一
部
で
あ
る
（part of

）」
こ

と
（
同
項
前
段
、
後
記
1
）、
お
よ
び
、「
制
限
対
象
と
な
る
期
間
、
地
理
的
範
囲
お
よ
び
活
動
範
囲
に
つ
い
て
、
合
理
的

（reasonable

）
で
あ
り
、
受
約
者
（prom

isee

）
の
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
そ
の
他
の
事
業
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
を
超
え

る
制
限
を
課
す
も
の
で
な
い
制
限
を
定
め
て
い
る
」
こ
と
（
同
項
後
段
、
後
記
2
）
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
要
件
を
充
足
す
る

こ
と
に
つ
い
て
の
立
証
責
任
は
、
特
約
が
人
的
な
役
務
の
提
供
を
義
務
づ
け
る
合
意
に
付
随
し
て
い
る
場
合
は
、
受
約
者
（
雇
用
契

約
で
あ
れ
ば
使
用
者
）
が
負
う
（
一
五
・
五
一
条
⒝
項
第
一
文
、
後
記
4
）。

　

次
に
、
特
約
が
上
記
の
要
件
を
充
足
し
て
有
効
で
あ
る
場
合
、
受
約
者
（
使
用
者
な
ど
）
は
、
特
約
に
違
反
し
た
約
束
者
（
労
働

者
な
ど
）
に
対
し
、
損
害
賠
償
、
差
止
命
令
ま
た
は
そ
の
両
方
に
よ
る
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
五
・
五
一
条
⒜
項
、
後
記

3
）。
ま
た
、
特
約
が
競
業
制
限
の
合
理
性
の
要
件
を
充
足
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
所
は
、
事
業
利
益
を
保
護
す
る
た
め

に
必
要
な
合
理
的
範
囲
に
特
約
を
修
正
し
、
差
止
命
令
を
認
め
る
こ
と
も
で
き
る
（
一
五
・
五
一
条
⒞
項
、
後
記
5
）。

1　

有
効
な
合
意
と
の
付
随
性
・
一
部
性
（
一
五
・
五
〇
条
⒜
項
前
段
）

⑴　

コ
モ
ン
ロ
ー
と
本
法
の
規
制

　

前
記
㈠
1
⑵
（
ｉ
）
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
法
制
定
前
に
お
い
て
は
、
競
業
避
止
特
約
が
、
そ
の
他
の
有
効
な
法
律
行
為
ま
た
は
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関
係
に
付
随
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
特
約
の
付
随
性
の
要
件
が
あ
っ
た
。
こ
の
ル
ー
ル
の
下
で
、Peat 

M
arw

ick M
ain &

 Co. v. H
aass

事
件
で
は
、
競
業
に
よ
る
賠
償
予
定
条
項
を
含
む
会
計
事
務
所
間
の
合
併
契
約
に
参
画
し
て
い

た
主
た
る
パ
ー
ト
ナ
ー
会
計
士
が
合
併
後
に
退
職
し
、
合
併
前
か
ら
の
顧
客
を
引
き
継
い
だ
事
案
に
お
い
て
、
当
該
パ
ー
ト
ナ
ー
会

計
士
の
合
併
契
約
へ
の
参
画
は
、
合
併
後
の
会
計
事
務
所
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
し
て
の
持
分
権
お
よ
び
二
〇
か
月
の
収
入
保
障

を
受
け
る
と
い
う
約
因
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
上
記
の
競
業
避
止
条
項
は
、
合
併
契
約
と
い
う
他
の
有
効
な
合
意

に
付
随
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
判
断
さ
れ
た（

（5
（

。

　

一
方
、
労
働
者
が
雇
用
期
間
中
に
習
得
し
た
特
別
な
訓
練
や
技
術
は
、
独
立
し
た
価
値
あ
る
約
因
を
構
成
し
う
る
と
こ
ろ
、
営
業

秘
密
に
該
当
し
な
い
顧
客
情
報
は
、
そ
れ
が
合
理
的
な
制
限
を
正
当
化
す
る
に
足
り
る
十
分
に
重
要
な
利
益
で
あ
る
（
保
護
に
値
す

る
正
当
な
事
業
利
益
に
は
該
当
す
る
と
い
う
趣
旨
だ
と
思
わ
れ
る
。）
と
し
て
も
、
特
別
な
訓
練
や
知
識
に
当
た
ら
な
い
と
し
て
、
競
業

避
止
義
務
は
、
約
因
に
支
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
に
付
随
す
る
も
の
で
も
な
い
、
と
判
断
し
た
判
例
も
あ
る（

（5
（

。

　

こ
れ
に
対
応
す
る
規
制
と
し
て
、
本
法
は
、
一
五
・
五
〇
条
⒜
項
前
段
に
お
い
て
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効
要
件
の
一
つ
に
、

「
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
が
な
さ
れ
た
時
点
で
こ
の
合
意
に
付
随
し
、
ま
た
は
こ
の
合
意
の
一
部
で
あ
る
」
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

こ
の
文
言
は
、
他
の
州
法
に
は
見
ら
れ
な
い
、
テ
キ
サ
ス
州
の
競
業
避
止
特
約
規
制
の
特
色
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
理

解
は
議
論
が
分
か
れ
て
お
り
、
州
最
高
裁
の
解
釈
に
も
変
遷
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
要
件
は
、
さ
ら
に
「
そ
の
他
の
有

効
な
合
意
」
の
要
件
（
後
記
⑴
）
と
、
競
業
避
止
特
約
の
当
該
合
意
へ
の
付
随
性
ま
た
は
一
部
性
の
要
件
（
後
記
⑵
）
に
分
け
ら
れ

る
。
以
下
で
検
討
す
る
内
容
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
図
で
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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⑵　
「
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
が
な
さ
れ
た
時
点
で
（at the tim

e 

［an otherw
ise enforceable

］ agreem
ent is m

ade

）」

（
ｉ
）　
「
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
」

　
「
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
」
に
は
、
労
働
者
側
の
約
束
と
し
て
、
使

用
者
か
ら
開
示
さ
れ
た
秘
密
情
報
を
開
示
し
な
い
と
い
う
約
束
、
使
用

者
側
の
約
束
と
し
て
、
労
働
者
に
対
し
て
使
用
者
の
秘
密
情
報
を
開
示

す
る
約
束
や
訓
練
を
提
供
す
る
約
束
な
ど
が
あ
る（

（5
（

。

　

こ
れ
ら
の
約
束
は
、
黙
示
的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、「
そ
の
他
の
有

効
な
合
意
」
を
構
成
し
う
る
。
労
働
者
が
使
用
者
の
秘
密
情
報
を
開
示

し
な
い
こ
と
は
明
示
的
に
約
束
し
た
一
方
、
使
用
者
は
秘
密
情
報
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
明
示
的
に
は
約
束
し
て
い
な
か
っ
た
場

合
に
つ
き
、
州
最
高
裁
の
判
例
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、「
労
働
者
が
遂
行
す
る
た
め
に
雇
用
さ
れ
た
業
務
の
性
質
上
、

労
働
者
が
遂
行
す
る
業
務
の
た
め
に
秘
密
情
報
を
提
供
す
る
必
要
が
あ

る
場
合
、
使
用
者
は
秘
密
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
黙
示
的
に
約
束
し

て
い
る
。
明
示
的
な
約
束
に
よ
っ
て
成
立
す
る
契
約
と
黙
示
的
な
約
束

に
よ
っ
て
成
立
す
る
契
約
の
違
い
は
、
契
約
が
成
立
す
る
手
段
に
あ
る
。

…
…
契
約
が
明
示
的
な
約
束
と
黙
示
的
な
約
束
と
の
い
ず
れ
に
基
づ
い

て
い
る
か
に
関
係
な
く
、
相
互
的
同
意
（m

utual assent

）
の
存
在
が

（筆者作成）

使用者 労働者
「その他の有効な合意」

「付随」するまたは「一部」たる競業避止特約

労働者の約因または見返り約束を強制

秘密情報の提供や、訓練の実施など
→履行により一方的契約が拘束力を持ち、

約因を構成する

e.g. 秘密情報を提供する約束、訓練を提
供する約束など

（黙示的な約束でも可）
e.g. 秘密情報を開示しない約束

など

図　本法における「その他の有効な合意」の位置づけ
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必
要
で
あ
る
。
…
…
も
っ
と
も
、
黙
示
的
な
契
約
の
場
合
、
相
互
的
同
意
は
、
諸
般
の
事
情
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
…
…
当
事
者
の
一

方
が
明
示
的
に
約
束
し
た
履
行
が
、
他
方
の
当
事
者
が
最
初
に
履
行
し
な
い
限
り
、
達
成
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
、
法
は
、

他
方
の
当
事
者
が
必
要
な
行
為
を
行
う
こ
と
を
黙
示
的
に
約
束
し
た
と
み
な
す（

（5
（

」。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
雇
用
関
係
に
お
い
て
多
く
み
ら
れ
る
随
意
雇
用
（at-w

ill em
ploym

ent

）
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
労
働
者

と
使
用
者
と
の
双
方
が
そ
の
雇
用
を
自
由
に
終
了
さ
せ
る
権
利
を
有
す
る
場
合
や
、
随
意
雇
用
に
お
け
る
労
働
者
を
昇
進
さ
せ
る
約

束
な
ど
が
、「
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
」
を
構
成
す
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
き
、
州
最
高
裁
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
随
意
雇
用
の
関
係
は
、

有
効
だ
と
し
て
も
、
労
働
者
も
使
用
者
も
拘
束
し
な
い
た
め
、
特
約
が
雇
用
開
始
後
で
は
な
く
雇
用
開
始
時
に
締
結
さ
れ
た
と
し
て

も
、
随
意
雇
用
は
「
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
」
と
は
認
め
ら
れ
な
い（

（5
（

。
そ
の
う
え
で
、
州
最
高
裁
の
判
例
は
、
随
意
雇
用
そ
の
も
の

は
「
使
用
者
と
労
働
者
と
の
間
の
ほ
か
の
契
約
が
成
立
す
る
こ
と
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
随
意
雇
用
に
よ
る
労
働
者
は
、
雇

用
を
自
由
に
終
了
さ
せ
る
使
用
者
ま
た
は
労
働
者
の
い
ず
れ
か
の
権
利
を
制
限
す
る
よ
う
な
事
項
を
除
き
、
使
用
者
と
い
か
な
る
契

約
を
締
結
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
随
意
雇
用
に
お
け
る
労
働
者
ま
た
は
使
用
者
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
約
束
の
約
因
は
、
雇
用
継
続
の

期
間
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
約
束
は
、
履
行
に
代
え
て
雇
用
を
終
了
さ
せ
る
と
い
う
選
択
肢
を
常

に
も
つ
約
束
者
を
拘
束
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
擬
似
的
（illusory

）
な
も
の
と
な
る（

（5
（

」
と
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
随
意
雇

用
そ
の
も
の
も
、
随
意
雇
用
の
継
続
を
前
提
と
す
る
約
束
も
、
雇
用
を
終
了
さ
せ
る
権
利
を
も
つ
使
用
者
を
拘
束
で
き
な
い
た
め
、

擬
似
約
束（

（6
（

と
な
る
。
例
え
ば
、
労
働
者
の
昇
進
の
約
束
は
、
一
定
程
度
の
雇
用
継
続
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
使
用
者
は
、
そ

の
約
束
を
し
た
後
に
労
働
者
を
解
雇
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
約
束
を
履
行
す
る
義
務
を
免
れ
る
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
擬
似
的
な

約
束
で
あ
る（

（6
（

。

　

そ
し
て
、
双
方
的
契
約
（bilateral contract

（
（6
（

）
を
支
え
る
べ
き
約
束
が
擬
似
約
束
だ
け
の
場
合
、
契
約
は
成
立
し
な
い
、
と
さ
れ

て
い
る（

（6
（

。
こ
の
判
示
に
つ
き
、
州
最
高
裁
は
、
注
に
お
い
て
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
一
方
の
約
束
が
擬
似
的
な
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も
の
で
あ
っ
て
も
、
一
方
的
契
約
（unilateral contract

（
（6
（

）
は
な
お
成
立
し
う
る
。
擬
似
的
で
な
い
約
束
は
、
申
込
み
と
し
て
機
能

し
、
擬
似
約
束
を
し
た
約
束
者
は
履
行
に
よ
っ
て
そ
れ
を
承
諾
す
る
こ
と
が
で
き
る
」。
そ
し
て
、
使
用
者
が
労
働
者
の
雇
用
期
間

中
に
専
門
的
な
訓
練
や
情
報
を
提
供
す
れ
ば
、
労
働
者
は
使
用
者
の
秘
密
情
報
を
開
示
し
な
い
と
約
束
し
て
い
た
場
合
に
お
い
て
、

労
働
者
が
使
用
者
に
対
し
て
、
訓
練
や
情
報
の
提
供
に
関
し
て
履
行
の
約
束
を
求
め
た
だ
け
で
あ
れ
ば
、
使
用
者
は
、
解
雇
に
よ
り

そ
の
履
行
義
務
を
免
れ
る
た
め
、
そ
の
約
束
は
擬
似
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
使
用
者
が
、
訓
練
な
ど
を
提
供
し
て
履
行
す
る
こ
と
に

よ
り
、
労
働
者
の
申
込
み
を
承
諾
し
た
場
合
、
労
働
者
を
拘
束
す
る
一
方
的
契
約
が
成
立
す
る（

（6
（

。
一
方
、
使
用
者
が
労
働
者
に
対
し

て
訓
練
を
提
供
す
る
と
い
う
約
束
が
退
職
し
た
り
解
雇
さ
れ
た
り
し
て
も
履
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
双
方
的
契
約
で
あ

り
、
そ
れ
自
体
で
「
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
」
を
構
成
す
る（

（6
（

。
ま
た
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
行
使
し
て
株
式
を
購
入
す
る
た
め

に
競
業
避
止
特
約
の
締
結
が
要
求
さ
れ
て
い
る
事
案
に
お
い
て
、
労
働
者
が
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
と
引
換
え
に
、
使
用
者
の
顧
客

の
勧
誘
、
労
働
者
の
引
抜
き
お
よ
び
秘
密
情
報
の
開
示
を
行
わ
な
い
合
意
を
締
結
し
た
こ
と
は
、「
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
」
を
構

成
す
る（

（6
（

。

（
ⅱ
）　
「
合
意
が
な
さ
れ
た
時
点
で
」

　
「
合
意
が
な
さ
れ
た
時
点
で
（at the tim

e the agreem
ent is m

ade

）」
は
、（
Ａ
）
合
意
が
「
有
効
（enforceable

）」
で
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
の
基
準
時
な
の
か
、（
Ｂ
）
競
業
避
止
特
約
が
「
こ
の
合
意
に
付
随
し
、
ま
た
は
こ
の
合
意
の
一
部
（ancillary to 

or part of

）
で
あ
る
」
こ
と
に
つ
い
て
の
基
準
時
な
の
か
が
、
一
五
・
五
〇
条
⒜
項
の
原
文
の
文
言
上
明
確
で
な
く（

（6
（

、
そ
の
理
解
は
、

州
最
高
裁
の
判
例
に
も
変
遷
が
み
ら
れ
る
。

　

か
つ
て
の
州
最
高
裁
判
例
は
、
判
決
の
注
記
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
解
釈
を
示
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、（
Ａ
）
前
記
（
ｉ
）
で

述
べ
た
よ
う
に
、
使
用
者
が
、
労
働
者
を
解
雇
し
て
履
行
義
務
を
回
避
せ
ず
に
、
履
行
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
労
働
者
の
申
込
み
を
承

諾
し
た
こ
と
に
な
り
、
一
方
的
契
約
が
拘
束
力
を
も
つ
こ
と
に
な
る
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
拘
束
力
の
あ
る
「
一
方
的
契
約
が
成
立
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す
る
た
め
に
は
、
①
履
行
が
交
換
（bargained-for

）
で
あ
っ
て
過
去
の
約
因
と
な
ら
な
い
こ
と
、
②
承
諾
が
履
行
の
約
束
で
は
な

く
、
履
行
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」。
そ
し
て
、
将
来
の
履
行
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
承
諾
さ
れ
る
一
方
的
契
約
は
、

一
五
・
五
〇
条
が
求
め
る
「
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
が
な
さ
れ
た
時
点
で
」
に
は
該
当
せ
ず
、
競
業
避
止
特
約
を
支
え
る
も
の
で
は

な
い
、
と
考
え
て
い
た（

（6
（

。
こ
れ
は
、
合
意
が
な
さ
れ
た
時
点
で
当
該
合
意
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る
、
と
い
う
立
場
で
あ
る
。

　

そ
の
後
の
州
最
高
裁
判
例
は
、A

lex Sheshunoff M
anagem

ent Services, L.P. v. Johnson

事
件
で
上
記
の
立
場
を
変
更

し
、（
Ｂ
）
競
業
避
止
「
特
約
は
、
合
意
が
な
さ
れ
た
時
点
で
合
意
に
『
付
随
し
、
ま
た
は
こ
の
合
意
の
一
部
』
で
あ
れ
ば
足
り
る
。

し
た
が
っ
て
、
約
束
し
た
時
点
で
は
擬
似
的
で
あ
っ
た
約
束
を
、
使
用
者
が
履
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
一
方
的
契
約
は
、

本
法
の
要
件
を
充
足
し
う
る
」
と
解
釈
し（

（7
（

、
要
件
を
緩
和
し
た（

（7
（

。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
州
最
高
裁
は
、
競
業
避
止
特
約
に
お
け
る

約
因
と
の
関
係
、
立
法
の
趣
旨
と
経
緯
、
本
法
に
お
け
る
本
質
的
要
件
、
と
い
う
三
点
か
ら
、
説
明
し
て
い
る
。

　

第
一
に
、「
議
会
お
よ
び
裁
判
所
が
、
使
用
者
が
既
存
の
〔
す
な
わ
ち
雇
用
を
既
に
開
始
し
て
い
る
〕
労
働
者
に
競
業
避
止
特
約
を

締
結
さ
せ
る
こ
と
を
許
容
せ
ず
、
使
用
者
か
ら
の
新
た
な
約
因
な
し
に
そ
の
よ
う
な
特
約
を
有
効
と
し
な
い
理
由
を
、
当
裁
判
所
は

理
解
し
て
い
る
。『
競
業
避
止
特
約
は
、
ほ
か
の
契
約
と
同
様
、
約
因
に
支
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。』〔D

eSantis v. 

W
ackenhut Corp.

事
件
〕
…
…
特
約
は
、
使
用
者
か
ら
の
新
た
な
約
因
を
欠
く
、
労
働
者
に
よ
る
単
独
で
の
約
束
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
…
…
し
か
し
、
…
…
使
用
者
の
約
因
が
履
行
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
、
そ
の
時
点
で
擬
似
約
束
で
な
く
な
り
、
当
該
合
意
が

本
法
の
下
で
他
の
有
効
な
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
特
約
が
不
成
立
と
判
断
す
る
理
由
は
な
い
と
当
裁
判
所
は
考
え
る（

（7
（

」
と
述
べ
、
本

法
の
「
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
」
要
件
が
実
質
的
に
約
因
と
し
て
の
性
質
を
有
し
て
い
る
と
解
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
本
法
の
立
法
趣
旨
に
つ
い
て
、
一
九
八
九
年
立
法
は
、「
使
用
者
が
秘
密
情
報
の
伝
達
や
研
修
の
提
供
と
い
う
約
束
の

履
行
を
開
始
し
た
場
合
に
有
効
に
な
る
一
方
的
契
約
を
排
除
す
る
こ
と
を
、
議
会
が
意
図
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
は

な
」
く（

（7
（

、
一
九
九
三
年
改
正
（
前
記
㈠
1
⑵
（
ⅱ
））
の
主
た
る
目
的
は
、「
競
業
避
止
特
約
が
随
意
雇
用
の
関
係
に
適
用
さ
れ
る
こ
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と
、
お
よ
び
、
制
定
法
が
そ
れ
に
反
す
る
コ
モ
ン
ロ
ー
に
優
先
す
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
あ
る（

（7
（

」
と
述
べ
た
。
よ
り
具
体
的

に
は
、「
立
法
の
経
緯
か
ら
、
❶
議
会
は
、
一
九
八
九
年
お
よ
び
一
九
九
三
年
に
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
を
裁
判
所
が
認
め
て

い
る
よ
り
も
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
、
❷
議
会
は
、
一
九
八
九
年
に
、
特
に
雇
用
関
係
が
開
始
し
た
後
で
も
、
特
約
を
含
む

合
意
が
新
た
な
約
因
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
特
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
、
❸

議
会
は
、
一
九
九
三
年
に
、
特
に
随
意
雇
用
関
係
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
が
有
効
に
な
り
う
る
こ
と
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
て
い

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
」
と
述
べ
た（

（7
（

。
特
に
、
❸
の
一
九
九
三
年
に
一
五
・
五
〇
条
を
改
正
し
た
趣
旨
に
つ
い
て
、「
基
礎
と
な
る
合

意
が
締
結
さ
れ
た
日
」
が
削
除
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
文
言
の
存
在
は
、
基
礎
と
な
る
雇
用
契
約
の
締
結
が
存
在
し
な
い
随
意
雇
用
の

場
合
に
本
法
の
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
に
み
え
る
た
め
、「
合
意
が
な
さ
れ
た
時
点
で
」
が
追
加
さ
れ
た
の
は
、
雇

用
関
係
が
開
始
し
た
後
で
も
競
業
避
止
特
約
を
締
結
し
う
る
こ
と
を
示
す
た
め
、
と
そ
れ
ぞ
れ
分
析
し
て
い
る（

（7
（

。
そ
し
て
、
本
件
で

は
、「
労
働
者
は
随
意
雇
用
と
さ
れ
て
お
り
、
使
用
者
が
秘
密
情
報
や
専
門
的
訓
練
を
提
供
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
労
働
者
が
秘
密

情
報
を
漏
洩
し
な
い
こ
と
を
約
束
す
る
合
意
の
一
部
と
し
て
競
業
避
止
特
約
を
締
結
し
た
。
こ
の
典
型
的
な
取
決
め
に
お
い
て
、
使

用
者
の
約
束
は
将
来
的
な
も
の
で
あ
り
、
使
用
者
が
そ
の
よ
う
な
秘
密
情
報
や
訓
練
を
提
供
し
、
一
方
的
契
約
が
成
立
し
て
は
じ
め

て
有
効
に
な
る
。
も
し
〔Light v. Centel Cellular
事
件
〕
の
注
・
六
が
求
め
る
よ
う
に
、
一
五
・
五
〇
条
の
『
合
意
が
な
さ
れ
た

時
点
で
』
が
、
合
意
が
な
さ
れ
た
瞬
間
に
有
効
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
れ
ば
、
随
意
雇
用
の
労
働
者
が
締
結
し
た

競
業
避
止
特
約
の
ほ
と
ん
ど
は
無
効
と
な
る
だ
ろ
う
。〔Light v. Centel Cellular

事
件
〕
で
問
題
と
な
っ
た
よ
う
な
、
労
働
者
が

解
雇
さ
れ
た
り
辞
職
し
た
り
し
て
も
使
用
者
が
秘
密
情
報
や
訓
練
を
提
供
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
、
特
殊
な
合
意
だ
け
が
本
法
の
対

象
に
な
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
読
み
方
は
、
一
九
九
三
年
改
正
か
ら
、
随
意
雇
用
に
適
用
す
る
た
め
に
本
法
の
適
用
範
囲
を

『
拡
張
す
る
』〔
原
文
は
斜
体
〕
こ
と
を
意
図
し
た
文
言
を
取
り
出
し
、
こ
の
状
況
で
本
法
の
適
用
範
囲
を
『
制
限
す
る
』〔
原
文
は
斜

体
〕
た
め
に
そ
の
文
言
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
る（

（7
（

」
と
述
べ
、
改
正
の
趣
旨
に
照
ら
し
、
随
意
雇
用
の
労
働
者
が
締
結
す
る
競
業
避
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止
特
約
に
つ
い
て
も
、
広
く
本
法
の
要
件
を
充
足
し
う
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

第
三
に
、
要
件
と
し
て
の
位
置
づ
け
に
関
連
し
て
、
特
約
の
有
効
性
は
、
特
約
が
合
意
に
付
随
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
定

義
す
る
「
過
度
に
技
術
的
な
論
争
」
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、「
本
法
に
お
け
る
中
核
的
な
問
題
は
、
競
業
避
止
特

約
が
『
制
限
対
象
と
な
る
期
間
、
地
理
的
範
囲
お
よ
び
活
動
範
囲
に
つ
い
て
、
合
理
的
で
あ
り
、
受
約
者
の
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
そ
の
他

の
事
業
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
を
超
え
る
制
限
を
課
す
も
の
で
な
い
制
限
を
定
め
て
い
る
』
か
ど
う
か
で
あ
る
。
商

取
引
法
典
一
五
・
五
〇
条
⒜
項
。
労
働
者
が
受
け
取
っ
た
情
報
の
量
、
そ
の
重
要
性
、
そ
の
真
の
秘
密
性
の
程
度
、
受
け
取
っ
た
期

間
な
ど
、
特
約
が
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
に
付
随
す
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
る
紛
争
を
引
き
起
こ
し
て
き
た
懸
念
事
項
は
、
競
業
制
限

の
正
当
性
の
有
無
お
よ
び
程
度
を
決
定
す
る
際
に
扱
う
ほ
う
が
よ
い（

（7
（

」
と
述
べ
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
要
件
と
し
て
中
核
を
な

し
て
い
る
の
は
、
合
意
と
の
付
随
性
の
要
件
で
は
な
く
、
合
理
性
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
こ
の
判
示
に
よ
れ
ば
、
競
業
避
止

特
約
が
付
随
し
、
ま
た
は
一
部
を
な
し
て
い
る
「
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
」
要
件
の
充
足
は
、
労
働
者
の
約
束
の
有
無
や
使
用
者
の

約
束
お
よ
び
そ
の
履
行
の
有
無
か
ら
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
秘
密
情
報
の
価
値
な
ど
実
体
的
・
実
質
的
な
判
断
は
、
正
当
な
利
益

の
有
無
を
含
む
合
理
性
要
件
の
審
査
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
解
さ
れ
る
。

　

以
上
の
判
例
変
更
を
行
っ
たA

lex Sheshunoff M
anagem

ent Services, L.P. v. Johnson

事
件
で
は
、
雇
用
契
約
の
開
始

時
に
、
使
用
者
で
あ
るA

lex Sheshunoff M
anagem

ent Services, L.P.

（A
SM

）
は
、
労
働
者
で
あ
るJohnson

に
対
し
て

秘
密
情
報
の
ア
ク
セ
ス
を
付
与
し
、
業
務
に
関
す
る
特
別
な
訓
練
を
提
供
す
る
こ
と
を
、Johnson

は
、
そ
れ
ら
秘
密
情
報
を
開
示

し
な
い
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
約
束
す
る
と
と
も
に
、
競
業
避
止
特
約
（Johnson

は
、
退
職
後
一
年
間
、
同
人
が
直
近
一
年
間
で
四
〇
時

間
を
超
え
る
有
償
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
Ａ
Ｓ
Ｍ
の
顧
客
に
対
し
て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
い
こ
と
な
ど
を
雇
用
契
約
に

定
め
て
い
た
。）
を
締
結
し
た
後
に
、
使
用
者
が
雇
用
期
間
中
に
そ
の
ア
ク
セ
ス
を
付
与
し
、Johnson

が
受
け
た
訓
練
の
費
用
も
支

払
っ
た（

（7
（

。
こ
の
事
案
に
つ
き
、
州
最
高
裁
は
、「
競
業
避
止
特
約
は
、
使
用
者
の
約
束
が
な
さ
れ
た
時
点
で
は
未
履
行
で
あ
る
と
い
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う
理
由
だ
け
で
は
、〔
本
法
〕
の
下
で
無
効
と
は
な
ら
な
い
。
使
用
者
は
合
意
に
基
づ
い
て
約
束
を
履
行
し
、
一
方
的
契
約
が
成
立

し
た
こ
と
に
よ
り
、
合
意
が
な
さ
れ
た
後
に
合
意
が
有
効
に
な
っ
た
〔「
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
」
が
あ
る
〕
場
合
、
同
法
の
他
の
要

件
を
充
足
す
れ
ば
、
そ
の
特
約
は
有
効
に
な
る
。
本
件
で
は
、
こ
れ
ら
他
の
要
件
は
充
足
さ
れ
、Johnson

が
Ａ
Ｓ
Ｍ
を
退
職
す
る

時
点
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ｍ
は
、Johnson

に
対
し
、
約
束
の
と
お
り
に
秘
密
情
報
と
専
門
的
訓
練
を
提
供
し
、Johnson

は
、
そ
の
見
返

り
と
し
て
使
用
者
の
秘
密
を
保
持
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
た
め
、
合
意
は
有
効
な
一
方
的
契
約
に
な
っ
て
い
た
」
と
判
断
し
た（

（8
（

。

⑶　
「
こ
の
合
意
に
付
随
し
、
ま
た
は
こ
の
合
意
の
一
部
で
あ
る
（ancillary to or part of an otherw

ise enforceable 

agreem
ent

）」

　

労
働
者
お
よ
び
使
用
者
の
約
束
が
、
前
記
⑵
で
検
討
し
た
「
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
」
を
構
成
す
る
と
し
て
、
次
に
、
競
業
避
止

特
約
が
有
効
に
な
る
た
め
に
は
、
こ
の
特
約
が
そ
の
「
合
意
」
に
付
随
す
る
か
、
そ
の
一
部
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
付
随

性
・
一
部
性
要
件
に
つ
い
て
も
、
州
最
高
裁
の
判
例
の
理
解
に
は
変
遷
が
み
ら
れ
る
。

（
ｉ
）　

当
初
の
解
釈

　

か
つ
て
の
州
最
高
裁
判
例
は
、Light v. Centel Cellular

事
件
に
お
い
て
、
こ
の
付
随
性
・
一
部
性
の
要
件
を
充
足
す
る
に
は
、

①
「
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
に
お
い
て
使
用
者
が
与
え
た
約
因
が
、
労
働
者
の
競
業
を
制
限
す
る
と
い
う
使
用
者
の
利
益
を
も
た
ら

す
（give rise

）
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
、
お
よ
び
②
「
当
該
特
約
は
、
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
に
お
け
る
労
働
者
の

約
因
ま
た
は
見
返
り
の
約
束
を
強
制
す
る
た
め
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
の
二
点
を
要
求
し
て
い
た（

（8
（

。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
判
例
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
州
議
会
は
「
競
業
避
止
特
約
が
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
に
付
随

し
、
ま
た
は
こ
の
合
意
の
一
部
で
あ
る
か
否
か
を
評
価
す
る
基
準
を
示
さ
な
か
っ
た
」
と
こ
ろ
、Business Electronics v. 

Sharp Electronics

事
件（

（8
（

に
お
い
て
「Stevens

裁
判
官
は
、
競
業
制
限
（restraint

）
は
、
当
事
者
の
一
方
の
契
約
上
の
義
務
を
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強
制
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
契
約
に
付
随
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
主
張
し
た
…
…
〔
反
対
意
見
〕。
こ

れ
に
対
し
て
裁
判
所
を
代
表
し
、Scalia

裁
判
官
は
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
七
条
お
よ
び
一
八
八
条
（
一
九
八

一
年
）
の
下
で
は
、
正
当
な
競
業
制
限
は
、
法
律
行
為
や
関
係
に
付
随
す
る
場
合
が
あ
り
、
必
ず
し
も
契
約
そ
の
も
の
で
は
な
い
、

と
指
摘
し
た
。
当
裁
判
所
の
関
心
は
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
広
範
な
文
言
で
は
な
く
、
特
約
が
「
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
」
に
付

随
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
あ
る
た
め
、
当
裁
判
所
は
、
こ
の
文
脈
で
の
基
準
に
関
す
るStevens

裁
判
官
の
意
見
に
同
意
す
る
。
特

約
が
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
に
付
随
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
、
契
約
上
の
義
務
の
強
制
を
目
的
と
す
る
基
準
は
、
有
効
な

取
引
制
限
が
許
さ
れ
る
範
囲
に
関
す
る
当
裁
判
所
の
過
去
の
判
断
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
は
、
競
業
避

止
特
約
に
よ
る
「
保
護
に
値
す
る
利
益
」
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〔D

eSantis v. W
ackenhut Corp.

事
件（

（8
（8
（8
（

〕」。

　

上
記
の
二
点
を
要
求
す
る
立
場
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
、
秘
密
情
報
や
営
業
秘
密
を
開
示
し
な
い
と
い
う
労
働
者
の
約
束
と
引
換
え

に
、
使
用
者
が
労
働
者
に
秘
密
情
報
や
営
業
秘
密
を
与
え
た
う
え
で
、
両
当
事
者
が
競
業
避
止
特
約
を
締
結
し
た
場
合
、
そ
の
他
の

有
効
な
合
意
（
開
示
し
な
い
と
い
う
約
束
と
引
換
え
の
営
業
秘
密
の
提
供
）
に
お
い
て
使
用
者
が
与
え
た
約
因
（
営
業
秘
密
）
は
、
労
働

者
の
競
業
を
制
限
す
る
と
い
う
使
用
者
の
利
益
を
も
た
ら
す
（
使
用
者
は
営
業
秘
密
を
知
る
労
働
者
の
競
業
を
制
限
す
る
利
益
を
有
す

る
）
も
の
で
あ
り
（
①
充
足
）、
当
該
特
約
は
、
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
に
お
け
る
労
働
者
の
約
因
ま
た
は
見
返
り
の
約
束
（
営
業
秘

密
を
開
示
し
な
い
と
い
う
約
束
）
を
強
制
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
（
②
充
足
）
こ
と
か
ら
、
こ
の
競
業
避
止
特
約
は
、
そ
の
他
の
有

効
な
合
意
に
「
付
随
す
る
」
と
い
う
要
件
を
充
た
す（

（8
（

。
も
っ
と
も
、
こ
の
要
件
を
定
立
し
たLight v. Centel Cellular

事
件
で

は
、
労
働
者Light

の
約
束
は
、
使
用
者
か
ら
与
え
ら
れ
た
秘
密
情
報
を
開
示
し
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
一
四
日
前
に
退
職
す
る
こ

と
を
通
知
し
て
退
職
時
に
在
庫
を
返
却
す
る
こ
と
で
あ
り
、
競
業
避
止
特
約
は
、
こ
の
約
束
を
強
制
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
付

随
性
・
一
部
性
の
要
件
の
充
足
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た（

（8
（

。

　

こ
の
立
場
は
、
二
〇
〇
九
年
の
州
最
高
裁
判
例
で
も
維
持
さ
れ
た
。M

ann Frankfort Stein &
 Lipp A

dvisors, Inc. v. 
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Fielding

事
件
で
は
、
原
告M

ann Frankfort

は
、
被
告Fielding

に
秘
密
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
黙
示
的
に
約
束
し
て
い
た

（
前
記
⑵
（
ｉ
）
参
照
）。
こ
の
際
、M

ann Frankfort

は
、Fielding

に
秘
密
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
を
付
与
す
る
前
にFielding

を
解
雇
す
る
権
利
も
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
約
束
は
擬
似
約
束
だ
っ
た
が
、M
ann Frankfort

は
、
秘
密
情
報
を
提
供
し
て
そ
の
約

束
を
履
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
時
点
で
一
五
・
五
〇
条
の
「
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
」
が
形
成
さ
れ
る
、
と
判
断
さ
れ
た
（
前

記
⑴
（
ⅱ
）
参
照
）。
そ
し
て
、M

ann Frankfort

に
よ
る
秘
密
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
を
付
与
す
る
黙
示
的
約
束
お
よ
び
そ
の
提

供
は
、
当
該
秘
密
情
報
の
開
示
を
防
止
す
る
と
い
うM

ann Frankfort

の
利
益
を
生
じ
さ
せ
た
た
め
、
①
を
充
足
し
、Fielding

に
よ
る
秘
密
情
報
を
開
示
し
な
い
約
束
は
、
顧
客
収
奪
禁
止
条
項
が
秘
密
情
報
を
使
用
し
て
使
用
者
と
競
業
す
る
労
働
者
の
能
力
を

妨
げ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
②
も
充
足
す
る
、
と
判
断
さ
れ
た（

（8
（

。

（
ⅱ
）　

判
例
の
変
更
に
よ
る
要
件
の
緩
和

　

し
か
し
、
二
〇
一
一
年
に
、
州
最
高
裁
判
例
は
、M

arsh U
SA

, Inc. v. Cook

事
件
に
お
い
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
立
場
を

変
更
し
、
付
随
性
・
一
部
性
の
要
件
の
う
ち
①
の
必
要
性
を
否
定
し
、
よ
り
緩
和
さ
れ
た
要
件
の
充
足
を
求
め
た
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
ま
ず
、「
本
法
自
体
が
『
も
た
ら
す
（give rise

）』
要
件
を
含
ん
で
お
ら
ず
、『
付
随
し
（ancillary

）』
も
定

義
し
て
い
な
い
」
こ
と
や
、
本
法
制
定
前
の
コ
モ
ン
ロ
ー
の
ル
ー
ル
が
「
保
護
に
値
す
る
利
益
」
を
も
た
ら
す
こ
と
を
要
求
し
て
い

る
（
前
記
㈠
1
⑵
（
ｉ
））
の
に
対
し
、Light v. Centel Cellular

事
件
判
決
は
、「
約
因
が
『
労
働
者
の
競
業
を
制
限
す
る
と
い

う
使
用
者
の
利
益
』
を
も
た
ら
す
と
い
う
、
よ
り
厳
格
な
要
件
を
課
し
て
」
お
り
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
「
も
た
ら
す
」
の
定
義
か
ら
乖

離
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え
で
、「
営
業
秘
密
そ
の
他
の
秘
密
情
報
、
財
産
的
情
報
と
と
も
に
、
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
は

保
護
に
値
す
る
事
業
利
益
で
あ
る
」
が
、Light v. Centel Cellular
事
件
判
決
の
い
う
「『
も
た
ら
す
』
の
文
言
は
、
本
法
が
保

護
す
る
利
益
を
狭
め
、
保
護
に
値
す
る
事
業
利
益
と
し
て
の
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
の
多
く
を
排
除
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
分
析
し
て
お
り（

（8
（

、

そ
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
文
言
上
の
根
拠
も
な
く
、
同
事
件
判
決
は
本
法
の
文
言
に
反
す
る
、
特
約
の
有
効
性
を
拡
張
し
、
特
約
の
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有
効
性
に
関
す
る
テ
キ
サ
ス
州
法
をH

ill v. M
obile A

uto T
rim

, Inc.

事
件
の
前
の
コ
モ
ン
ロ
ー
に
戻
そ
う
と
す
る
本
法
の
目
的

や
意
図
に
反
す
る
な
ど
と
指
摘
し
た（

（8
（

。

　

次
に
、
州
最
高
裁
自
身
の
判
例
の
傾
向
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。「
合
意
が
な
さ
れ
た
時
点
で
」
の
意
義
に
つ
い
て
、A

lex 

Sheshunoff M
anagem

ent Services, L.P. v. Johnson

事
件
判
決
で
、Light v. Centel Cellular

事
件
判
決
は
「
過
度
に
制

限
的
で
あ
っ
た
」
と
し
て
解
釈
を
改
め
た
こ
と
を
指
摘
し
た
（
前
記
⑵
（
ⅱ
））。
ま
た
、
①
の
充
足
を
求
め
る
立
場
を
維
持
し
た
前

記M
ann Frankfort Stein &

 Lipp A
dvisors, Inc. v. Fielding

事
件
判
決
も
、
黙
示
的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、「
そ
の
他
の

有
効
な
合
意
」
を
構
成
し
う
る
と
い
う
立
場
を
と
り
（
前
記
⑵
（
ｉ
））、Light v. Centel Cellular

事
件
判
決
の
限
定
的
な
立
場

を
離
れ
、「
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
を
拡
大
す
る
方
向
に
ま
た
一
歩
を
踏
み
出
し
た
」
と
述
べ
た（

（9
（

。

　

そ
の
他
に
も
、「
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
の
約
因
が
労
働
者
の
競
業
を
制
限
す
る
利
益
を
も
た
ら
す
と
い
う
〔Light v. Centel 

Cellular

事
件
〕
の
結
論
に
は
説
得
的
な
理
由
が
な
い
」
こ
と
や
、
本
法
が
要
求
し
て
い
る
関
連
性
は
、
競
業
避
止
特
約
が
当
事
者

間
の
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
に
「
付
随
し
」、
ま
た
は
そ
の
「
一
部
」
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
営
業
秘
密
や
秘
密
情
報
、
グ
ッ
ド

ウ
ィ
ル
な
ど
の
保
護
に
値
す
る
利
益
と
合
理
的
な
関
連
性
の
あ
る
（reasonably related

）
競
業
避
止
特
約
の
約
因
は
、
そ
の
法
的

関
連
性
を
充
足
す
る
こ
と
、
本
法
は
、「
競
業
避
止
特
約
が
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
や
関
係
に
付
随
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
求

す
る
こ
と
に
よ
り
、
明
白
な
取
引
制
限
に
当
た
る
競
業
避
止
特
約
が
有
効
と
な
ら
な
い
」
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、「
本

法
の
要
件
に
よ
り
厳
格
な
要
件
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
は
、
明
白
な
取
引
制
限
を
防
止
す
る
の
に
不
必
要
で
あ
り
、
本
法
の
下
で
合
理

的
な
特
約
を
有
効
に
し
よ
う
と
す
る
議
会
の
試
み
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（9
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
州
最
高
裁
判
例
は
、M

arsh U
SA

, Inc. v. Cook
事
件
に
お
い
て
、
合
意
へ
の
付
随
性
・
一
部
性
の
要
件
に

つ
い
て
「
労
働
者
の
競
業
を
制
限
す
る
と
い
う
使
用
者
の
利
益
を
も
た
ら
す
」
こ
と
の
必
要
性
は
否
定
し
た
が
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ

シ
ョ
ン
を
行
使
し
て
株
式
を
購
入
す
る
た
め
に
競
業
避
止
特
約
の
締
結
が
要
求
さ
れ
て
い
る
と
い
う
場
合
に
つ
い
て
、「〔
使
用
者
で
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あ
る
〕M

arsh

が
〔
労
働
者
で
あ
る
〕Cook

に
対
し
て
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
重
要
労
働
者
の
利
益
と

会
社
の
長
期
的
な
事
業
利
益
を
結
び
つ
け
た
。
株
主
は
、『
所
有
者
』
で
あ
り
、
労
働
者
を
超
え
て
会
社
の
成
長
・
発
展
か
ら
利
益

を
得
る
。
所
有
者
の
利
益
は
、
使
用
者
と
そ
の
顧
客
と
の
間
の
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
促
進
さ
れ
る
。
ス
ト
ッ

ク
オ
プ
シ
ョ
ン
は
、
こ
の
事
業
上
の
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
の
保
護
と
合
理
的
な
関
連
性
を
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
競
業
避
止
特
約

は
、
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
に
付
随
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
判
断
し
た（

（9
（

。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
合
意
へ
の
付
随
性
・
一
部
性
の
判
断

に
当
た
っ
て
は
、Light v. Centel Cellular

事
件
判
決
の
①
の
要
素
に
代
え
て
、
約
因
が
保
護
に
値
す
る
利
益
と
合
理
的
関
連
性

を
有
す
る
か
を
考
慮
し
た
。
な
お
、Light v. Centel Cellular

事
件
判
決
の
②
「
特
約
は
、
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
に
お
け
る
労

働
者
の
約
因
ま
た
は
見
返
り
の
約
束
を
強
制
す
る
た
め
の
も
の
」
か
ど
う
か
と
い
う
要
素
に
つ
い
て
は
、
こ
の
事
案
で
は
問
題
に
な

ら
な
か
っ
た（

（9
（

。

⑷　

小　

括

　

本
法
一
五
・
五
〇
条
⒜
項
の
定
め
る
競
業
避
止
特
約
の
有
効
要
件
に
お
い
て
、
中
核
的
な
要
件
は
、
こ
の
合
意
へ
の
付
随
性
・
一

部
性
要
件
で
は
な
く
、
次
に
検
討
す
る
合
理
性
要
件
で
あ
る
こ
と
が
、
判
例
に
お
い
て
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
要
件
が
求
め
ら
れ
る
趣
旨
や
根
拠
か
ら
も
窺
え
る
。
ま
ず
、
競
業
避
止
特
約
の
制
限
な
い
し
規
制
を
め
ぐ
っ
て
は
、
労
働

者
の
流
動
性
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
競
争
の
促
進
や
技
術
革
新
、
労
働
者
の
権
利
（
生
計
の
維
持
、
よ
り
生
産
的
な
職
場
で
の
労
働
）、
事

業
に
必
要
な
情
報
の
共
有
に
よ
る
効
率
化
、
使
用
者
に
対
す
る
価
値
あ
る
情
報
の
開
発
の
奨
励
、
と
い
っ
た
相
反
す
る
利
益
が
あ
る

こ
と
が
ア
メ
リ
カ
法
で
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
要
請
を
調
和
的
に
実
現
す
る
た
め
に
定
立
さ
れ
て
い
る
の
が
、
合
理
性

ル
ー
ル
で
あ
る
。
そ
し
て
、
テ
キ
サ
ス
州
法
に
お
い
て
も
、
同
様
に
こ
れ
ら
の
要
請
が
対
立
な
い
し
衝
突
し
て
い
る
こ
と
が
認
識
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
テ
キ
サ
ス
州
法
に
お
い
て
も
合
理
性
要
件
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
調
和
を
図
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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し
た
が
っ
て
、
合
理
性
要
件
の
ほ
う
が
競
業
避
止
特
約
の
中
核
的
要
件
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

他
方
、
合
意
へ
の
付
随
性
・
一
部
性
要
件
が
求
め
ら
れ
て
い
る
理
由
は
、
明
白
な
取
引
制
限
を
排
除
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
要

件
は
、
競
業
避
止
特
約
が
競
争
制
限
と
は
無
関
係
な
主
要
目
的
を
も
つ
契
約
や
法
律
行
為
に
付
随
し
て
い
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
と

こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
主
要
目
的
を
も
つ
契
約
や
法
律
行
為
に
付
随
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
契
約
の
目
的
は
、「
単
に
競
争

を
制
限
し
、
価
格
を
高
め
、
ま
た
は
維
持
す
る
」
た
め
の
も
の
で
、
明
白
な
取
引
制
限
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
（
前
記
㈠
2
⑵
）。
こ

の
よ
う
に
、
合
意
へ
の
付
随
性
・
一
部
性
要
件
は
、
よ
り
実
質
的
な
要
件
で
あ
る
競
業
制
限
の
合
理
性
を
判
断
す
る
前
提
と
し
て
、

い
わ
ば
入
口
の
要
件
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
理
解
か
ら
、
合
意
へ
の
付
随
性
・
一
部
性
の
要

件
に
、「
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
に
お
い
て
使
用
者
が
与
え
た
約
因
が
、
労
働
者
の
競
業
を
制
限
す
る
と
い
う
使
用
者
の
利
益
を
も

た
ら
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
も
要
求
し
た
判
例
も
変
更
さ
れ
る
に
至
っ
た
（
前
記
⑶
（
ⅱ
））。

　

本
法
の
原
型
は
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
記
述
す
る
ル
ー
ル
を
採
用
し
て
い
た
か
つ
て
の
テ
キ
サ
ス
州
の
コ
モ
ン

ロ
ー
で
あ
る
。
同
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
ル
ー
ル
と
し
て
は
、
競
業
避
止
特
約
が
合
理
的
で
あ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
受
約
者
（
使

用
者
）
に
保
護
に
値
す
る
正
当
な
利
益
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
八
八
条
⑴
項
⒜
号
）
が
、
競
業
避
止
特
約
が
「
他
の
有

効
な
法
律
行
為
や
関
係
に
付
随
」
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
（
一
八
七
条
）
の
は
、
そ
の
よ
う
な
付
随
的
な
法
律
行
為
や
関
係
が
保

護
に
値
す
る
利
益
を
発
生
さ
せ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
付
随
性
に
は
、
競
業
避
止
特
約
が
、
法
律
行
為
や
関
係
の

一
部
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
法
律
行
為
や
関
係
の
後
に
交
わ
さ
れ
た
場
合
に
は
否
定
さ
れ
る
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
。
も
っ

と
も
、
継
続
的
な
法
律
行
為
や
関
係
の
場
合
、
特
約
が
約
因
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
法
律
行
為
や
関
係
が
終
了
す
る
ま
で
に
交
わ
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
る（

（9
（

。
本
法
に
関
す
る
判
例
を
み
る
と
、「
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
」
要

件
が
実
質
的
に
競
業
避
止
特
約
の
約
因
の
性
質
を
も
っ
て
お
り
、
雇
用
関
係
の
開
始
後
で
あ
っ
て
も
、
約
因
の
提
供
に
よ
り
、
合
意

が
支
え
ら
れ
、
そ
の
合
意
に
付
随
す
る
か
そ
の
一
部
を
な
す
競
業
避
止
特
約
が
有
効
に
な
り
う
る
の
で
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
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ト
メ
ン
ト
の
理
解
が
維
持
さ
れ
て
い
る
も
の
と
も
い
え
る（

（9
（

。

　

な
お
、
競
業
避
止
特
約
に
つ
い
て
は
約
因
要
件
も
州
に
よ
っ
て
様
々
な
ル
ー
ル
や
解
釈
が
あ
る（

（9
（

。
雇
用
開
始
後
に
締
結
さ
れ
る
競

業
避
止
特
約
に
関
し
、
特
約
締
結
後
の
雇
用
継
続
を
も
っ
て
約
因
と
し
て
十
分
で
あ
る
と
す
る
州
も
少
な
く
な
い
が
、
雇
用
継
続
を

超
え
る
追
加
的
な
約
因
を
要
求
す
る
州
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
追
加
的
約
因
に
は
、
昇
進
や
報
酬
の
増
額
、
福
利
厚
生
の
追
加
、
訓

練
の
実
施
、
一
時
金
の
支
払
い
、
営
業
秘
密
の
提
供
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
る
。
テ
キ
サ
ス
州
は
、
合
意
へ
の
付
随
性
・
一
部
性
の

要
件
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
緩
和
す
る
傾
向
に
あ
る
（
前
記
⑵
（
ⅱ
）、
⑶
（
ⅱ
））
が
、
昇
進
や
訓
練
の
実
施
で
あ
っ
て
も
随
意
雇

用
で
あ
る
か
ぎ
り
、「
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
」
の
約
因
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
た
め
、
約
因
要
件
そ
の
も
の

（
前
記
⑵
（
ｉ
））
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
厳
格
な
立
場
を
採
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

2　

合
理
性
ル
ー
ル
（
一
五
・
五
〇
条
⒜
項
後
段
）

　

制
定
法
に
よ
る
か
、
制
定
法
を
置
か
ず
に
コ
モ
ン
ロ
ー
に
よ
る
か
に
関
係
な
く
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ほ
と
ん
ど
の
州
で
採
用
さ

れ
て
い
る
合
理
性
ル
ー
ル
が
テ
キ
サ
ス
州
に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
コ
モ
ン
ロ
ー
と
し
て
合
理
性
ル
ー
ル
を
採
用
す

る
州
が
多
数
あ
る
こ
と
は
、
テ
キ
サ
ス
州
が
か
つ
て
依
拠
し
て
い
た
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
六
条
な
い
し
一
八
八

条
（
（9
（

だ
け
で
な
く
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
・
〇
五
条
な
い
し
八
・
〇
七
条（

（9
（

か
ら
も
窺
え
る（

（9
（

。

　

テ
キ
サ
ス
州
は
、
前
記
㈠
1
⑵
の
と
お
り
、
か
つ
て
コ
モ
ン
ロ
ー
と
し
て
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
を
制
限
し
、
権
利
救
済
に
つ

い
て
も
ル
ー
ル
を
形
成
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
現
在
は
、
州
制
定
法
で
あ
る
本
法
に
よ
り
、
特
約
の
有
効
性
や
、
そ
の
立
証
責
任
、
権

利
救
済
な
ど
に
つ
い
て
規
律
す
る
に
至
っ
て
お
り
、
特
約
が
有
効
に
な
る
要
件
の
一
つ
が
、
競
業
制
限
の
合
理
性
で
あ
る
（
一
五
・

五
〇
条
⒜
項
後
段
）。

　

な
お
、
テ
キ
サ
ス
州
法
の
規
制
内
容
の
独
自
性
と
文
言
の
曖
昧
さ
（
特
に
「
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
が
な
さ
れ
た
時
点
で
」
に
つ
い
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て
）
か
ら
、
判
例
に
お
い
て
も
、
一
五
・
五
〇
条
⒜
項
前
段
の
合
意
へ
の
付
随
性
・
一
部
性
の
要
件
に
議
論
が
集
中
す
る
傾
向
が
み

ら
れ
る
が
、
同
項
が
定
め
る
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
の
判
断
基
準
と
し
て
は
、
前
段
の
要
件
よ
り
も
、
後
段
の
定
め
る
特
約
に
よ

る
競
業
制
限
の
合
理
性
の
ほ
う
が
中
核
的
な
要
件
で
あ
る（

（10
（

と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
（
前
記
1
⑵

（
ⅱ
））。

⑴　
「
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
そ
の
他
の
事
業
利
益
」

　

か
つ
て
の
テ
キ
サ
ス
の
コ
モ
ン
ロ
ー
で
は
、
前
記
㈠
1
⑵
（
ｉ
）
で
述
べ
た
と
お
り
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
記

述
す
る
ル
ー
ル
を
採
用
し
、
保
護
に
値
す
る
正
当
な
利
益
の
例
と
し
て
、「
事
業
上
の
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
、
営
業
秘
密
そ
の
他
の
秘
密

情
報
ま
た
は
財
産
的
情
報
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た（

（10
（

。

　

現
行
の
制
定
法
で
は
、「
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
そ
の
他
の
事
業
利
益
」
が
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
の
要
件
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る

（
本
法
一
五
・
五
〇
条
⒜
項
後
段
）。
こ
の
使
用
者
の
利
益
の
発
生
時
期
に
つ
き
、
使
用
者
の
利
益
は
、
使
用
者
の
約
因
が
与
え
ら
れ
る

こ
と
で
初
め
て
発
生
す
る
の
で
は
な
い
か
と
争
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、「
使
用
者
の
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
の
保
護
と
い
う
使
用
者
の
利

益
が
発
生
す
る
こ
と
に
先
立
っ
て
労
働
者
が
競
業
避
止
特
約
の
約
因
を
受
領
す
る
と
い
う
要
件
は
な
い
」
と
解
さ
れ
て
お
り
、
使
用

者
の
利
益
は
、
特
約
に
対
す
る
約
因
の
提
供
を
労
働
者
が
受
け
た
後
に
発
生
す
る
こ
と
で
足
り
る（

（10
（

。

（
ｉ
）　

グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル

　

保
護
に
値
す
る
利
益
と
し
て
の
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
の
定
義
に
つ
い
て
、
州
最
高
裁
は
、M

arsh U
SA

, Inc. v. Cook

事
件
に
お
い

て
、
当
該
特
約
が
会
社
が
顧
客
や
従
業
員
と
形
成
し
て
き
た
関
係
、
す
な
わ
ち
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
を
守
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
と

整
理
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、「
テ
キ
サ
ス
州
法
は
、
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
は
、
無
形
的
で
は
あ
る
も
の
の
、

財
産
で
あ
り
、
有
形
の
資
産
と
同
じ
よ
う
に
、
事
業
の
不
可
欠
な
部
分
で
あ
る
と
長
き
に
わ
た
っ
て
認
識
し
て
き
た
。
グ
ッ
ド
ウ
ィ
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ル
と
は
、
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
事
業
体
（establishm

ent

）
が
、
そ
の
地
域
的
地
位
や
一
般
的
知
名
度
、
技

術
・
影
響
力
・
几
帳
面
さ
に
対
す
る
評
判
、
そ
の
他
の
偶
発
的
状
況
や
必
要
性
、
さ
ら
に
は
古
く
か
ら
の
贔
屓
や
先
入
観
に
よ
り
、

継
続
的
・
習
慣
的
な
顧
客
か
ら
得
る
一
般
市
民
の
支
援
と
促
進
の
結
果
と
し
て
、
そ
こ
で
使
わ
れ
た
株
式
資
本
、
資
金
、
財
産
の
単

な
る
価
値
を
超
え
た
、
事
業
体
が
得
た
優
位
性
ま
た
は
利
益
の
こ
と
で
あ
る（

（10
（

」。

　

こ
の
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
本
法
制
定
前
の
コ
モ
ン
ロ
ー
に
よ
り
判
断
し
た
判
例
で
あ
る
が
、

D
eSantis v. W

ackenhut Corp.

事
件
で
も
問
題
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
上
記M

arsh U
SA

, Inc. v. Cook

事
件
の
判
示
か

ら
、
本
法
施
行
の
前
後
で
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
の
定
義
や
内
容
は
変
化
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。D

eSantis v. W
ackenhut Corp.

事
件
で
は
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
や
民
間
企
業
で
警
備
業
務
の
経
験
が
あ
っ
たD

eSantis

は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
に
本
社
を
置
き
、
全
米
で
第
三
位

の
警
備
会
社
で
あ
るW

ackenhut
社
で
テ
キ
サ
ス
州
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
が
、
雇
用

開
始
時
に
、
在
職
中
お
よ
び
退
職
後
二
年
間
、
テ
キ
サ
ス
州
南
部
の
四
〇
の
群
に
お
い
て
い
か
な
る
形
で
もW

ackenhut

社
と
競

業
し
な
い
、
と
い
う
内
容
の
競
業
避
止
特
約
（
秘
密
保
持
条
項
を
含
む
。）
を
締
結
し
た
（
こ
の
特
約
で
は
準
拠
法
を
フ
ロ
リ
ダ
州
と
定

め
て
い
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
記
6
参
照
。）。D

eSantis

は
、W

ackenhut

社
の
顧
客
一
〇
な
い
し
一
五
社
に
退
職
を
報
告

し
た
後
、
六
か
月
間
で
そ
の
う
ち
の
一
社
か
ら
し
か
仕
事
を
引
き
受
け
て
い
な
い
こ
と
や
、
そ
の
一
社
はW

ackenhut

社
の
サ
ー

ビ
ス
に
不
満
が
あ
っ
た
こ
と
、D

eSantis

がW
ackenhut

社
の
在
職
中
に
形
成
し
た
顧
客
と
の
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
を
理
由
に
、
顧
客

がW
ackenhut

社
か
らD

eSantis

に
切
り
替
え
よ
う
と
考
え
た
証
拠
も
な
い
こ
と
か
ら
、D

eSantis

がW
ackenhut

社
の
た
め

に
形
成
し
た
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
を
自
己
使
用
の
た
め
に
利
用
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、D

eSantis

が
事
業
上
の
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
を

利
用
し
て
取
引
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
競
業
禁
止
が
必
要
で
な
く
、
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
の
利
益
を
守
る
必
要
性
が
契
約
に
よ
る

D
eSantis

へ
の
困
難
さ
を
上
回
る
も
の
で
は
な
い
、
と
判
断
し
た（

（10
（

。

　

グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
関
係
で
問
題
と
な
っ
た
判
例
も
あ
る
。
本
法
制
定
前
の
も
の
で
あ
る
が
、
州
最
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高
裁
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
側
の
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
だ
け
で
な
く
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
側
に
も
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
が
あ
り
、「
人
は
、

事
業
を
離
れ
る
場
合
、
他
人
の
た
め
に
働
く
た
め
に
し
て
も
、
自
分
の
会
社
を
開
く
た
め
に
し
て
も
、
そ
の
多
く
は
、
従
前
の
職
場

で
役
務
を
提
供
し
て
い
た
相
当
数
の
顧
客
を
連
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
説
明
し
、
競
業
避
止
特
約
が
有
効
と
な
る
た
め
に
必

要
な
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
側
の
事
業
利
益
の
存
在
を
否
定
し
た（

（10
（

。
一
方
、
本
法
一
五
・
五
〇
条
⒜
項
の
下
で
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー

側
の
事
業
利
益
と
し
て
、「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
名
称
、
ロ
ゴ
、
商
標
、
商
標
で
保
護
さ
れ
た
製
品
お
よ
び
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
利
益
」
を
挙
げ
た
裁
判
例
も
あ
る
（
後
記
5
⑵
のIn re K

lein

事
件（

（10
（

）。

　

前
記
の
と
お
り
、M

arsh U
SA

, Inc. v. Cook

事
件
判
決
も
、
顧
客
や
従
業
員
と
の
関
係
を
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
と
整
理
し
て
い
る

が
、
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
に
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、
顧
客
関
係
も
保
護
に
値
す
る
利
益
を
構
成
し
う
る
。
こ
れ
も
、
本
法
制
定
前
の
判

例
で
は
あ
る
が
、
州
最
高
裁
は
、H

enshaw
 v. K

roenecke

事
件
で
は
、
原
告H

enshaw

と
被
告K

roenecke

と
の
間
に
競
業

避
止
条
項
を
含
む
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
も
と
も
と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
を
行
っ
て
い
た

H
enshaw

に
は
競
業
制
限
を
課
す
利
益
が
あ
り
、K

roenecke

は
そ
の
事
業
に
参
入
す
る
こ
と
で
利
益
を
得
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、

「H
enshaw

に
は
、K

roenecke

が
事
業
の
顧
客
と
信
頼
関
係
を
形
成
し
て
契
約
終
了
時
に
顧
客
の
一
部
を
奪
う
可
能
性
か
ら
自
分

を
守
る
権
利
が
あ
っ
た
」
と
判
断
さ
れ
て
い
る（

（10
（

。
ま
た
、
州
最
高
裁
は
、
同
事
件
を
引
用
し
て
、Peat M

arw
ick M

ain &
 Co. v. 

H
aass

事
件
に
お
い
て
も
、
労
働
者
や
社
員
（partner

）
が
在
職
中
に
形
成
し
た
事
業
上
の
関
係
を
利
用
し
て
、
使
用
者
の
顧
客
を

奪
う
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
が
、
競
業
避
止
特
約
に
よ
っ
て
保
護
に
値
す
る
基
本
的
で
正
当
な
事
業
上
の
利
益
で
あ
る
、
と
解
し
て

い
る（

（10
（

。
（
ⅱ
）　

営
業
秘
密
そ
の
他
の
秘
密
情
報

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
を
除
く（

（10
（

す
べ
て
の
州
お
よ
び
法
域
で
、
統
一
州
法
委
員
会
全
国
会
議
（N

CCU
SL

：N
ational 

Conference of Com
m

issioners on U
niform

 State Law
s

）
が
模
範
法
と
し
て
す
べ
て
の
州
に
対
し
て
提
案
し
て
い
る
統
一
営
業
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秘
密
法
（U

T
SA

：U
niform

 T
rade Secrets A

ct

（
（11
（

）
が
採
択
さ
れ
て
お
り
、
テ
キ
サ
ス
州
で
も
、
二
〇
一
三
年
九
月
一
日
、
こ
れ
を

受
け
て
テ
キ
サ
ス
州
統
一
営
業
秘
密
法
が
施
行
さ
れ
て
い
る（

（11
（

。

　

同
法
に
よ
れ
ば
、
営
業
秘
密
と
は
、「
有
形
か
無
形
か
を
問
わ
ず
、
物
理
的
、
電
子
的
、
図
式
的
、
写
真
的
も
し
く
は
書
面
的
に

ど
の
よ
う
に
保
存
、
編
集
ま
た
は
記
録
さ
れ
て
い
る
か
を
問
わ
ず
、
事
業
情
報
、
科
学
情
報
、
技
術
情
報
、
経
済
情
報
ま
た
は
工
学

情
報
お
よ
び
一
切
の
方
式
（form

ula

）、
設
計
（design

）、
原
型
（prototype

）、
様
式
（pattern

）、
計
画
（plan

）、
編
集

（com
pilation

）、
プ
ロ
グ
ラ
ム
装
置
（program

 device

）、
プ
ロ
グ
ラ
ム
（program

）、
コ
ー
ド
（code

）、
発
明
（device

）、
方
法

（m
ethod

）、
技
術
（technique

）、
過
程
（process

）、
手
順
（procedure

）、
財
務
情
報
（financial data

）
ま
た
は
実
際
の
も
し

く
は
潜
在
的
な
顧
客
や
供
給
業
者
の
リ
ス
ト
を
含
む
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
お
よ
び
種
類
の
情
報
で
あ
っ
て
、
以
下
の
場
合
に
当
た
る
も

の
を
い
う
。（
Ａ
）
営
業
秘
密
の
保
有
者
が
、
そ
の
情
報
を
秘
密
の
ま
ま
に
す
る
た
め
に
、
状
況
に
応
じ
て
合
理
的
な
手
段
を
講
じ

て
お
り
、
か
つ
、（
Ｂ
）
当
該
情
報
が
、
そ
の
情
報
の
開
示
ま
た
は
使
用
か
ら
経
済
的
価
値
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
他
の
者
に
、
一

般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
お
よ
び
適
切
な
手
段
で
は
容
易
に
確
認
で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
、
実
際
の
ま
た
は
潜
在
的
な
独
立
の

経
済
的
価
値
が
生
じ
て
い
る
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る（

（11
（

。

　

同
法
制
定
前
は
、
営
業
秘
密
は
、
不
法
行
為
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
七
五
七
条
の
注
釈
の
定
義（

（11
（

も
参
照
さ
れ
、「
情
報
の
方
式

（form
ula

）、
発
明
（device

）、
様
式
（pattern

）、
編
集
（com

pilation

）
で
あ
っ
て
、
あ
る
者
の
事
業
に
使
用
さ
れ
、
そ
れ
を
知

ら
ず
、
ま
た
は
使
用
し
な
い
競
合
他
社
に
対
し
て
優
位
性
を
得
る
機
会
を
与
え
る
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
い
た（

（11
（

。
営
業
秘
密
に
当
た

り
う
る
情
報
と
し
て
は
、
顧
客
リ
ス
ト（

（11
（

や
、
価
格
情
報（

（11
（

な
ど
が
あ
る
が
、
こ
の
定
義
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
、
①
当
該
情
報
が
保

有
者
の
事
業
外
で
知
ら
れ
て
い
る
程
度
、
②
当
該
情
報
が
労
働
者
そ
の
他
事
業
に
関
係
す
る
者
な
ど
に
知
ら
れ
て
い
る
程
度
、
③
当

該
情
報
の
秘
密
性
を
守
る
た
め
に
使
用
者
が
講
じ
た
措
置
の
程
度
、
④
使
用
者
に
と
っ
て
の
当
該
情
報
の
価
値
、
⑤
当
該
情
報
を
開

発
す
る
た
め
に
使
用
者
が
投
下
し
た
労
力
や
費
用
、
⑥
当
該
情
報
が
他
者
に
よ
っ
て
適
切
に
取
得
ま
た
は
複
製
さ
れ
る
こ
と
の
難
易
、
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と
い
う
要
素
に
よ
り
、
営
業
秘
密
性
は
判
断
さ
れ
る（

（11
（

。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
州
統
一
営
業
秘
密
法
と
そ
れ
以
前
の
コ
モ
ン
ロ
ー
と

で
は
、
概
ね
同
じ
要
素
に
よ
り
営
業
秘
密
か
ど
う
か
判
断
さ
れ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

　

営
業
秘
密
だ
け
で
な
く
、
秘
密
情
報
も
保
護
に
値
す
る
利
益
を
構
成
し
う
る
。
前
記
㈠
1
⑵
（
ｉ
）
で
述
べ
た
と
お
り
、
州
最
高

裁
は
、
本
法
制
定
前
の
判
例
で
あ
るD

eSantis v. W
ackenhut Corp.

事
件
で
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
八
条

の
注
釈
を
引
用
し
、「
営
業
秘
密
そ
の
他
の
秘
密
情
報
ま
た
は
財
産
的
情
報
」
を
保
護
に
値
す
る
正
当
な
利
益
と
し
て
挙
げ
た
。
そ

し
て
、
同
事
件
に
お
い
てW

ackenhut

社
は
、
顧
客
情
報
や
顧
客
か
ら
の
需
要
・
要
求
、
同
社
の
価
格
決
定
、
費
用
要
因
、
入
札

戦
略
を
秘
密
情
報
と
し
て
主
張
し
た
が
、
州
最
高
裁
は
、
保
護
に
値
す
る
利
益
と
し
て
の
秘
密
情
報
に
つ
い
て
も
否
定
し
た
（
グ
ッ

ド
ウ
ィ
ル
に
つ
い
て
は
前
記
（
ｉ
））。
そ
の
理
由
と
し
て
、
ま
ず
、「W

ackenhut

社
が
、
同
社
の
顧
客
が
会
社
外
の
者
に
と
っ
て
容

易
に
は
特
定
で
き
な
い
こ
と
や
、
そ
の
知
識
が
何
ら
か
の
競
争
上
の
優
位
性
を
も
た
ら
す
こ
と
、
そ
の
顧
客
か
ら
の
需
要
が
顧
客
自

身
へ
の
質
問
だ
け
で
は
確
認
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
で
き
な
か
っ
た
」
こ
と
を
挙
げ
た
。
ま
た
、
価
格
決
定
や
入
札
戦
略
に
つ
い
て

も
、
そ
れ
ら
が
「
独
自
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
価
格
や
入
札
に
関
す
る
情
報
が
、
や
は
り
顧
客
自
身
か
ら
獲
得

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
で
き
な
か
っ
た
」
こ
と
も
挙
げ
た
。
こ
れ
ら
の
要
素
は
、
前
述
の
営
業
秘
密
の
定
義
と
重

な
っ
て
お
り
、
保
護
に
値
す
る
利
益
と
し
て
の
秘
密
情
報
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
判
断
も
、
営
業
秘
密
の
有
無
の
判
断
と
概
ね

同
様
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
州
最
高
裁
は
、
さ
ら
に
「D

eSantis

がW
ackenhut

社
の
費
用
要
因
に
関
す
る
知
識
を
利
用
し 

て
、W

ackenhut

社
よ
り
も
有
利
な
価
格
を
つ
け
た
り
、
同
社
の
顧
客
を
収
奪
し
た
り
し
よ
う
と
し
た
証
拠
も
な
い
」
と
指
摘
し
、

「W
ackenhut

社
は
、D

eSantis

の
競
業
す
る
権
利
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
秘
密
情
報
を
保
護
す
る
必
要
性
を
示
さ
な
か
っ

た
」
と
判
示
し
た（

（11
（

。
州
控
訴
裁
判
所
で
は
、
本
法
の
下
で
も
同
様
に
、
営
業
秘
密
以
外
の
秘
密
情
報
や
財
産
的
情
報
も
保
護
に
値
す

る
正
当
な
利
益
を
構
成
し
う
る
と
解
さ
れ
て
い
る（

（11
（

。
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（
ⅲ
）　

そ
の
他

　

州
の
下
級
審
裁
判
所
の
裁
判
例
で
は
、
例
え
ば
、
州
控
訴
裁
判
所
がN

eurodiagnostic T
ex, LLC v. Pierce

事
件
に
お
い
て
、

M
arsh U

SA
 Inc. v. Cook

事
件（

（12
（

や
、A

lex Sheshunoff M
anagem

ent Services, L.P. v. Johnson

事
件（

（12
（

な
ど
を
参
照
し
、

上
記
の
事
業
上
の
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
や
、
営
業
秘
密
・
秘
密
情
報
・
財
産
的
情
報
の
ほ
か
、「
顧
客
情
報
や
専
門
的
訓
練

（specialized training

）
が
、
適
切
な
状
況
下
で
、
競
業
避
止
特
約
に
よ
っ
て
保
護
に
値
す
る
利
益
の
例
で
あ
る
」
一
方
、「
産
業

に
お
け
る
一
般
的
ま
た
は
典
型
的
な
訓
練
は
含
ま
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る（

（12
（

。

　

同
事
件
で
は
、
労
働
者Pierce

が
術
中
検
査
お
よ
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
業
務
に
従
事
し
た
が
、
同
人
が
も
と
も
と
保
有
し
て
い

た
資
格
で
は
、
臨
床
の
場
で
患
者
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装
置
を
接
続
す
る
こ
と
の
み
が
許
さ
れ
、
手
術
の
場
で
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
雇
用
契
約
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
資
格
を
取
得
す
る
た
め
にN

eurodiagnostic T
ex

社
が
教
育
訓
練
の
た
め
に
相

当
の
費
用
と
投
資
を
行
う
こ
と
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
訓
練
を
受
け
さ
せ
て
資
格
を
取
得
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
りPierce

は
、

手
術
中
で
も
業
務
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
業
務
能
力
も
向
上
し
た
。
こ
こ
で
取
得
し
た
資
格
の
保
有
者
は
、
国
内
に
三
〇
〇
人
し

か
お
ら
ず
、Pierce

を
含
む
そ
の
う
ち
の
六
人
がN

eurodiagnostic T
ex

社
で
働
い
て
い
た
。
こ
の
訓
練
が
あ
る
こ
と
も

Pierce

がN
eurodiagnostic T

ex

社
で
働
き
始
め
た
理
由
の
一
つ
で
あ
る
が
、
資
格
を
取
得
し
て
か
ら
七
年
後
、Pierce

は
退

職
し
、
別
の
会
社
で
同
じ
資
格
の
保
有
者
と
し
て
働
き
始
め
た
。
雇
用
契
約
に
は
、
退
職
後
五
年
間
、
テ
キ
サ
ス
州
内
の
特
定
の
エ

リ
ア
に
お
い
て
、
競
業
し
な
い
こ
と
や
、
顧
客
を
勧
誘
し
な
い
、
退
職
後
二
年
間
、
従
業
員
を
引
き
抜
か
な
い
な
ど
の
競
業
避
止
義

務
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
事
案
に
つ
き
、
裁
判
所
は
、「N

eurodiagnostic T
ex

社
がPierce

に
提
供
し
た
訓
練
は
、『
専

門
的
（specialized

）』
訓
練
で
あ
り
、
保
護
に
値
す
る
利
益
で
あ
る
」
と
判
断
し
た（

（12
（

。
そ
し
て
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効
な
合
意

と
の
付
随
性
・
一
部
性
に
つ
い
て
、N

eurodiagnostic T
ex

社
が
投
下
し
た
費
用
と
時
間
の
価
値
をPierce

の
雇
用
を
継
続
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
す
る
利
益
が
あ
っ
た
こ
と
と
、N

eurodiagnostic T
ex

社
に
と
っ
てPierce

が
訓
練
の
直
後
に
競
合
他
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社
が
同
人
を
雇
用
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
こ
と
が
重
要
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
競
業
避
止
特
約
は
、Pierce

が
受
け
た
専
門
的
訓
練

を
別
の
使
用
者
の
た
め
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
る
競
業
を
防
止
す
る
点
で
明
確
な
関
連
性
が
あ
り
、
合
意
に
お
け
るPierce

の
約

因
ま
た
は
見
返
り
の
約
束
を
強
制
す
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
（
前
記
1
⑶
（
ｉ
）
の
①
充
足
）
と
判
断
し
た（

（12
（

。

⑵　

競
業
制
限
の
合
理
性

　

以
下
で
は
、
競
業
制
限
の
合
理
性
を
判
断
し
た
州
最
高
裁
判
例
を
、
本
法
制
定
前
の
コ
モ
ン
ロ
ー
に
基
づ
く
も
の
と
本
法
下
の
も

の
に
分
け
て
、
み
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
合
理
性
判
断
に
つ
い
て
は
、
特
約
の
修
正
の
具
体
的
判
断
と
も
密
接
に
関
わ
る
（
後
記

5
）。

（
ｉ
）　

コ
モ
ン
ロ
ー

　

Peat M
arw

ick M
ain &

 Co. v. H
aass

事
件
は
、
本
法
制
定
前
の
ル
ー
ル
で
判
断
し
た
州
最
高
裁
の
判
例
で
あ
る
が
、
退
職

す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
会
計
士
に
対
し
、
退
職
後
二
四
か
月
以
内
に
会
社
の
顧
客
（
退
職
時
点
で
会
社
の
顧
客
で
あ
っ
た
者
お
よ
び
退
職

後
二
四
か
月
間
に
顧
客
に
な
っ
た
者
な
ら
び
に
そ
の
顧
客
が
主
要
な
利
害
関
係
人
と
な
る
そ
の
他
の
者
。
こ
の
顧
客
は
世
界
中
の
顧

客
が
含
ま
れ
る
。）
に
対
し
、
会
計
そ
の
他
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
勧
誘
し
、
ま
た
は
提
供
し
た
場
合
、
当
該
顧
客
か
ら
会
社
に
支
払
わ

れ
る
べ
き
報
酬
お
よ
び
費
用
、
な
ら
び
に
、
会
社
が
支
払
っ
た
顧
客
獲
得
費
用
の
支
払
い
を
求
め
る
旨
の
条
項
が
問
題
と
な
っ
た
。

前
記
⑴
（
ｉ
）
で
述
べ
た
と
お
り
、
顧
客
関
係
が
保
護
に
値
す
る
利
益
と
解
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
会
計
士
に
対
す
る
競
業
制
限
が

合
理
的
か
ど
う
か
の
判
断
に
あ
た
り
、
ほ
か
の
州
法
に
も
触
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
最
高
裁
の
判
例
か
ら
、

会
計
事
務
所
の
保
護
対
象
で
あ
る
「
顧
客
（clients

）」
の
広
範
な
定
義
は
、
競
業
が
制
限
さ
れ
る
地
理
的
な
限
定
も
な
く
、
現
在

の
顧
客
で
あ
る
か
否
か
に
関
係
な
く
す
べ
て
の
顧
客
を
含
む
こ
と
か
ら
、
正
当
な
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
を
超
え
、

退
職
す
る
会
計
士
お
よ
び
一
般
国
民
に
と
っ
て
過
酷
で
あ
る
も
の
と
し
て
不
合
理
で
あ
る
と
判
断
し
た
例（

（12
（

を
挙
げ
た
。
ま
た
、
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ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の
州
最
高
裁
判
例
か
ら
、
会
計
士
が
役
務
を
提
供
し
て
い
た
顧
客
に
限
定
せ
ず
に
、
前
使
用
者
の
あ
ら
ゆ
る
顧
客
か

ら
仕
事
を
受
け
る
こ
と
を
禁
止
す
る
も
の
で
、
保
護
に
値
す
る
利
益
に
対
し
て
過
大
な
制
限
で
あ
る
こ
と
と
、
会
計
士
の
専
門
的
な

役
務
提
供
能
力
お
よ
び
一
般
国
民
が
会
計
士
を
選
ぶ
権
利
（ability

）
に
不
合
理
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
会
計
士
に
対
し
て

顧
客
の
勧
誘
と
顧
客
へ
の
役
務
提
供
を
禁
止
す
る
競
業
避
止
特
約
を
不
当
な
取
引
制
限
と
判
断
し
た
例（

（12
（

や
、
労
働
者
が
直
接
に
役
務

を
提
供
し
た
こ
と
の
あ
る
顧
客
に
限
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
競
業
制
限
条
項
は
不
合
理
で
あ
っ
て
無
効
で
あ
る
と
判
断
し
た
例（

（12
（

を

挙
げ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
例
は
、
競
業
制
限
の
合
理
性
に
は
退
職
者
の
直
接
的
な
関
与
と
顧
客
と
の
間
に
関
連
性
が
必
要
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
と
分
析
し
、「
競
業
避
止
特
約
は
、
労
働
者
の
活
動
と
何
ら
か
の
関
係
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
前
に
業
務
を
行
っ
た
こ
と
の
な
い
領
域
に
お
け
る
活
動
を
制
限
し
、
ま
た
は
使
用
者
と
の
後
の
競
争
に
お
い
て
不
当
な
優
位
性
を

得
る
機
会
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。」（
過
去
に
テ
キ
サ
ス
州
の
判
例（

（12
（

で
引
用
さ
れ
た
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
最
高
裁
判
例（

（12
（

の
判
示
）
と
述
べ
た（

（13
（

。
州
最
高
裁
は
、
以
上
の
検
討
か
ら
、「
退
職
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
が
、
退
職
し
た
後
に
獲
得
し
た
顧
客
や
、
会

計
事
務
所
に
参
画
し
て
い
た
間
に
は
全
く
接
触
し
て
い
な
か
っ
た
顧
客
の
た
め
に
会
計
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ

と
は
、
そ
の
利
益
を
促
進
す
る
も
の
で
も
、
そ
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
合
理
的
に
必
要
な
も
の
で
も
な
い
。
当
裁
判
所
は
、
こ

の
条
項
は
過
度
に
広
範
で
不
合
理
で
あ
る
と
考
え
る
」
と
判
断
し
た（

（13
（

。

　

W
eatherford O

il T
ool Co. v. Cam

pbell

事
件
で
は
、
被
申
立
人
ら
は
、
退
職
後
一
年
間
、
申
立
人
が
営
業
し
て
い
る
可
能

性
の
あ
る
一
切
の
地
域
で
、
申
立
人
が
提
供
す
る
商
品
と
類
似
す
る
商
品
を
販
売
す
る
事
業
に
参
入
し
な
い
、
と
同
意
し
た
事
案
に

お
い
て
は
、「
申
立
人
が
営
業
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
一
切
の
地
域
で
」
と
い
う
地
域
的
な
限
定
が
問
題
と
な
っ
た
。
州
最
高
裁

は
、「
制
限
の
期
間
中
、
そ
の
場
所
で
製
品
を
販
売
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
保
証
は
な
い
。〔
す
な
わ
ち
、〕
仮
に
申
立
人
が
そ
の
地

域
に
事
業
を
拡
大
し
た
場
合
、
被
申
立
人
は
、
契
約
に
よ
り
、
残
り
の
期
間
は
そ
の
地
域
で
の
競
合
商
品
の
販
売
を
中
止
す
る
義
務

を
負
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
条
項
に
従
っ
て
契
約
を
有
効
に
す
れ
ば
、
所
定
の
期
間
中
、
被
申
立
人
は
、
世
界
中
の
ど
こ
に
お
い
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て
も
、
事
実
上
申
立
人
と
競
業
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
」
と
述
べ
、
申
立
人
の
事
業
お
よ
び
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
（
前
記
⑴
（
ｉ
））

の
保
護
の
た
め
に
、「
申
立
人
が
そ
の
製
品
を
販
売
す
る
こ
と
を
選
択
で
き
る
場
所
に
お
い
て
、
そ
の
労
働
者
や
販
売
員
が
競
合
す

る
事
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
必
要
は
な
い
」
と
判
断
し
て
、
競
業
制
限
の
合
理
性
を
否
定
し
た（

（13
（

。

（
ⅱ
）　

本
法
下
で
の
州
最
高
裁
判
例

　

前
記
1
⑵
（
ⅱ
）
で
も
検
討
し
たA

lex Sheshunoff M
anagem

ent Services, L.P. v. Johnson

事
件
で
は
、
競
業
避
止
特

約
の
有
効
性
を
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
次
の
よ
う
な
事
情
を
挙
げ
た（

（13
（

。
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
に
対
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業

を
行
っ
て
い
る
原
告A

lex Sheshunoff M
anagem

ent Services

（
Ａ
Ｓ
Ｍ
）
社
は
、
顧
客
関
係
維
持
計
画
の
管
理
者
で
あ
る
被

告Johnson

の
協
力
の
下
、
雇
用
契
約
締
結
後
の
四
年
間
、
顧
客
を
開
拓
し
て
き
た
。Johnson

は
、
Ａ
Ｓ
Ｍ
社
の
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル

の
形
成
に
貢
献
し
、
被
告Strunk &

 A
ssociates

社
に
移
籍
し
た
後
は
、
そ
の
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
を
不
公
正
に
使
用
し
よ
う
と
す
る

可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。Johnson

は
、
Ａ
Ｓ
Ｍ
社
で
当
座
貸
越
商
品
の
導
入
に
関
す
る
機
密
を
伴
う
会
議
に
参
加

し
、Strunk

社
と
契
約
し
た
後
も
Ａ
Ｓ
Ｍ
社
の
商
品
の
販
売
計
画
に
関
す
る
秘
密
情
報
を
得
て
お
り
、Strunk

社
と
競
合
す
る
Ａ

Ｓ
Ｍ
社
の
製
品
の
開
発
に
も
関
与
し
て
い
た
。Johnson

は
、Strunk

社
で
の
雇
用
を
開
始
し
た
時
に
、Strunk

社
の
顧
客
だ
け

で
な
く
、
業
界
の
誰
に
対
し
て
も
、
当
座
貸
越
商
品
を
販
売
し
な
い
こ
と
、
お
よ
び
、Strunk

社
か
ら
の
退
職
後
二
年
間
、
こ
れ

を
販
売
し
な
い
こ
と
に
同
意
し
た
。Johnson

自
身
も
、
Ａ
Ｓ
Ｍ
社
と
の
特
約
は
合
理
的
で
あ
っ
た
と
雇
用
契
約
の
な
か
で
認
め
て

い
る
と
と
も
に
、Strunk

社
と
の
特
約
も
合
理
的
で
あ
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。
州
最
高
裁
は
、
以
上
の
事
情
か
ら
、
具
体
的
な

理
由
は
述
べ
な
か
っ
た
が
、「
Ａ
Ｓ
Ｍ
社
と
のJohnson

の
特
約
は
、
一
五
・
五
〇
条
⒜
の
下
で
、
合
理
的
だ
っ
た
」
と
結
論
づ
け

た
（
（13
（

。（
ⅲ
）　

補
足
と
小
括

　

州
最
高
裁
の
判
例
は
、
本
法
の
施
行
前
に
お
い
て
も
施
行
後
に
お
い
て
も
、
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
そ
の
他
の
事
業
利
益
を
保
護
す
る
た
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め
に
、
競
業
制
限
が
必
要
な
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
い
る
と
こ
ろ
、「
活
動
範
囲
」
と
し
て
は
、
ほ
か
の

州
法
で
も
、
勧
誘
禁
止
の
対
象
と
な
る
「
顧
客
」
に
つ
い
て
は
、
退
職
し
た
労
働
者
自
身
が
在
職
中
に
業
務
上
関
わ
っ
た
顧
客
に
限

定
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る（

（13
（

こ
と
を
指
摘
し
、
テ
キ
サ
ス
州
法
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
あ
る
い
は
顧

客
関
係
と
い
う
保
護
に
値
す
る
正
当
な
事
業
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
合
理
的
な
「
活
動
範
囲
」
を
画
定
し
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。

　

一
方
、
具
体
的
な
事
案
と
の
関
係
で
、「
申
立
人
が
営
業
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
一
切
の
地
域
で
」
と
い
う
地
域
的
範
囲
に
つ

き
、
使
用
者
で
あ
っ
た
者
の
事
業
運
営
（
拡
大
）
に
依
存
す
る
こ
と
か
ら
、
限
定
と
し
て
の
意
味
が
な
い
こ
と
は
指
摘
さ
れ
た
が
、

合
理
的
な
「
地
域
的
範
囲
」
が
ど
の
程
度
か
、
ど
の
よ
う
に
決
せ
ら
れ
る
の
か
は
、
必
ず
し
も
最
高
裁
判
例
か
ら
は
明
ら
か
で
な
い

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
期
間
」
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
そ
の
合
理
的
な
範
囲
の
指
標
が
明
確
で
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
点
に
つ
き
、
下
級
審
裁
判
例
に
も
目
を
向
け
る
と
、「
期
間
」
に
つ
い
て
は
、
テ
キ
サ
ス
州
法
の
裁
判
例
で
、
二
年
な

い
し
五
年
は
合
理
的
期
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
、
当
該
事
案
に
お
い
て
、
労
働
者
が
使
用
者
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
間
に
受

け
取
っ
た
情
報
が
陳
腐
化
す
る
（outdated
）
の
に
五
年
か
か
る
こ
と
か
ら
、
五
年
間
の
競
業
制
限
を
合
理
的
で
あ
る
、
と
判
断
し

た
州
控
訴
裁
判
所
の
裁
判
例
が
あ
る（

（13
（

。
ま
た
、「
地
域
的
範
囲
」
に
つ
い
て
は
、Le-V

el Brands, LLC v. Bland

事
件
（
後
記
6

⑶
も
参
照
）
に
お
い
て
、
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、「
本
法
一
五
・
五
〇
条
⒜
項
の
文
言
に
か
か
わ
ら
ず
、
勧
誘
禁
止
特
約
は
、
地
理

的
限
定
が
明
示
的
に
含
ま
れ
て
い
な
く
て
も
、
テ
キ
サ
ス
州
法
の
下
で
有
効
で
あ
る
」
と
述
べ
た
第
五
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
の

裁
判
例
を
引
用
し
、
地
理
的
限
定
が
な
い
こ
と
自
体
は
、
勧
誘
禁
止
条
項
を
不
合
理
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
地
理
的
限
定
が
な
い

当
該
勧
誘
禁
止
条
項
は
、
黙
示
的
に
全
国
に
わ
た
る
制
限
を
含
む
も
の
と
合
理
的
に
解
釈
し
た
う
え
で
、
使
用
者
が
事
業
所
の
な
い

ク
ラ
ウ
ド
型
組
織
で
あ
っ
て
、
従
業
員
は
す
べ
て
の
業
務
を
遠
隔
で
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
従
業
員
は
州
を
越
え
て
他
人
を
勧
誘

す
る
能
力
を
も
っ
て
い
る
と
し
て
、
全
国
的
な
競
業
制
限
は
合
理
的
で
あ
る
、
と
判
断
し
た（

（13
（

。
さ
ら
に
、
競
業
避
止
特
約
に
お
け
る

地
理
的
限
定
の
要
否
に
つ
い
て
、「
本
来
で
あ
れ
ば
、
広
範
な
地
理
的
範
囲
を
伴
う
、
ま
た
は
地
理
的
範
囲
を
伴
わ
な
い
競
業
避
止
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特
約
は
無
効
で
あ
る
。
…
…
し
か
し
、
競
業
避
止
特
約
に
お
け
る
地
理
的
な
限
定
に
代
え
て
、
特
定
の
顧
客
基
盤
（client base

）

に
特
約
の
適
用
を
限
定
す
る
こ
と
は
、
許
容
さ
れ
る
」
と
述
べ
た
う
え
で
、「
当
社
の
製
造
、
販
売
す
る
ペ
ッ
ト
用
品
お
よ
び
関
連

製
品
の
提
供
お
よ
び
製
造
に
従
事
し
て
い
る
か
、
し
よ
う
と
し
て
い
る
事
業
体
」
と
い
う
特
定
の
顧
客
基
盤
に
勧
誘
禁
止
の
対
象
を

限
定
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
理
的
限
定
に
代
替
し
う
る
と
述
べ
た
州
控
訴
裁
判
所
の
裁
判
例
も
あ
る（

（13
（

。
こ
の
よ
う
な
限
定
に

よ
り
、
地
理
的
限
定
が
な
く
て
も
使
用
者
の
正
当
な
事
業
利
益
が
適
切
に
保
護
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
に
、「
期
間
」
や
「
地
域
的
範
囲
」
に
つ
い
て
も
、
競
業
避
止
特
約
に
よ
っ
て
保
護
し
よ
う
と
す
る
事
業
利
益
の
内
容
や
、
業

務
の
性
質
や
態
様
に
伴
う
そ
の
侵
害
の
危
険
性
か
ら
判
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

3　

権
利
救
済
の
内
容
（
一
五
・
五
一
条
⒜
項
）

　

競
業
避
止
特
約
が
本
法
一
五
・
五
〇
条
⒜
項
の
下
で
有
効
で
あ
る
場
合
、
受
約
者
た
る
使
用
者
は
、
特
約
に
基
づ
き
、
損
害
賠
償

ま
た
は
差
止
命
令
も
し
く
は
そ
の
両
方
に
よ
る
権
利
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
五
・
五
一
条
⒜
項
）。

⑴　

差
止
め
の
要
件

　

競
業
避
止
特
約
に
基
づ
い
て
本
案
的
差
止
命
令
（perm

anent injunction

）
を
求
め
る
た
め
に
は
、
本
法
制
定
前
の
コ
モ
ン
ロ
ー

の
下
で
は
、
労
働
者
に
よ
る
特
約
の
違
反
に
加
え
、
差
止
め
に
よ
る
救
済
が
な
け
れ
ば
十
分
な
法
的
権
利
救
済
の
な
い
、
回
復
不
能

の
損
害
を
被
る
こ
と
や
、
違
反
に
よ
る
現
実
の
損
害
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
現
在
は
、
一
五
・
五
二
条
の
専
占
規

定
の
適
用
に
よ
り
こ
れ
が
排
斥
さ
れ
、
一
五
・
五
一
条
⒜
項
に
基
づ
き
、
本
案
的
差
止
命
令
の
た
め
に
、
回
復
不
能
の
損
害
の
立
証

が
必
要
で
な
く
な
り
、
特
約
違
反
の
証
明
で
足
り
る
こ
と
と
な
っ
た（

（13
（

。
な
お
、
一
五
・
五
二
条
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
州
最
高
裁
は
、

「
議
会
は
、
競
業
避
止
特
約
の
執
行
に
関
す
る
テ
キ
サ
ス
州
コ
モ
ン
ロ
ー
の
大
部
分
が
競
業
避
止
特
約
法
に
置
き
換
わ
る
こ
と
を
意
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図
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
裁
判
所
は
、『
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
に
関
す
る
ほ
か
の
基
準
ま
た
は
コ
モ
ン
ロ
ー
そ
の
ほ
か

に
基
づ
く
競
業
避
止
特
約
を
執
行
す
る
た
め
の
訴
訟
に
お
け
る
手
続
お
よ
び
権
利
救
済
』
に
代
わ
り
、
競
業
避
止
特
約
法
が
本
件
の

事
実
に
適
用
さ
れ
る
」
と
述
べ
た（

（14
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、
暫
定
的
差
止
命
令
（tem

porary injunction

）
を
め
ぐ
っ
て
は
、
こ
れ
が
「
差
止
め
に
よ
る
救
済
（injunctive 

relief

）」（
一
五
・
五
一
条
⒜
項
）
に
含
ま
れ
る
か
が
明
確
で
な
い
た
め
、
暫
定
的
差
止
命
令
に
つ
い
て
も
、
一
五
・
五
二
条
に
よ
る

専
占
が
及
ぶ
か
が
議
論
さ
れ
た
。
テ
キ
サ
ス
州
に
お
い
て
、
暫
定
的
差
止
命
令
の
目
的
は
、
本
案
の
事
実
審
が
係
属
中
に
当
該
訴
訟

の
係
争
物
の
現
状
を
保
全
す
る
こ
と
に
あ
る
と
解
さ
れ
て
お
り（

（14
（

、
暫
定
的
差
止
命
令
を
求
め
る
た
め
に
は
、
申
立
人
は
、
①
被
告
に

対
す
る
訴
訟
原
因
、
②
求
め
ら
れ
る
権
利
救
済
を
受
け
る
権
利
の
蓋
然
性
、
③
そ
の
間
に
、
発
生
す
る
蓋
然
性
が
高
く
、
差
し
迫
っ

た
（im

m
inent

）
回
復
不
能
の
損
害
（irreparable injury

）
の
三
点
を
申
し
立
て
（plead

）、
証
明
（prove

）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
（14
（

。
③
の
回
復
不
能
の
損
害
と
は
、「
損
害
を
受
け
た
当
事
者
が
損
害
賠
償
に
よ
っ
て
十
分
な
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
ま
た
は
損
害
が
一
定
の
金
銭
的
基
準
で
測
定
で
き
な
い
場
合
」
を
い
う（

（14
（

。

　

下
級
審
裁
判
例
に
よ
れ
ば
、
一
五
・
五
一
条
⒜
項
の
「
認
め
る
（aw

ard

）」
や
「
損
害
賠
償
（dam

ages

）」
と
い
う
文
言
は
、

一
般
的
に
終
局
的
な
救
済
に
関
す
る
用
語
で
あ
る
か
ら
、「
差
止
め
」
も
終
局
的
な
救
済
に
関
す
る
も
の
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
る

こ
と
や
、
同
条
「
⒝
項
の
立
証
責
任
転
換
の
規
定
は
、
令
状
を
付
与
す
る
資
格
を
証
明
す
る
責
任
を
常
に
申
立
人
が
負
う
暫
定
的
差

止
命
令
（tem

porary injunction

）〔Butnaru v. Ford M
otor Co.

事
件
参
照（

（14
（

〕
と
の
関
係
で
は
、
意
味
を
な
さ
」
ず
、
同
項
は
、

最
終
判
決
（final adjudication

）
に
の
み
適
用
さ
れ
、
予
備
的
救
済
（prelim

inary relief

）
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
解
さ
れ
る
こ

と
、
同
条
⒞
項
の
文
書
訂
正
は
、
一
般
的
に
終
局
的
な
救
済
で
あ
り
、
よ
り
重
要
な
点
と
し
て
、
修
正
さ
れ
た
特
約
に
基
づ
く
損
害

賠
償
が
認
め
ら
れ
な
い
一
方
、
差
止
め
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に
終
局
的
な
救
済
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
本

法
は
、「
競
業
避
止
特
約
を
一
定
の
基
準
を
充
た
し
た
場
合
に
有
効
に
し
、
そ
の
執
行
手
段
を
提
供
す
る
」
こ
と
が
全
体
的
な
目
的
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で
あ
る
の
に
対
し
、
暫
定
的
差
止
命
令
は
、
必
ず
し
も
何
か
を
執
行
す
る
こ
と
で
は
な
く
、「
事
実
審
の
係
属
中
に
現
状
を
保
全
し
、

発
生
す
る
蓋
然
性
の
高
い
回
復
不
能
の
損
害
を
防
止
す
る
」
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
五
・
五
一
条
⒜
項
は
、
終
局
的
な
救
済
の

み
を
規
定
す
る
、
と
解
さ
れ
て
い
る（

（14
（

。
し
た
が
っ
て
、
本
法
の
下
で
も
、
暫
定
的
差
止
命
令
を
求
め
る
に
は
、
引
き
続
き
、
③
「
回

復
不
能
の
損
害
」
要
件
の
充
足
が
必
要
だ
と
解
さ
れ
て
い
る（

（14
（

。

　

テ
キ
サ
ス
州
法
に
お
い
て
、
競
業
避
止
特
約
違
反
が
③
回
復
不
能
の
損
害
を
構
成
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
特
に
連
邦
裁
判
所（

（14
（

に

お
い
て
は
、
一
般
的
に
こ
れ
を
構
成
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
営
業
秘
密
や
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
が
関
わ
る
状

況
で
は
、
営
業
秘
密
の
不
正
使
用
に
よ
っ
て
被
る
損
害
が
回
復
不
能
と
な
る
脅
威
は
重
大
で
あ
り
、
損
害
賠
償
額
の
算
定
は
不
可
能

で
あ
る
。
…
…
実
際
、
ひ
と
た
び
顧
客
へ
の
勧
誘
が
始
ま
れ
ば
、
損
害
は
生
じ
て
い
る
。
…
…
さ
ら
に
、
ひ
と
た
び
営
業
秘
密
が
開

示
さ
れ
れ
ば
、
も
は
や
秘
密
で
は
な
く
な
り
、〔
原
告
〕
に
と
っ
て
価
値
が
低
下
す
る
」
と
説
明
さ
れ
る（

（14
（

。
ま
た
、「
使
用
者
の
秘
密

情
報
の
使
用
や
、
顧
客
喪
失
の
可
能
性
は
、
回
復
不
能
の
損
害
を
立
証
す
る
に
は
十
分
で
あ
る
。
…
…
労
働
者
の
前
の
使
用
者
と
後

の
使
用
者
と
の
間
に
高
度
の
類
似
性
が
あ
る
場
合
、
確
実
で
な
い
に
し
て
も
、
前
の
使
用
者
の
秘
密
情
報
が
業
務
の
過
程
で
使
用
さ

れ
、
開
示
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
」
と
述
べ
た
裁
判
例
も
あ
る（

（14
（

。
な
お
、
テ
キ
サ
ス
州
法
で
は
、
い
わ
ゆ
る
不
可
避
的
開
示
法

理
（inevitable disclosure doctrine

（
（15
（

）
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い（

（15
（

。

　

州
裁
判
所
で
も
、「
会
社
の
顧
客
、
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
、
事
業
所
の
安
定
性
、
手
数
料
支
給
規
定
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
、
投
資

戦
略
の
喪
失
に
金
銭
的
な
価
値
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
解
さ
れ
て
い
る（

（15
（

。
ま
た
、
州
裁
判
所
に
は
、「
高
度
な
訓
練
を
受

け
た
労
働
者
が
競
業
避
止
特
約
の
違
反
を
継
続
し
て
い
る
証
拠
は
、
申
立
人
が
回
復
不
能
の
損
害
を
被
っ
て
い
る
と
い
う
反
証
を
許

す
推
定
（rebuttable presum

ption

）
を
生
じ
さ
せ
る
」
と
解
し
た
裁
判
例
も
あ
る（

（15
（

。

　

そ
し
て
、
②
の
権
利
関
係
と
し
て
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
と
そ
れ
に
対
す
る
違
反
を
判
断
す
る
（（
本
案
）
勝
訴
可
能
性

（probability of success

ま
た
はlikelihood of success

）
と
も
呼
ば
れ
る
。）
が
、
理
論
的
に
は
、
暫
定
的
差
止
命
令
の
審
理
で
は
、
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申
立
人
が
本
案
勝
訴
可
能
性
と
回
復
不
能
の
損
害
を
証
明
し
た
か
ど
う
か
が
争
点
で
あ
り
、
競
業
避
止
特
約
が
本
法
一
五
・
五
〇
条

の
下
で
有
効
で
あ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
終
局
的
な
争
点
に
つ
い
て
は
直
接
の
審
理
の
対
象
に
な
ら
ず
、
暫
定
的
差
止
命
令
が
認
め

ら
れ
て
も
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
そ
の
も
の
が
宣
言
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い（

（15
（

。

⑵　

損
害
賠
償
額
の
予
定

（
ｉ
）　

競
業
避
止
特
約
へ
の
該
当
性

　

こ
の
権
利
救
済
を
め
ぐ
っ
て
議
論
に
な
る
の
が
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
（liquidated dam

ages

）
で
あ
る
。
本
法
制
定
前
の
解
釈

で
あ
る
が
、
競
業
避
止
特
約
に
伴
う
損
害
賠
償
額
の
予
定
も
、
合
理
性
基
準
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
、
と
解
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に

特
約
の
付
随
性
（
前
記
1
⑴
）、
事
業
利
益
（
前
記
2
⑴
（
ｉ
））
お
よ
び
競
業
制
限
の
合
理
性
（
前
記
2
⑵
（
ｉ
））
の
と
こ
ろ
で
も
触

れ
た
、Peat M

arw
ick M

ain &
 Co. v. H

aass

事
件
で
は
、
退
職
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
会
計
士
に
対
し
、
退
職
後
二
四
か
月
以
内

に
会
社
の
顧
客
に
対
し
、
会
計
そ
の
他
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
勧
誘
し
、
ま
た
は
提
供
し
た
場
合
、
当
該
顧
客
か
ら
会
社
に
支
払
わ
れ
る

べ
き
報
酬
お
よ
び
費
用
、
な
ら
び
に
、
会
社
が
支
払
っ
た
顧
客
獲
得
費
用
の
支
払
い
を
求
め
る
旨
の
損
害
賠
償
額
予
定
条
項
が
問
題

と
な
っ
た
。

　

州
最
高
裁
は
、
こ
の
よ
う
な
損
害
賠
償
額
予
定
条
項
に
も
、
競
業
避
止
特
約
の
合
理
性
基
準
（
前
記
㈠
1
⑵
（
ｉ
）
で
述
べ
た
コ
モ

ン
ロ
ー
の
ル
ー
ル
）
が
適
用
さ
れ
る
と
解
し
た（

（15
（

。
そ
の
理
由
と
し
て
、
他
の
ほ
と
ん
ど
の
州
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
損
害
賠
償
額

予
定
条
項
は
、
競
業
避
止
特
約
と
類
似
し
た
取
引
制
限
と
し
て
合
理
性
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と（

（15
（

や
、
退
職
す
る
社
員
や
労

働
者
の
競
業
を
禁
止
す
る
旨
の
明
示
的
な
定
め
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
前
の
事
業
の
顧
客
に
役
務
を
提
供
し
て
競
業
す
る
こ
と

は
、
損
害
賠
償
の
対
象
と
な
る
行
為
に
当
た
る
と
こ
ろ
、
損
害
賠
償
額
が
厳
し
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
経
済
的
制
裁
に
よ
る
抑
止
効
果

は
、
退
職
者
が
競
業
し
な
い
こ
と
を
契
約
に
明
示
的
に
定
め
た
場
合
と
同
様
に
、
競
業
避
止
特
約
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
は
確
実
で
、
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損
害
賠
償
額
予
定
条
項
の
経
済
的
実
体
は
、
競
争
を
阻
害
す
る
点
で
、
競
業
避
止
特
約
と
実
質
的
に
同
じ
で
あ
る
こ
と（

（15
（

、
人
的
な
役

務
を
提
供
す
る
権
利
に
影
響
を
与
え
る
損
害
賠
償
条
項
を
、
競
業
避
止
特
約
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
が
テ
キ
サ
ス
州
の
判
例
に
沿
う

こ
と
を
指
摘
し
た（

（15
（

。

　

そ
し
て
、
同
事
件
判
決
は
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
を
判
断
す
る
三
要
件
（
①
合
意
へ
の
付
随
性
、
②
競
業
制
限
の
正
当
な
利
益

お
よ
び
合
理
性
、
③
使
用
者
の
保
護
の
必
要
性
と
労
働
者
や
一
般
国
民
の
不
利
益
と
の
均
衡
）
に
沿
っ
て
判
断
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
要
件
の
解
釈
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
（
な
お
、
州
最
高
裁
は
、
③
の
要
件
を
直
接
論
じ
て
い
な
い
が
、
原

判
決
が
、
被
告
が
「
事
実
上
、
将
来
の
顧
客
の
会
計
履
歴
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
た
め
、
被
告
に
と
っ
て
抑
圧
的
で
あ
る
と
と
も
に
、

一
般
国
民
に
と
っ
て
会
計
士
を
選
択
す
る
こ
と
が
制
限
さ
れ
、
有
害
で
あ
る
、
と
述
べ
た
こ
と
に
は
触
れ
て
い
る（

（15
（

。）。

（
ⅱ
）　

差
止
め
と
の
関
係

　

本
法
制
定
前
か
つ
下
級
審
裁
判
例
の
解
釈
で
あ
る
が
、
競
業
避
止
特
約
に
伴
う
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
つ
い
て
、
契
約
が
「
差
止

め
に
よ
る
救
済
と
損
害
賠
償
額
の
予
定
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
選
択
権
を
原
告
に
与
え
た
と
み
な
さ
れ
る
場
合
、
有
効
で
あ
る
。

ま
た
、
現
実
の
損
害
が
証
明
さ
れ
た
場
合
、
原
告
は
、
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
前
に
発
生
し
た
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
と
と
も
に
、
そ

の
後
の
違
反
行
為
を
禁
止
す
る
差
止
命
令
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
損
害
賠
償
は
、
違
反
に
よ
っ
て
生
じ
る
可
能
性
の
あ

る
一
切
の
損
害
に
対
す
る
満
足
を
構
成
す
る
の
に
対
し
、
差
止
命
令
は
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
損
害
を
生
じ
さ
せ
る
一
切
の
違
反
を
禁

止
す
る
特
定
履
行
を
命
じ
る
効
果
を
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
が
、
違
反
の
継
続
と
違
反
の
完
全
化
を
制
限
す
る
差
止
命
令

を
認
め
る
場
合
、
同
時
に
契
約
で
定
め
ら
れ
た
損
害
賠
償
額
の
予
定
の
全
額
に
つ
い
て
判
決
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
。」
と
述
べ
、

差
止
命
令
と
損
害
賠
償
額
の
予
定
と
い
う
二
つ
の
権
利
救
済
の
矛
盾
（inconsistency

）
を
指
摘
し
た
裁
判
例
が
あ
る（

（16
（

。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
一
般
論
と
し
て
、
権
利
救
済
と
し
て
の
性
格
の
ち
が
い
か
ら
、
競
業
避
止
特
約
に
伴
う
損
害
賠
償
額
の
予
定
は
、
一
方
の
み

を
選
択
す
る
も
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
差
止
命
令
を
排
除
す
る
、
と
解
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る（

（16
（

。



52

法学研究 96 巻 11 号（2023：11）
　

な
お
、
差
止
め
の
可
否
と
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
基
づ
く
損
害
賠
償
の
可
否
を
判
断
し
た
判
例
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
権
利
救
済

手
段
に
つ
い
て
も
、
そ
の
前
提
と
な
る
競
業
避
止
特
約
が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
否
定
さ
れ
た（

（16
（

た
め
か
、
損
害
賠
償
額
予
定
条

項
と
差
止
め
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
特
に
述
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。

4　

立
証
責
任
の
分
配
（
一
五
・
五
一
条
⒝
項
）

　

本
法
は
、
競
業
避
止
特
約
が
付
随
し
て
い
る
合
意
が
、
約
束
者
に
対
し
て
人
的
な
役
務
（personal services

）
の
提
供
を
義
務

づ
け
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
る
場
合
、
受
約
者
側
が
、
一
五
・
五
〇
条
が
定
め
る
要
件
の
充
足
の
立
証
責
任
を
負
う
こ
と

を
定
め
て
い
る
（
一
五
・
五
一
条
⒝
項
第
一
文
）。
雇
用
契
約
は
、「
人
的
な
役
務
」
の
提
供
を
義
務
づ
け
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と

す
る
契
約
に
あ
た
る
た
め
、
特
約
が
合
意
へ
の
付
随
性
・
一
部
性
お
よ
び
競
業
制
限
の
合
理
性
の
要
件
を
充
足
す
る
こ
と
を
、
受
約

者
た
る
使
用
者
が
立
証
す
る
責
任
を
負
う
。
本
法
制
定
前
の
コ
モ
ン
ロ
ー
に
お
い
て
も
、
競
業
避
止
特
約
の
合
理
性
の
立
証
責
任
は

使
用
者
が
負
う
も
の
と
さ
れ
て
い
た（

（16
（

。

　

一
五
・
五
一
条
⒝
項
に
基
づ
い
て
、
原
告
と
被
告
の
い
ず
れ
が
立
証
責
任
を
負
う
か
が
し
ば
し
ば
争
わ
れ
る
の
が
、
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
関
係
で
あ
る
。
下
級
審
裁
判
例
や
第
五
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
関
係
に
伴
う
競
業
避
止
特
約

は
、
合
意
へ
の
付
随
性
が
肯
定
さ
れ
た（

（16
（

う
え
で
、「
特
約
の
目
的
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
を
廃
業
に
追
い
込
む
こ
と
で
な
〔
く
〕、

〔
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
〕
の
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
そ
の
ほ
か
の
事
業
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
に
あ
る
」
が
、「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
関
係
は
、

人
的
な
役
務
に
関
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
債
務
者
は
特
約
が
一
五
・
五
〇
条
の
基
準
を
充
足
し
て
い
な
い
こ
と
を
立
証
す

る
責
任
が
あ
る
」
と
解
さ
れ
て
い
る（

（16
（

。
す
な
わ
ち
、
一
五
・
五
一
条
⒝
項
第
二
文
に
基
づ
き
、
約
束
者
た
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
が

競
業
避
止
特
約
の
要
件
不
充
足
に
つ
い
て
立
証
責
任
を
負
う
。

　

一
五
・
五
一
条
⒝
項
第
一
文
に
よ
れ
ば
、
雇
用
契
約
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
が
有
効
に
な
る
要
件
は
、
そ
の
充
足
を
使
用
者
が
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立
証
す
る
責
任
を
負
う
が
、
前
記
3
⑴
の
と
お
り
、
同
条
の
適
用
範
囲
は
、
最
終
判
決
に
か
ぎ
ら
れ
、
予
備
的
救
済
は
含
ま
れ
な
い

と
解
さ
れ
て
い
る
た
め
、
し
た
が
っ
て
、
労
働
者
が
申
立
人
と
し
て
、
使
用
者
に
対
し
て
競
業
避
止
特
約
の
執
行
に
対
す
る
暫
定
的

差
止
命
令
を
求
め
た
よ
う
な
場
合
、
労
働
者
が
、
本
案
勝
訴
可
能
性
と
し
て
競
業
避
止
特
約
が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い（

（16
（

。

5　

特
約
の
修
正
（
一
五
・
五
一
条
⒞
項
）

⑴　

制
定
前
の
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
ル
ー
ル

　

前
記
2
の
と
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
州
法
で
は
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
を
合
理
性
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
判
断
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
前
提
に
、
競
業
制
限
が
、
そ
の
期
間
や
地
域
的
範
囲
、
活
動
内
容
な
ど
の
点
で
、
正
当
な
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
合

理
的
な
範
囲
を
超
え
て
い
る
場
合
、
特
約
を
直
ち
に
無
効
と
せ
ず
に
、
合
理
的
な
範
囲
に
修
正
す
る
、
と
い
う
ル
ー
ル
を
置
い
て
い

る
州
が
、
コ
モ
ン
ロ
ー
か
制
定
法
か
を
問
わ
ず
、
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
ル
ー
ル
は
「
ブ
ル
ー
ペ
ン
シ
ル
（blue pencil

）」
と

呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
に
関
し
て
か
つ
て
の
テ
キ
サ
ス
州
の
コ
モ
ン
ロ
ー
が
依
拠
し
て
い
た
第
二
次
契

約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お
い
て
も
、
そ
の
一
八
四
条
⑵
項
が
、
契
約
条
件
が
、
よ
り
狭
い
内
容
で
あ
れ
ば
有
効
に
な
る
と
こ
ろ
、

広
範
す
ぎ
る
た
め
に
公
序
違
反
を
理
由
に
無
効
と
な
る
場
合
で
も
、
契
約
条
件
を
一
部
の
み
有
効
と
な
り
う
る
こ
と
を
定
め
て
い
る（

（16
（

。

　

本
法
制
定
前
の
か
つ
て
の
テ
キ
サ
ス
州
の
コ
モ
ン
ロ
ー
に
お
い
て
も
、（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン

ト
に
依
拠
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が（

（16
（

）「
競
業
避
止
特
約
は
、
期
間
ま
た
は
地
域
に
関
し
、
合
理
的
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
理
由
だ
け
で
、
無
効
に
は
な
ら
な
い
。
…
…
当
事
者
が
定
め
た
地
域
や
期
間
が
不
合
理
で
あ
る
と
し
て
も
、
エ
ク
イ
テ
ィ
裁
判
所

は
、
そ
の
状
況
の
下
で
合
理
的
な
期
間
や
地
域
内
で
被
告
の
競
業
を
制
限
す
る
差
止
命
令
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
契
約
を
執
行
す

る
…
…
。」
と
い
う
ル
ー
ル
と
な
っ
て
い
た（

（16
（

。
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さ
ら
に
、
か
つ
て
の
テ
キ
サ
ス
州
の
コ
モ
ン
ロ
ー
で
は
、
権
利
救
済
手
段
に
よ
っ
て
特
約
の
修
正
の
可
否
が
区
別
さ
れ
て
い
た
。

具
体
的
に
は
、「
管
轄
裁
判
所
に
よ
っ
て
合
理
的
な
地
域
お
よ
び
期
間
が
画
定
さ
れ
る
前
に
発
生
し
た
競
業
に
起
因
す
る
損
害
賠
償

請
求
訴
訟
は
、
規
定
さ
れ
た
と
お
り
の
契
約
書
に
基
づ
き
、
ま
た
は
該
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
契
約
に
定
め
ら
れ
た
期
間
ま
た

は
地
域
が
不
合
理
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
契
約
が
そ
の
条
件
に
従
っ
て
有
効
に
な
ら
な
い
場
合
、
使
用
者
は
差
止
め
に
よ
る
救
済

を
得
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
当
該
契
約
か
ら
生
じ
る
権
利
お
よ
び
義
務
の
判
決
前
に
労
働
者
が
行
っ
た
行
為
に
対
す
る
金
銭
賠
償
は

認
め
ら
れ
な
い
」
と
解
さ
れ（

（17
（

、
修
正
さ
れ
た
特
約
に
基
づ
く
差
止
命
令
は
認
め
た
が
、
損
害
賠
償
請
求
は
認
め
な
か
っ
た
。
そ
の
理

由
と
し
て
、
州
最
高
裁
は
、「
契
約
が
、
期
間
ま
た
は
場
所
に
関
し
て
、
合
理
的
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
エ
ク
イ
テ
ィ
裁
判

所
が
そ
の
状
況
の
下
で
合
理
的
な
地
域
や
期
間
を
画
定
す
る
ま
で
、
両
当
事
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
権
利
お
よ
び
義
務
を
明
確
に
通
告
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
を
裁
判
所
が
、
差
止
め
に
よ
る
救
済
の
認
容
の
付
随
事
項
と
し
て
将
来
に
向
か
っ
て
行
う
こ
と
と
、
損
害

賠
償
請
求
の
訴
訟
原
因
を
使
用
者
に
与
え
る
目
的
で
契
約
を
修
正
す
る
こ
と
と
は
、
全
く
別
の
問
題
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
被
告

は
、
ど
こ
で
ど
の
程
度
の
期
間
、
競
業
を
控
え
る
法
的
義
務
が
あ
る
の
か
を
判
断
の
し
よ
う
が
な
い
（
お
そ
ら
く
宣
言
的
判
決
を
求

め
る
訴
訟
に
よ
る
場
合
を
除
く
。）
時
点
で
、
自
分
の
行
っ
た
こ
と
に
対
し
て
損
賠
賠
償
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ル
ー

ル
の
下
で
は
、
使
用
者
は
そ
も
そ
も
合
理
的
な
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
理
由
す
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た（

（17
（

。

す
な
わ
ち
、
特
約
の
修
正
は
、
当
事
者
（
特
に
義
務
を
負
う
労
働
者
）
に
と
っ
て
競
業
避
止
義
務
の
存
在
や
内
容
を
め
ぐ
る
予
測
を

超
え
る
結
果
を
も
た
ら
し
う
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
判
決
後
の
将
来
に
向
け
て
設
定
さ
れ
る
権
利
救
済
で
あ
る
差
止
命
令
と
比
べ
、

判
決
時
か
ら
遡
及
し
て
求
め
ら
れ
る
権
利
救
済
で
あ
る
損
害
賠
償
は
、
当
事
者
の
予
測
可
能
性
と
の
関
係
で
、
特
約
の
修
正
を
行
う

こ
と
の
問
題
性
が
大
き
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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⑵　

本
法
の
内
容

　

本
法
は
、
一
五
・
五
一
条
⒞
項
に
お
い
て
、
特
約
に
よ
る
競
業
制
限
が
受
約
者
の
事
業
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
合
理
的

範
囲
を
超
え
る
制
限
を
課
す
場
合
（
一
五
・
五
〇
条
⒜
項
後
段
の
要
件
不
充
足
）
で
あ
っ
て
も
、
一
五
・
五
〇
条
⒜
項
前
段
の
定
め

る
合
意
へ
の
付
随
性
・
一
部
性
の
要
件
を
充
た
し
て
い
れ
ば
、
裁
判
所
が
、
当
該
特
約
を
受
約
者
の
事
業
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に

必
要
な
合
理
的
範
囲
に
な
る
よ
う
修
正
す
る
（reform

）
文
書
訂
正
の
権
限
を
も
つ
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
受

約
者
の
事
業
利
益
が
存
在
せ
ず
（
す
な
わ
ち
、
使
用
者
が
そ
の
存
在
を
証
明
で
き
ず
）、
特
約
の
必
要
性
が
否
定
さ
れ
る
場
合
は
、

こ
の
権
限
は
行
使
し
え
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る（

（17
（

。
こ
の
修
正
は
、
差
止
命
令
に
の
み
及
ぶ
も
の
で
、
修
正
さ
れ
た
特
約
に
基
づ
く
損

害
賠
償
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
で
、
前
記
⑴
の
コ
モ
ン
ロ
ー
の
ル
ー
ル
は
、
本
法
で
も
基
本
的
に
維
持
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
前
記
㈠
1
⑵
（
ⅱ
）
で
述
べ
た
と
お
り
、
も
と
も
と
一
八
八
九
年
制
定
の
本
法
は
、
こ
の
文
書
訂
正
権
限
の
行
使
を
「
受
約

者
の
請
求
」
に
係
ら
し
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
九
九
三
年
改
正
法
は
こ
の
部
分
を
削
除
し
た
。

　

特
約
の
修
正
の
具
体
例
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
下
級
審
裁
判
例
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。D

eaton v. U
nited M

obile N
etw

orks, 

L.P.

事
件
で
は
、
競
業
避
止
特
約
に
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
場
所
か
ら
半
径
一
五
〇
マ
イ
ル
以
内
と
い
う
地
理
的
な
限
定
を
定
め

て
い
た
が
、
事
実
審
裁
判
所
は
、
こ
れ
に
よ
り
、
労
働
者
だ
っ
たD

eaton

は
テ
キ
サ
ス
州
の
北
東
部
全
域
に
お
い
て
、
選
択
し
た

職
業
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
こ
の
競
業
制
限
は
過
度
で
あ
る
と
判
断
し
、
使
用
者
で
あ
っ
たU

nited M
obile 

N
etw

orks

社
の
事
業
活
動
の
中
心
地
の
点
か
ら
半
径
一
〇
〇
マ
イ
ル
以
内
に
限
定
す
る
形
で
特
約
を
修
正
し
た
。
こ
の
修
正
に
よ

り
、
同
社
の
正
当
な
事
業
利
益
を
保
護
し
な
が
ら
、D

eaton

が
生
計
を
立
て
る
機
会
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
述
べ
ら
れ
、
州

控
訴
裁
判
所
も
こ
の
判
断
を
支
持
し
た（

（17
（

。

　

Evan

’s W
orld T

ravel, Inc. v. A
dam

s

事
件
で
は
、
雇
用
契
約
に
含
ま
れ
て
い
た
競
業
避
止
特
約
に
、
退
職
後
三
年
間
、
テ

キ
サ
ス
州
の
ハ
リ
ソ
ン
郡
お
よ
び
グ
レ
ッ
グ
群
に
お
い
て
、Evan

’s W
orld T

ravel
社
と
競
合
す
る
事
業
に
従
事
、
参
画
し
な
い
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こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
特
約
に
つ
き
、
裁
判
所
は
、「
テ
キ
サ
ス
州
の
裁
判
所
は
、
課
さ
れ
た
競
業
制
限
が
労
働
者
の
在

職
中
に
勤
務
し
た
地
域
か
ら
な
る
場
合
、
地
理
的
限
定
は
合
理
的
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
」
と
述
べ
た（

（17
（

う
え
で
、
労
働
者
で
あ
っ

たA
dam

s

は
、
ハ
リ
ソ
ン
郡
で
勤
務
し
て
い
た
が
、
グ
レ
ッ
グ
群
に
は
顧
客
が
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
業
利
益
を
保
護
す
る

た
め
にA

dam
s

がEvan

’s W
orld T

ravel

社
と
競
業
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
こ
と
が
合
理
的
な
地
理
的
範
囲
は
、
ハ
リ
ソ
ン
郡

の
み
だ
と
し
て
、
同
郡
で
の
み
競
業
避
止
特
約
を
有
効
と
し
た（

（17
（

。

　

In re K
lein

事
件
で
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
含
ま
れ
て
い
た
契
約
終
了
後
の
競
業
避
止
特
約
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー

で
あ
っ
た
者
に
対
し
、
契
約
終
了
か
ら
二
年
間
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
を
行
っ
て
い
た
地
点
か
ら
半
径
三
マ
イ
ル
で
「
競
合
す
る
印
刷
、

複
写
、
関
連
事
業
ま
た
は
本
契
約
に
基
づ
き
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
さ
れ
た
そ
の
よ
う
な
役
務
を
提
供
す
る
そ
の
他
の
事
業
」
へ
の
参
画

を
禁
止
し
て
い
た
。
こ
の
特
約
に
つ
き
、
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
競
業
避
止
特
約
の
合
理
性
に
つ
き
、
契
約
終
了
後
に
新
た
に
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
店
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
ま
で
約
二
年
を
要
す
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
二
年
間
と
い
う
期
間
は
合
理
的
で
あ
る
が
、

活
動
範
囲
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
だ
っ
た
者
が
行
っ
て
い
る
事
業
は
他
の
コ
ピ
ー
セ
ン
タ
ー
と
違
い
が
な
く
、
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ザ
ー
の
よ
う
に
長
期
的
か
つ
高
性
能
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
応
す
る
事
業
形
態
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
不
合
理
な
点
が

含
ま
れ
、
地
理
的
範
囲
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
商
圏
外
で
あ
っ
た
た
め
不
合
理
で
、
合
理
的
な
範
囲
は
、
他
の
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
店
か
ら
三
マ
イ
ル
以
内
で
あ
る
、
と
判
断
し
た（

（17
（

。
こ
の
判
断
を
踏
ま
え
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
名
称
ロ
ゴ
、
商
標
、

商
標
で
保
護
さ
れ
た
製
品
お
よ
び
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
利
益
を
保
護
す
る
（
前
記
2
⑴
（
ｉ
）
も
参
照
）
た
め
に
、
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
契
約
が
解
除
さ
れ
た
日
か
ら
二
年
間
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
で
あ
っ
た
者
が
、
現
在
の
借
地
以
外
の
場
所
で
、
他
の
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
店
か
ら
半
径
三
マ
イ
ル
以
内
の
場
所
で
、「
印
刷
、
複
写
、
関
連
事
業
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
役
務
を
提
供
す
る
そ
の
他

の
事
業
」
の
設
立
お
よ
び
参
画
を
禁
止
す
る
と
い
う
内
容
に
、
競
業
避
止
特
約
を
修
正
し
た（

（17
（

。

　

本
法
一
五
・
五
一
条
⒞
項
に
よ
る
特
約
の
修
正
は
、
特
約
条
項
の
単
な
る
限
定
解
釈
（
例
え
ば
、
抽
象
的
・
概
括
的
に
「
顧
客
」
と
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定
め
ら
れ
た
文
言
の
解
釈
か
ら
潜
在
的
な
顧
客
を
除
外
す
る
、
な
ど
）
に
と
ど
ま
ら
ず
、
特
約
で
明
確
に
規
定
さ
れ
た
期
間
や
地
域
、
活

動
内
容
、
制
限
対
象
を
よ
り
狭
い
範
囲
に
縮
減
す
る
、
と
い
う
効
果
を
も
っ
て
い
る（

（17
（

。
そ
し
て
、
テ
キ
サ
ス
州
法
に
お
い
て
も
、
こ

の
効
果
は
、
強
力
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
た
め
、
損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
認
め
ら
れ
ず
、
差
止
め
に
つ
い
て
の
み
認
め

ら
れ
る
と
い
う
形
で
、
権
利
救
済
へ
の
反
映
も
限
定
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
合
理
性
ル
ー

ル
の
適
用
（
前
記
2
⑵
）
に
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
使
用
者
の
事
業
利
益
を
保
護
す
る
の
に
必
要
な
合
理
的
範
囲
に
よ
っ
て
画

定
さ
れ
る
も
の
の
、
特
に
距
離
制
限
の
よ
う
な
定
め
方
に
お
け
る
地
理
的
範
囲
の
限
定
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
詳
細
な
理
由
や
根

拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

6　

準
拠
法
を
め
ぐ
る
問
題

　

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
競
業
避
止
特
約
に
関
す
る
ル
ー
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
の
州
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
こ
ま

で
も
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
使
用
者
の
事
業
は
、
全
国
的
に
展
開
さ
れ
る
な
ど
州
際
的
に
行
わ
れ
る
こ
と

も
多
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
伴
い
、
複
数
の
州
で
労
働
す
る
労
働
者
や
、
居
住
す
る
州
と
は
異
な
る
州
で
労
働
す
る
労
働
者
、
使
用

者
の
所
在
地
が
あ
る
州
と
異
な
る
州
で
労
働
す
る
労
働
者
な
ど
も
い
る
。
そ
の
よ
う
な
使
用
者
と
労
働
者
と
の
間
の
紛
争
に
つ
い
て

ど
の
州
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
か
が
問
題
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
特
に
競
業
避
止
特
約
を
め
ぐ
っ
て
は
、
準
拠
法
選
択
条
項

（choice of law
 clause

）
が
置
か
れ
る
場
合
が
あ
り
、
当
該
条
項
に
定
め
ら
れ
た
州
の
法
律
が
準
拠
法
と
し
て
適
用
さ
れ
る
の
か

が
争
点
と
な
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
準
拠
法
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
テ
キ
サ
ス
州
法
の
競
業
避
止
特
約
法
の
趣
旨

解
釈
も
重
要
と
な
る
し
、
ほ
か
の
州
法
と
の
州
際
比
較
の
観
点
か
ら
も
有
益
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
準
拠
法
の
問
題
に
つ
い

て
も
検
討
を
加
え
る（

（17
（

。

　

テ
キ
サ
ス
州
で
は
、D

eSantis v. W
ackenhut Corp

事
件
判
決
に
よ
れ
ば
、
第
二
次
抵
触
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
七
条
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の
記
述
す
る
ル
ー
ル
に
従
っ
て
準
拠
法
選
択
条
項
の
効
力
を
判
断
し
て
い
る（

（18
（

。
同
条
は
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る（

（18
（

。

第
二
次
抵
触
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
七
条
（
当
事
者
が
選
択
し
た
州
法
）

⑴　

当
事
者
の
契
約
上
の
権
利
お
よ
び
義
務
を
規
律
す
る
た
め
に
当
事
者
が
選
択
し
た
州
法
は
、
特
定
の
争
点
が
、
当
事
者
が
そ
の
争
点
に

関
す
る
合
意
に
お
け
る
明
示
的
な
条
項
に
よ
っ
て
解
決
し
え
た
も
の
で
あ
る
場
合
、
適
用
さ
れ
る
。

⑵　

当
事
者
の
契
約
上
の
権
利
お
よ
び
義
務
を
規
律
す
る
た
め
に
当
事
者
が
選
択
し
た
州
法
は
、
特
定
の
争
点
が
、
当
事
者
が
そ
の
争
点
に

関
す
る
合
意
に
お
け
る
明
示
的
な
条
項
に
よ
っ
て
解
決
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
適
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
。

⒜　

選
択
さ
れ
た
州
が
当
事
者
ま
た
は
法
律
行
為
と
実
質
的
な
関
係
が
な
く
、
か
つ
、
当
事
者
の
法
選
択
に
そ
の
ほ
か
の
合
理
的
理
由

も
な
い
場
合

⒝　

一
八
八
条（

（18
（

の
ル
ー
ル
の
下
で
当
事
者
に
よ
る
有
効
な
法
選
択
が
な
い
と
き
に
準
拠
法
を
も
つ
州
で
あ
っ
て
、
選
択
さ
れ
た
州
法
を

適
用
す
る
こ
と
が
、
特
定
の
争
点
の
判
断
に
お
い
て
選
択
さ
れ
た
州
よ
り
も
実
質
的
に
大
き
な
利
害
関
係
（m

aterially 
greater interest

）
を
有
す
る
そ
の
州
の
基
本
的
政
策
（fundam

ental policy

）
に
反
す
る
場
合

⑶　

反
対
の
意
思
表
示
が
な
い
場
合
、
選
択
さ
れ
た
州
の
実
質
法
（local law

（
（18
（

）
が
参
照
さ
れ
る
。

⑴　

D
eSantis v. W

ackenhut Corp

事
件
（
テ
キ
サ
ス
州
法
か
フ
ロ
リ
ダ
州
法
か
）

　

テ
キ
サ
ス
州
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
定
め
ら
れ
た
準
拠
法
選
択
条
項
に
つ
い
て
は
、D

eSantis v. W
ackenhut Corp

事

件
が
先
例
的
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。
同
事
件
で
は
、
テ
キ
サ
ス
州
で
雇
用
開
始
時
に
締
結
し
た
競
業
避
止
特
約
に
、「
本
契
約
の

解
釈
や
執
行
に
関
す
る
一
切
の
問
題
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
法
に
準
拠
す
る
」
と
の
準
拠
法
選
択
条
項
が
含
ま
れ
て
お
り（

（18
（

（
同
事
件
の
概

要
に
つ
い
て
は
、
前
記
2
⑴
（
ｉ
）
も
参
照
）、
準
拠
法
が
フ
ロ
リ
ダ
州
法（

（18
（

か
、
テ
キ
サ
ス
州
法
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
州
最
高
裁
は
、

第
二
次
抵
触
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
七
条
の
ル
ー
ル
の
適
用
に
つ
き
、
ま
ず
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
当
裁
判
所
の
前
に
あ
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る
問
題
―
―
本
件
の
競
業
避
止
特
約
が
有
効
か
ど
う
か
―
―
は
、『
当
事
者
が
〔
そ
の
争
点
に
関
す
る
〕
合
意
に
お
け
る
明
示
的
な
条

項
に
よ
っ
て
解
決
し
え
た
も
の
』
で
は
な
い
。
第
二
次
抵
触
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
七
条
注
釈
ｄ
（
一
九
七
一
年（

（18
（

）
参
照
。
し

た
が
っ
て
、
当
裁
判
所
は
、
一
八
七
条
⑵
項
を
適
用
す
る
。
本
件
の
当
事
者
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
を
契
約
を
規
律
す
る
準
拠
法
と
し
て

選
択
し
た
。
フ
ロ
リ
ダ
州
は
、W

ackenhut

社
の
オ
フ
ィ
ス
が
あ
り
、D

eSantis

とW
ackenhut

と
の
間
の
交
渉
の
一
部
が
行

わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
事
者
お
よ
び
法
律
行
為
と
実
質
的
な
関
係
が
あ
る
〔
す
な
わ
ち
、
一
八
七
条
⑵
項
⒜
号
の
例
外
に
該
当
し
な

い
。〕。
し
た
が
っ
て
、
一
八
七
条
⑵
項
の
下
で
、
一
八
七
条
⑵
項
⒝
号
に
記
述
さ
れ
た
例
外
に
該
当
し
な
い
か
ぎ
り
、
本
件
で
は
フ

ロ
リ
ダ
州
法
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
例
外
が
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
次
の
三
つ
の
判
断
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、

〔
①
〕
第
一
に
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
八
条
の
下
で
、
当
事
者
に
よ
る
有
効
な
法
選
択
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
法
律
が
適
用
さ
れ

る
州
が
あ
る
か
ど
う
か
、
換
言
す
れ
ば
、
当
事
者
が
選
択
し
た
州
よ
り
も
、
当
事
者
お
よ
び
法
律
行
為
に
重
要
な
関
係

（significant relationship

）
の
あ
る
州
が
あ
る
か
ど
う
か
、〔
②
〕
第
二
に
、〔
①
〕
の
州
が
こ
の
競
業
避
止
特
約
が
有
効
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
う
え
で
、
選
択
さ
れ
た
州
よ
り
も
実
質
的
に
大
き
な
利
害
関
係
を
有
す
る
か
ど
う
か
、〔
③
〕
第
三
に
、
本
件
で
選
択

さ
れ
た
州
法
の
適
用
に
よ
り
、〔
①
〕
の
州
の
基
本
的
政
策
に
反
す
る
か
ど
う
か
、
で
あ
る（

（18
（

」。
こ
の
よ
う
に
、
第
二
次
抵
触
法
リ
ス

テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
七
条
の
ル
ー
ル
で
は
、
⑵
項
本
文
に
よ
り
、
当
事
者
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
原
則
と
し
て
当
事
者
が
選
択
し
た

準
拠
法
が
適
用
さ
れ
る
（
当
事
者
自
治
の
原
則　

party autonom
y rule

）
が
、
⑵
項
た
だ
し
書
各
号
に
よ
り
、
当
事
者
自
治
を
制
限

す
る
例
外
が
定
め
ら
れ
て
い
る（

（18
（

。
同
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
原
則
と
例
外
を
定
め
る
同
条
の
理
論
的
根
拠
は
、

「
契
約
法
の
主
た
る
目
的
は
、
当
事
者
の
正
当
な
期
待
を
保
護
し
、
当
事
者
が
そ
の
権
利
お
よ
び
責
任
を
正
確
に
予
測
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
目
的
は
、
契
約
の
有
効
性
お
よ
び
そ
れ
に
よ
っ
て
発
生
す
る
権
利
を
規
律
す
る
法
律
を
当
事
者
に

選
択
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
複
数
の
州
に
関
わ
る
法
律
行
為
に
お
い
て
最
大
限
に
達
成
さ
れ
う
る
。
…
…
こ
の
選
択
権
が
与
え
ら
れ

る
と
、
当
事
者
は
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
準
拠
法
を
も
つ
州
で
普
及
し
て
い
る
禁
止
事
項
を
回
避
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
と
の
反
論
も
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あ
り
え
よ
う
。
し
か
し
、
確
実
性
、
予
測
可
能
性
、
利
便
性
の
要
請
か
ら
、
一
定
の
制
限
の
下
で
、
当
事
者
は
、
準
拠
法
を
選
択
す

る
権
利
を
有
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
、
テ
キ
サ
ス
州
法
も
こ
の
理
解
を
支
持
し
て
い
る（

（18
（

。

　

そ
し
て
、
同
事
件
で
は
、
第
一
に
、
①
当
事
者
・
法
律
行
為
と
の
「
重
要
な
関
係
」
に
つ
き
、D

eSantis

は
、
テ
キ
サ
ス
州
で

の
業
務
の
た
め
雇
用
さ
れ
た
こ
と
、
競
業
避
止
特
約
が
最
終
的
に
テ
キ
サ
ス
州
で
締
結
さ
れ
た
こ
と
、
両
当
事
者
の
契
約
の
履
行
地

が
テ
キ
サ
ス
州
で
あ
り
、
契
約
の
要
点
が
テ
キ
サ
ス
州
に
お
け
る
人
的
な
役
務
の
提
供
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
フ
ロ
リ
ダ
州
よ
り
も

テ
キ
サ
ス
州
の
ほ
う
が
当
事
者
お
よ
び
法
律
行
為
に
よ
り
重
要
な
関
係
が
あ
る
、
と
判
断
さ
れ
た（

（19
（

。
第
二
に
、
②
テ
キ
サ
ス
州
と
の

「
実
質
的
に
大
き
な
利
害
関
係
」
に
つ
い
て
、「
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
テ
キ
サ
ス
州
の
居
住
者
が
テ
キ
サ
ス
州
の
一
つ

の
職
業
を
離
れ
、
競
合
す
る
テ
キ
サ
ス
州
で
の
事
業
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
テ
キ
サ
ス

州
は
、
同
州
の
労
働
者
と
し
て
のD

eSantis

、
同
州
で
事
業
を
行
う
全
国
的
な
使
用
者
と
し
て
のW

ackenhut

社
、
こ
の
州
で

〔D
eSantis

に
よ
り
〕
設
立
さ
れ
る
新
し
い
競
合
事
業
と
し
て
の
Ｒ
Ｄ
Ｉ
、
な
ら
び
に
テ
キ
サ
ス
州
でW

ackenhut

社
お
よ
び
Ｒ
Ｄ

Ｉ
に
よ
り
提
供
さ
れ
、D

eSantis

に
よ
り
実
行
さ
れ
る
役
務
の
消
費
者
に
、
直
接
的
な
利
害
関
係
を
有
す
る
。
ま
た
、
テ
キ
サ
ス

州
は
、
複
数
の
州
で
事
業
を
行
う
事
業
体
の
正
当
な
期
待
を
保
護
す
る
と
い
う
一
般
的
利
益
を
フ
ロ
リ
ダ
州
と
共
有
し
て
い
る
。

〔
一
方
、〕
本
件
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
履
行
に
対
す
る
フ
ロ
リ
ダ
州
の
直
接
的
な
利
益
は
、
同
州
に
本
社
を
置
く
全
国
的
な
企

業
を
保
護
す
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
る
」
と
述
べ
、
同
事
件
の
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
を
判
断
す
る
う
え
で
、
テ
キ
サ
ス
州
は
、
フ

ロ
リ
ダ
州
よ
り
も
実
質
的
に
大
き
な
利
害
関
係
を
有
し
て
い
る
、
と
判
断
し
た（

（19
（

。

　

第
三
に
、
③
テ
キ
サ
ス
州
の
「
基
本
的
政
策
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
が
、
一
八
七
条
の
注
釈
ｇ
に
お
い
て

「
法
廷
地
は
、
あ
る
政
策
が
現
在
の
ル
ー
ル
の
意
味
に
お
い
て
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
、
独
自
の
法
原

則
を
適
用
す
る
。
…
…
『
基
本
的
』
政
策
で
あ
る
に
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
『
実
質
的
（substantial

）』
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」
と
記
述
す
る（

（19
（

に
と
ど
ま
る
こ
と
か
ら
、「
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
こ
の
判
断
を
行
う
際
の
指
針
を
ほ
と
ん
ど
示
し
て
い
な



61

アメリカ・テキサス州制定法に基づく競業避止特約規制（二・完）

い
」
と
述
べ
た
う
え
で
、「
も
う
一
方
の
州
法
が
本
州
の
法
律
と
実
質
的
に
異
な
る
と
い
う
事
実
自
体
は
、
も
う
一
方
の
州
法
を
適

用
す
る
こ
と
が
テ
キ
サ
ス
州
の
基
本
的
政
策
に
違
反
す
る
こ
と
を
立
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
一
八
七
条
⑵
項
⒝
号
の
下
で
、
基
本

的
政
策
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
当
事
者
の
当
初
の
意
図
に
関
係
な
く
、
そ
の
法
律
行
為
に
関
連
す
る
一

方
の
州
に
お
い
て
そ
の
合
意
が
有
効
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
州
の
裁
判
所
が
そ
の
法
律
に
反
す
る
合
意
の
執
行
を
拒
否
す
る
ほ

ど
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
法
律
が
州
の
基
本
的
政
策
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
焦
点
と
な
る
。
…
…
原
則
と
し
て
、
不
合

理
な
競
業
避
止
特
約
を
含
め
、
不
合
理
な
取
引
制
限
は
、
公
序
（public policy

）
に
反
す
る
。
…
…
し
た
が
っ
て
、
本
州
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
な
競
業
避
止
特
約
が
労
働
者
に
対
す
る
合
理
的
な
制
限
と
な
る
か
は
、
公
序
の
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
公
序

は
、
本
州
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
執
行
に
関
す
る
一
貫
し
た
ル
ー
ル
を
保
証
す
る
と
い
う
点
で
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
〔
第
二

次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
七
条
注
釈
ｇ
参
照（

（19
（

〕。
こ
の
よ
う
な
政
策
が
な
け
れ
ば
、
ほ
か
の
州
の
居
住
者
が
関
与
す
る
合
意
は
、

そ
の
州
の
法
律
お
よ
び
政
策
に
規
律
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
州
外
の
使
用
者
の
労
働
者
の
一
人
は
、
競
合
す
る
職
業
に
就
き
、
ほ
か

の
州
法
を
理
由
に
競
業
避
止
特
約
の
執
行
を
回
避
で
き
る
一
方
で
、
隣
人
は
第
三
の
州
法
を
理
由
に
同
一
の
特
約
の
執
行
を
受
け
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
結
果
、
市
場
に
お
け
る
競
争
だ
け
で
な
く
、
秩
序
あ
る
労
使
関
係
が
崩
壊
す
る
こ
と
は
、
容
認
で
き
な
い
。

使
用
者
は
、
テ
キ
サ
ス
州
ま
た
は
ほ
か
の
州
に
お
い
て
、
労
働
者
と
の
関
係
を
規
律
す
る
た
め
に
利
用
可
能
な
最
も
有
利
な
州
法
を

持
ち
出
そ
う
と
す
る
こ
と
が
助
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。」
と
述
べ
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
に
つ
い
て
ほ
か
の
州
法
を
適
用
す

る
こ
と
は
、
テ
キ
サ
ス
州
の
基
本
的
政
策
に
反
す
る
た
め
、
同
事
件
で
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
法
で
は
な
く
、
テ
キ
サ
ス
州
法
に
よ
っ
て

判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
結
論
付
け
た（

（19
（

。

⑵　

Exxon M
obil Corp. v. D

rennen, III

事
件
（
テ
キ
サ
ス
州
法
か
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
か
）

　

Exxon M
obil Corp. v. D

rennen, III

事
件
で
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
設
立
さ
れ
、
テ
キ
サ
ス
州
に
本
社
を
置
く
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Exxon M

obil

社
が
、
テ
キ
サ
ス
州
に
お
い
て
、D

rennen

三
世
と
の
間
で
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
報
酬
制
度
に
基
づ
き
、
賞
与
や

譲
渡
制
限
付
き
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
を
支
給
し
て
い
た
が
、
同
制
度
に
は
、
競
業
行
為
な
ど
が
あ
れ
ば
未
払
い
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
報
酬
を
不
支
給
と
す
る
条
項
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
を
適
用
す
る
と
い
う
準
拠
法
選
択
条
項
も
含

ま
れ
て
い
た
た
め
、
準
拠
法
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
か
、
テ
キ
サ
ス
州
法
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
州
最
高
裁
は
、
ま
ず
、
前
記
⑴
の

D
eSantis v. W

ackenhut Corp

事
件
判
決
を
参
照
し
、
テ
キ
サ
ス
州
が
準
拠
法
選
択
条
項
に
つ
い
て
「
当
事
者
自
治
の
原
則
」

の
立
場
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
有
効
性
を
第
二
次
抵
触
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
七
条
の
ル
ー
ル
で

判
断
し
た（

（19
（

。
そ
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
が
準
拠
法
に
な
る
と
判
断
し
た
。

　

こ
の
点
、
ま
ず
、
①
当
事
者
・
法
律
行
為
と
の
「
重
要
な
関
係
」
に
つ
き
、「
当
事
者
の
所
在
地
、
契
約
交
渉
の
場
所
、
契
約
締

結
の
場
所
お
よ
び
履
行
地
」
な
ど
の
事
情
を
考
慮
す
る
と
述
べ
、ExxonM

obil

社
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
拠
点
を
置
く
多
国
籍

企
業
で
、D

rennen

は
、
三
年
間
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
テ
キ
サ
ス
州
に
所
在
し
て
お
り
、
交
渉

や
契
約
締
結
、
履
行
も
テ
キ
サ
ス
州
で
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
よ
り
も
テ
キ
サ
ス
州
の
ほ
う
が
、
当
事
者
・
法
律

行
為
と
の
重
要
な
関
係
が
あ
り
、
②
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
も
、「
複
数
の
州
で
事
業
を
行
う
事
業
体
の
正
当
な
期
待
を
保
護
す
る
と

い
う
一
般
的
利
益
」
が
あ
る
が
、
本
件
に
お
け
る
テ
キ
サ
ス
州
の
利
益
を
上
回
る
も
の
で
は
な
い（

（19
（

。
以
上
よ
り
、
要
件
①
お
よ
び
②

に
つ
い
て
は
、
テ
キ
サ
ス
州
と
の
関
係
が
比
較
的
強
い
と
判
断
し
て
い
る
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
と
の
関
係
も
否
定
さ
れ
て
い
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
③
テ
キ
サ
ス
州
の
「
基
本
的
政
策
」
に
つ
い
て
は
、
本
件
の
不
支
給
条
項
と
本
法
が
規
制
す
る
「
競
業
避
止
特
約
」

と
の
関
係
に
触
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
本
件
の
条
項
は
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
（M

arsh U
SA

 Inc. v. Cook

事
件（

（19
（

、Light v. 

Centel Cellular Co. of T
exas

事
件
、D

eSantis v. W
ackenhut Corp.

事
件
）
の
よ
う
に
型
に
は
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く（

（19
（

、

D
rennen

の
職
業
上
の
流
動
性
に
「
制
限
」
を
加
え
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
本
法
の
競
業
避
止
特
約
の
定
義
（
前
記
㈠
2
⑴
）

に
当
て
は
ま
ら
な
い
。「
使
用
者
の
投
資
を
守
り
た
い
と
い
う
願
望
と
、
忠
誠
心
（loyalty

）
に
報
償
を
与
え
た
い
と
い
う
願
望
に
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は
、
僅
か
で
は
あ
る
が
、
ち
が
い
が
あ
る
。
…
…
忠
誠
心
を
条
件
と
す
る
没
収
条
項
は
、
労
働
者
の
将
来
の
雇
用
機
会
を
制
限
し
、

禁
止
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
雇
用
の
継
続
と
忠
誠
心
に
対
し
て
、
労
働
者
に
報
償
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
従
業
員

持
株
制
度
に
は
、
競
争
の
抑
制
と
は
無
関
係
な
目
的
（
重
要
な
労
働
者
の
利
益
を
使
用
者
の
長
期
的
成
功
に
結
び
付
け
る
こ
と
）
が
あ
る
。

前
使
用
者
は
、
競
業
避
止
特
約
に
基
づ
き
、
そ
の
条
項
を
執
行
す
る
た
め
の
契
約
違
反
の
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
利
益
分
配
制
度
は
使
用
者
に
帰
属
す
る
た
め
、
使
用
者
は
、
没
収
条
項
に
基
づ
き
、
法
的
措
置
を
と
る
必
要
は
な
い
」。
無
拠

出
型
の
利
益
分
配
制
度
は
、
労
働
者
の
将
来
の
雇
用
に
対
す
る
権
利
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
く
、
労
働
者
に
対
し
、
前
使
用
者
か

ら
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
前
使
用
者
と
競
業
す
る
か
、
従
業
員
拠
出
の
な
い
退
職
給
付
制
度
の
給
付
を
受
け
る
か
の
選
択
を
迫
る
も

の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
競
業
避
止
特
約
と
は
区
別
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
世
界
的
大
企
業
を
多
く
擁
す
る
テ
キ
サ
ス
州
の
公
序
は
、

複
数
の
州
に
関
わ
る
企
業
に
お
け
る
秩
序
あ
る
労
使
関
係
お
よ
び
市
場
に
お
け
る
競
争
の
崩
壊
を
回
避
す
る
こ
と
に
あ
る

（D
eSantis v. W

ackenhut Corp

事
件
）
の
で
、
テ
キ
サ
ス
州
法
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法（

（19
（

と
で
、
結
論
は
異
な
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
を
適
用
す
る
こ
と
が
テ
キ
サ
ス
州
法
の
「
基
本
的
政
策
に
反
す
る
」
と
は
い
え
な
い（

（20
（

。
し
た
が
っ
て
、
要
件
③

を
充
足
し
な
い
た
め
、
例
外
に
当
た
ら
ず
、
準
拠
法
選
択
条
項
に
従
う
。
な
お
、
本
件
で
直
接
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
本
件

の
没
収
条
項
に
つ
い
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
を
適
用
す
る
こ
と
が
（
本
法
な
ど
に
現
れ
て
い
る
）
テ
キ
サ
ス
州
の
基
本
的
政
策
に
反

す
る
か
ど
う
か
で
あ
る
た
め
、
本
件
の
没
収
条
項
そ
の
も
の
が
テ
キ
サ
ス
州
法
の
下
で
、
不
合
理
な
取
引
制
限
で
あ
る
か
、
そ
し
て

無
効
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
は
留
保
さ
れ
て
い
る（

（20
（

。

⑶　

下
級
審
裁
判
例

　

以
下
は
下
級
審
裁
判
例
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、M

erritt, H
aw

kins &
 A

ssocs. v. Caporicci

事
件
で
は
、
テ
キ
サ
ス
州
に
主

た
る
事
業
を
置
く
有
限
責
任
会
社M

erritt, H
aw

kins &
 A

ssocs.

社
（
親
会
社
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
本
社
が
あ
る
。）
が
同
州
に
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居
住
す
るCaporicci

ら
を
雇
用
し
た
が
、
そ
の
競
業
避
止
特
約
に
は
準
拠
法
を
テ
キ
サ
ス
州
と
す
る
準
拠
法
選
択
条
項
が
あ
っ
た

た
め
、
準
拠
法
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
か
、
テ
キ
サ
ス
州
法
か
が
問
題
と
な
っ
た
。

　

控
訴
裁
判
所
は
、
前
記
のD

eSantis v. W
ackenhut Corp

事
件
判
決
を
引
用
し
、
第
二
次
抵
触
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八

七
条
⑵
項
の
ル
ー
ル
に
従
い
、
次
の
よ
う
に
述
べ
、
準
拠
法
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
ま
ず
、
①Caporicci

ら
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
採
用
面
接
を
受
け
、
雇
用
契
約
を
締
結
し
、
業
務
を
遂
行
し
て
い
た
こ
と
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に

居
住
し
て
い
た
こ
と
、
契
約
の
要
点
が
所
在
地
で
の
人
的
な
役
務
の
提
供
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
テ
キ
サ
ス
州
よ
り
も
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
の
ほ
う
が
当
事
者
お
よ
び
法
律
行
為
に
よ
り
重
要
な
関
係
が
あ
る
。
ま
た
、
②
テ
キ
サ
ス
州
に
も
「
複
数
の
州
で
事
業
を
行

う
事
業
体
の
正
当
な
期
待
を
保
護
す
る
」
と
い
う
一
般
的
利
益
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
本
件
に
お
け
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
利
益
を

上
回
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
③
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
は
、
事
業
譲
渡
な
ど
の
例
外
を
除
き
、
競
業
避
止
特
約
を
無
効
と
す

る
（
事
業
お
よ
び
職
業
法
典
一
六
六
〇
〇
条（

（20
（

）
こ
と
に
よ
り
、「
自
由
競
争
と
労
働
者
の
流
動
性
を
支
持
す
る
確
固
た
る
立
法
政
策
」

が
示
さ
れ
、「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
民
を
保
護
」
し
、「
す
べ
て
の
市
民
の
適
法
な
雇
用
お
よ
び
企
業
を
選
択
す
る
権
利
を
も
つ
こ
と

を
保
障
す
る
〔Edw

ards v. A
rthur A

ndersen LLP

事
件（

（20
（

〕」
の
に
対
し
、
テ
キ
サ
ス
州
は
、
競
業
避
止
特
約
が
有
効
に
な
る
余
地

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
テ
キ
サ
ス
州
法
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
の
基
本
的
政
策
に
反
す
る（

（20
（

。

　

次
に
、Cardoni v. Prosperity Bank

事
件
で
は
、
テ
キ
サ
ス
州
を
拠
点
と
す
るProsperity

銀
行
は
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
の
Ｆ

＆
Ｍ
銀
行
を
買
収
し
た
が
、
そ
の
際
、
Ｆ
＆
Ｍ
銀
行
の
銀
行
員
と
競
業
禁
止
特
約
、
顧
客
勧
誘
禁
止
特
約
お
よ
び
秘
密
保
持
特
約
を

締
結
し
た
。
こ
れ
ら
の
特
約
に
は
、
テ
キ
サ
ス
州
法
を
適
用
す
る
と
い
う
準
拠
法
選
択
条
項
が
あ
っ
た
た
め
、
準
拠
法
が
オ
ク
ラ
ホ

マ
州
か
、
テ
キ
サ
ス
州
か
が
問
題
と
な
っ
た
。

　

第
五
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
も
、
こ
の
準
拠
法
選
択
条
項
の
有
効
性
を
第
二
次
抵
触
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
七
条
⑵
項
の

ル
ー
ル
に
沿
っ
て
判
断
し
た
。
同
項
⒝
号
の
例
外
の
該
当
性
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
①Prosperity

銀
行
の
本
社
は
テ
キ
サ
ス
州
に
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所
在
す
る
が
、
銀
行
員
ら
は
、
居
住
し
て
い
た
こ
と
や
、
契
約
締
結
は
テ
キ
サ
ス
州
だ
っ
た
が
、
そ
の
交
渉
の
大
半
は
オ
ク
ラ
ホ
マ

州
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
契
約
締
結
後
、
業
務
の
大
半
が
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
で
遂
行
さ
れ
た
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州

が
当
事
者
・
法
律
行
為
と
の
「
重
要
な
関
係
」
を
も
つ
、
と
述
べ
た
。
次
に
、
②D

eSantis v. W
ackenhut Corp.

事
件
判
決
を

参
照
し
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
は
、
同
州
に
居
住
す
る
労
働
者
、
同
州
で
営
業
す
る
企
業
、
労
働
者
の
労
務
を
求
め
る
同
州
に
本
社
を
置

く
競
合
銀
行
、
競
合
銀
行
の
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
の
消
費
者
に
影
響
を
与
え
る
た
め
、
利
害
関
係
が
あ
る
、
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
③
オ

ク
ラ
ホ
マ
州
法（

（20
（

は
、
無
効
な
特
約
を
修
正
す
る
裁
判
所
の
権
限
を
制
限
し
、
競
業
禁
止
特
約
（noncom

petition agreem
ent

）
に
対

す
る
反
感
を
示
し
て
い
る
の
で
、
競
業
禁
止
特
約
や
そ
れ
を
修
正
す
る
権
限
に
対
し
て
よ
り
寛
容
な
態
度
を
と
る
テ
キ
サ
ス
州
法
を

適
用
す
る
こ
と
は
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
の
制
定
法
に
反
す
る
、
と
述
べ
る
一
方
、
勧
誘
禁
止
特
約
（nonsolicitation agreem

ent

（
（20
（

）
に

つ
い
て
は
、「
合
理
的
な
勧
誘
禁
止
特
約
を
有
効
と
す
る
こ
と
は
、
労
働
者
が
後
に
顧
客
を
勧
誘
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
、

使
用
者
が
労
働
者
を
雇
用
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
た
め
、
実
際
に
重
要
な
公
序
の
利
益
を
促
進
す
る
」
の
で
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
は
、

「
競
業
禁
止
特
約
が
競
争
を
抑
制
し
、
労
働
者
の
取
引
を
禁
止
す
る
の
に
対
し
、
ほ
と
ん
ど
の
勧
誘
禁
止
特
約
は
、
不
公
正
な
競
争

を
防
止
し
、
雇
用
を
促
進
す
る
適
法
な
措
置
で
あ
る
」
な
ど
と
解
し
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
法
も
テ
キ
サ
ス
州
法
と
同
様
、
勧
誘
禁
止
特

約
と
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
勧
誘
禁
止
特
約
に
テ
キ
サ
ス
法
を
適
用
し
て
も
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
の
基
本
的
政
策
に
反
す
る
も
の
で

は
な
い
、
と
判
断
し
た（

（20
（

。
す
な
わ
ち
、
勧
誘
禁
止
特
約
に
つ
い
て
は
、
準
拠
法
選
択
条
項
に
従
っ
て
テ
キ
サ
ス
州
が
、
競
業
禁
止
特

約
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
抵
触
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
七
条
⑵
項
⒝
号
の
ル
ー
ル
に
基
づ
き
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
が
、
そ
れ
ぞ
れ

準
拠
法
と
な
っ
た
（
な
お
、
テ
キ
サ
ス
州
法
の
下
で
勧
誘
禁
止
特
約
が
有
効
か
ど
う
か
は
、
連
邦
地
方
裁
判
所
に
差
し
戻
さ
れ
た
。）。

　

最
後
に
、Le-V

el Brands, LLC v. Bland

事
件
で
は
、
被
告
で
あ
るBland

が
原
告
で
あ
るLe-V

el

社
の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と

な
る
契
約
に
、
契
約
期
間
中
お
よ
び
契
約
終
了
後
一
二
か
月
間
、
同
社
ま
た
は
関
連
会
社
の
従
業
員
や
独
立
契
約
者
、
プ
ロ
モ
ー

タ
ー
の
引
抜
き
や
、
そ
れ
ら
の
顧
客
、
潜
在
的
顧
客
、
成
熟
し
た
事
業
機
会
、
製
造
業
者
、
供
給
業
者
の
勧
誘
な
ど
を
禁
止
す
る
勧
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誘
禁
止
条
項
が
置
か
れ
て
い
た
。
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
契
約
に
は
、
テ
キ
サ
ス
州
法
を
準
拠
法
と
す
る
準
拠
法
選
択
条
項
が
含
ま
れ
て
い

た
。
ま
た
、
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
に
な
る
者
は
「
方
針
お
よ
び
手
続
（Policies and Procedures

）」
に
同
意
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

に
定
め
ら
れ
た
秘
密
保
持
な
ど
に
も
同
意
し
て
い
た
。
被
告
は
、Le-V

el

社
を
退
職
し
て
競
合
他
社
に
移
っ
た
が
、
そ
の
前
後
に

Le-V
el

社
の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
に
対
し
て
勧
誘
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
同
社
は
暫
定
的
差
止
命
令
の
申
立
て
を
行
っ
た
。

　

同
事
件
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
準
拠
法
選
択
条
項
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
た
。
①
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州（

（20
（

が
当
事

者
・
法
律
行
為
と
の
「
重
要
な
関
係
」
を
も
っ
て
お
り
、
②
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
と
テ
キ
サ
ス
州
は
、
両
州
と
も
、
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
を

通
じ
て
各
州
で
事
業
を
行
う
企
業
と
し
てLe-V

el

社
に
利
害
関
係
を
有
し
て
い
る
が
、
こ
の
利
害
関
係
よ
り
も
州
民
の
一
人
に
対

す
る
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
を
規
律
す
る
州
の
利
害
関
係
が
勝
る
た
め
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
が
勧
誘
禁
止
条
項
に
つ
い
て
実
質
的

に
よ
り
大
き
な
利
害
関
係
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
③
両
州
と
も
、
一
般
的
に
勧
誘
禁
止
特
約
や
競
業
禁
止
特
約
な
ど
の
取
引
制

限
を
好
ん
で
お
ら
ず
、
勧
誘
禁
止
条
項
の
有
効
性
を
判
断
す
る
際
の
実
体
的
分
析
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
い
ず
れ
の
州
法

を
適
用
し
て
も
結
論
は
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
テ
キ
サ
ス
州
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
の
基
本
的
政
策

に
反
す
る
も
の
で
は
な
い（

（20
（

。

　

次
に
、
テ
キ
サ
ス
州
の
下
で
の
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
た
。
❶
勧
誘
禁
止
特
約
と
引
換
え

に
、
事
業
や
販
売
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
関
す
る
情
報
や
関
連
す
る
財
務
情
報
、
コ
ス
ト
や
価
格
の
情
報
、
製
品
情
報
な
ど
の

秘
密
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
与
え
て
お
り
（
前
記
1
⑵
参
照
）、
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
に
な
り
、
獲
得
し
た
手
数
料
報
酬
を
受
領
す
る
た
め

に
は
「
方
針
お
よ
び
手
続
」
の
条
件
を
受
諾
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
前
記
1
⑶
）
こ
と
か
ら
、
勧
誘
禁
止
条
項
は
、
契
約
に

付
随
し
、
そ
の
一
部
で
あ
る
と
し
て
、
一
五
・
五
〇
条
⒜
項
第
一
文
の
要
件
を
充
た
す
。
❷
被
告
は
高
額
な
手
数
料
を
得
て
い
る

Le-V
el

社
の
ト
ッ
プ
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
多
数
の
顧
客
や
チ
ー
ム
を
も
っ
て
い
た
た
め
、
被
告
の
役
割
と
影
響
力
が
会
社
の

グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
顧
客
や
ほ
か
の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
が
会
社
を
離
れ
る
こ
と
を
促
進
し
う
る
こ
と
や
、
被
告
が
、
同
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社
の
秘
密
情
報
を
受
け
取
り
、
同
社
の
経
済
的
成
長
を
支
援
し
た
こ
と
か
ら
、
同
社
に
は
、
保
護
に
値
す
る
利
益
が
あ
っ
た
（
前
記

2
⑴
参
照
）。
ま
た
、
勧
誘
禁
止
条
項
の
一
二
か
月
と
い
う
期
間
は
合
理
的
で
あ
り
、
地
理
に
関
す
る
制
限
に
つ
い
て
は
、
前
記
2

⑵
（
ⅲ
）
で
述
べ
た
と
お
り
、
全
国
的
な
競
業
制
限
も
合
理
的
で
あ
る
。
勧
誘
禁
止
条
項
は
、
競
合
他
社
で
働
く
こ
と
自
体
は
禁
止

し
て
お
ら
ず
、Le-V

el

社
の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
、
従
業
員
、
独
立
契
約
者
、
現
在
の
お
よ
び
潜
在
的
な
顧
客
の
勧
誘
を
禁
止
す
る
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
被
告
が
禁
止
さ
れ
る
活
動
範
囲
も
、
潜
在
的
な
顧
客
の
部
分
を
除
け
ば
（
前
記
5
参
照
。
た
だ
し
判
決
は
本
法
一

五
・
五
一
条
⒞
項
に
は
触
れ
な
か
っ
た
。）
合
理
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
（
前
記
2
⑵
参
照（

（21
（

）。

　

さ
ら
に
、
特
約
違
反
を
理
由
と
す
る
暫
定
的
差
止
命
令
の
発
出
に
つ
い
て
は
、
㊀
勧
誘
禁
止
特
約
は
有
効
で
あ
り
、Le-V

el

社

の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
に
対
す
る
勧
誘
に
当
た
る
行
為
を
す
る
契
約
違
反
が
あ
っ
た
た
め
、
本
案
勝
訴
可
能
性
が
あ
り
、
㊁
被
告
は
、
プ

ロ
モ
ー
タ
ー
の
勧
誘
を
続
け
て
お
り
、
競
合
他
社
で
働
い
て
い
る
た
め
、
同
社
の
情
報
を
利
用
し
て
い
る
可
能
性
も
高
く
、
同
社
が

金
銭
的
に
救
済
で
き
な
い
損
害
を
被
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
社
が
回
復
不
能
の
損
害
を
被
る
可
能
性
が
あ
り
、
㊂
被
告
が
勧
誘
禁
止
条

項
を
遵
守
し
な
い
と
推
測
さ
れ
、
今
後
も
勧
誘
を
続
け
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
差
止
め
の
申
立
て
を
却
下
す
る
こ
と
で
、
こ

れ
を
認
容
す
る
よ
り
も
大
き
な
損
害
が
生
じ
、
㊃
裁
判
所
は
、
当
事
者
間
の
合
意
が
尊
重
さ
れ
、
契
約
に
違
反
す
る
勧
誘
が
許
さ
れ

な
い
こ
と
や
、
契
約
に
違
反
し
た
も
の
が
違
法
に
利
益
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
一
般
国
民
が
理
解
す
る
こ
と
に
関
心
が
あ
る
と
し
て
、

暫
定
的
差
止
命
令
の
発
出
は
公
共
の
利
益
を
損
な
う
、
と
判
断
し
た（

（21
（

（
前
記
3
⑴
参
照
）。

⑷　

小　

括

　

紛
争
の
実
態
と
し
て
、
一
般
的
な
契
約
で
は
、
当
事
者
や
法
律
行
為
と
無
関
係
な
州
（
第
二
次
抵
触
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
七

条
⑵
項
⒜
号
）
や
、
他
の
州
の
基
本
的
政
策
に
反
す
る
州
（
同
項
⒝
号
）
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
、
契
約
当
事
者
と
し

て
不
合
理
な
行
動
で
あ
る
た
め
、
実
際
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う（

（21
（

。
し
か
し
、
競
業
避
止
特
約
の
準
拠
法
選
択
に
当
た
っ
て
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は
、
以
上
の
例
の
よ
う
に
、
使
用
者
が
、
本
社
所
在
地
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
口
実
に
、
自
身
に
と
っ
て
有
利
な
法
域
を
指
定
し
た
う

え
で
（
場
合
に
よ
っ
て
は
、
交
渉
力
の
格
差
を
背
景
に
）
特
約
を
締
結
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
労
務
提
供
の
場
所
と
異
な
る
州
な

ど
、
契
約
の
実
体
と
合
わ
な
い
準
拠
法
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
が
起
こ
り
う
る
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
第
二
次
抵
触
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
ル
ー
ル
を
採
用
す
る
テ
キ
サ
ス
州
に
よ
る
抵
触
法
（
州
際
私
法
）
の

下
で
は
、
競
業
避
止
特
約
に
関
す
る
準
拠
法
選
択
条
項
で
指
定
さ
れ
た
州
に
つ
い
て
、
①
当
事
者
・
法
律
行
為
と
の
「
重
要
な
関

係
」
や
、
②
両
州
の
「
実
質
的
に
大
き
な
利
害
関
係
」
は
、
何
ら
か
の
関
係
は
あ
っ
て
、
一
切
否
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り

な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
③
指
定
さ
れ
な
か
っ
た
「
重
要
な
関
係
」
の
あ
る
州
の
「
基
本
的
政
策
」
に
反
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

両
州
の
競
業
避
止
特
約
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
比
較
が
行
わ
れ
て
い
る
。
理
論
的
に
は
、「
も
う
一
方
の
州
法
が
〔
他
の
〕
州
の
法
律

と
実
質
的
に
異
な
る
と
い
う
事
実
自
体
は
、
も
う
一
方
の
州
法
を
適
用
す
る
こ
と
が
〔
他
の
〕
州
の
基
本
的
政
策
に
違
反
す
る
こ
と

を
立
証
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
も
、「
基
本
的
政
策
」
に
反
す
る
か
ど
う
か
は
、「
そ
の
法
律
行
為
に
関
連
す
る
一
方
の
州
に

お
い
て
そ
の
合
意
が
有
効
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
州
の
裁
判
所
が
そ
の
法
律
に
反
す
る
合
意
の
執
行
を
拒
否
す
る
ほ
ど
、
問
題

と
な
っ
て
い
る
法
律
が
州
の
基
本
的
政
策
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
」
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
。
こ
れ
を
競
業
避
止
特
約
に
関

す
る
政
策
な
い
し
公
序
に
つ
い
て
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
ど
の
州
に
お
い
て
も
、
程
度
の
差
は
あ
れ
ど
も
、
競
業
避
止
特

約
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
価
値
が
存
在
し
て
お
り
（
前
記
㈠
2
⑵
）、
い
ず
れ
の
州
に
お
い
て
も
、
契
約
と
し
て
の
効
力
を
否
定
す
る

ほ
ど
、
競
争
上
（「
市
場
に
お
け
る
競
争
」、
②
に
つ
き
消
費
者
の
直
接
的
な
利
害
関
係
な
ど
）
も
、
雇
用
関
係
上
（「
秩
序
あ
る
労
使
関
係
」

な
ど
）
も
、
重
要
な
政
策
と
な
っ
て
い
る（

（21
（

こ
と
か
ら
、
準
拠
法
と
し
て
選
択
さ
れ
た
州
法
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
よ
り
厳
格
に
競
業

避
止
特
約
の
有
効
性
を
判
断
す
る
州
で
あ
れ
ば
、
そ
の
基
本
的
政
策
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
、
前
記
⑶
で
検
討
し
た
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
や
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
は
、
ア
メ
リ
カ
の
法
域
の
な
か
で
も
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
を
厳
格
に
禁
止
な
い
し
制
限
す

る
州
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
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三　

お
わ
り
に

　

テ
キ
サ
ス
州
の
競
業
避
止
特
約
に
関
す
る
ル
ー
ル
は
、
当
然
な
が
ら
、
競
業
避
止
特
約
法
（
本
法
）
の
制
定
が
大
き
な
転
機
と

な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
で
競
業
避
止
特
約
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
他
の
州
と
同
じ
よ
う
に
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ

イ
ト
メ
ン
ト
の
記
述
す
る
ル
ー
ル
に
依
拠
し
て
き
た
（
前
記
二
㈠
⑵
（
ｉ
））。
た
だ
、
テ
キ
サ
ス
州
の
コ
モ
ン
ロ
ー
が
従
前
よ
り
も

厳
格
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
本
法
が
制
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
（
前
記
二
㈠
⑵
（
ⅱ
））。
し
た
が
っ
て
、
本
法
の
制

定
そ
の
も
の
の
目
的
は
、
従
前
の
コ
モ
ン
ロ
ー
へ
の
回
帰
に
あ
っ
た
が
、
同
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
記
述
と
は
や
や
異
な
る
、「
そ

の
他
の
有
効
な
合
意
」
へ
の
付
随
と
い
う
新
し
く
、
技
術
的
な
要
件
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
い
っ
そ
う
特
約
の
有
効
性
を
狭

め
る
解
釈
が
州
最
高
裁
に
よ
り
示
さ
れ
る
な
ど
の
混
乱
も
あ
っ
た
。
制
定
法
化
に
伴
い
、
こ
れ
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
趣
旨
も
変

わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
最
終
的
に
は
、
競
業
避
止
特
約
の
活
用
を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
立
法
者
意
思
の
下
、
中
核
的
で
な
い
、
実

質
的
な
約
因
要
件
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
要
件
と
し
て
は
緩
和
さ
れ
た
（
前
記
二
㈡
1
）。
も
っ
と
も
、
制
定
法
化
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

こ
う
し
た
こ
と
に
留
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
日
本
法
に
お
い
て
、
約
因
に
近
似
す
る
概
念
と
し
て
代
償
措
置
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
は
議
論
が
あ
り
う
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
代
償
措
置
に
当
た
る
も
の
が
な
い
特
約（

（21
（

や
、
競
業
制
限
と
の
対
価
性
が
希
薄
な
代
償
措
置
を
伴
う
特
約（

（21
（

も
、
有
効
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
弾
力
的
な
概
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
代
償
措
置
に
お
い
て
、
例
え
ば
、
テ
キ
サ
ス
州
に

お
い
て
「
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
」
に
お
け
る
使
用
者
か
ら
の
約
因
を
構
成
す
る
秘
密
情
報
の
提
供
や
訓
練
の
実
施
な
ど
が
あ
れ
ば
、

肯
定
的
に
評
価
さ
れ
る
、
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

合
理
性
ル
ー
ル
の
内
容
お
よ
び
適
用
（
前
記
二
2
）
に
つ
い
て
は
、
州
最
高
裁
判
例
の
集
積
が
必
ず
し
も
十
分
で
な
い
面
も
あ
る

が
、
本
稿
で
検
討
し
た
か
ぎ
り
で
は
、
日
本
法
に
お
け
る
合
理
性
基
準
の
考
え
方
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
は
な
い
と
み
ら
れ
る
。
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一
方
、
権
利
救
済
に
つ
い
て
は
比
較
す
べ
き
点
が
あ
る
。
ま
ず
、
特
約
の
修
正
に
つ
き
、
日
本
法
で
は
、
競
業
避
止
特
約
の
文
言

が
抽
象
的
・
概
括
的
だ
っ
た
場
合
に
、
こ
れ
を
合
理
的
に
限
定
解
釈
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
が
、
特
約
の
定
め
る
期
間
や

地
域
な
ど
が
合
理
的
範
囲
を
超
え
て
い
た
場
合
に
こ
れ
を
合
理
的
な
範
囲
ま
で
縮
減
す
る
と
い
う
解
釈
手
法（

（21
（

は
あ
ま
り
採
用
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
手
法
は
、
当
事
者
（
特
に
労
働
者
）
の
予
測
可
能
性
を
害
す
る
し
、
使
用
者
が
労
働
者
と
の
交
渉
力
の
格
差

に
乗
じ
、
訴
訟
に
な
っ
た
と
し
て
も
裁
判
所
が
修
正
す
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
合
理
的
な
範
囲
を
超
え
る
競
業
避
止
特
約
を
締
結
さ

せ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
生
む
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（21
（

。
こ
の
問
題
は
、
テ
キ
サ
ス
州
に
お
い
て
も
認
識
さ
れ
て
お
り
、
使
用
者

に
合
理
的
な
特
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
促
す
た
め
（
前
記
二
㈡
5
⑴
）、
修
正
さ
れ
た
特
約
に
基
づ
く
権
利
救
済
は
、
差
止
め
に
限
定

し
た
（
本
法
一
五
・
五
一
条
⒞
項
た
だ
し
書
）。
一
方
、
差
止
め
に
つ
い
て
は
、
損
害
賠
償
と
ち
が
い
、
将
来
に
向
か
っ
て
の
権
利
救

済
で
あ
り
、
当
事
者
の
予
測
可
能
性
を
害
す
る
程
度
の
弱
い
権
利
救
済
と
位
置
付
け
ら
れ
た
た
め
、
差
止
め
に
か
ぎ
っ
て
は
特
約
を

修
正
の
う
え
、
修
正
さ
れ
た
特
約
に
基
づ
く
差
止
命
令
の
発
出
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
と
類
似
す
る
手
法
と
し
て
は
、
競
業
避
止
特

約
の
有
効
性
を
認
め
つ
つ
、
差
止
命
令
の
範
囲
を
限
定
す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う（

（21
（

。

　

次
に
、
差
止
め
に
つ
き
、
日
本
で
は
、
差
止
め
と
い
う
法
的
手
段
が
労
働
者
の
職
業
選
択
の
自
由
を
直
接
制
限
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、「
競
業
行
為
に
よ
り
使
用
者
が
営
業
上
の
利
益
を
現
に
侵
害
さ
れ
、
又
は
侵
害
さ
れ
る
具
体
的
な
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
」

を
「
実
体
上
の
要
件
」
と
す
る
例
も
あ
る（

（21
（

な
ど
、
比
較
的
強
力
な
措
置
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
テ
キ
サ
ス
州
で

は
、
本
案
的
差
止
命
令
は
、
専
占
規
定
（
一
五
・
五
二
条
）
に
よ
り
、
回
復
不
能
の
損
害
の
立
証
を
要
求
す
る
コ
モ
ン
ロ
ー
が
排
斥

さ
れ
、
特
約
違
反
の
証
明
で
足
り
る
こ
と
と
な
っ
た
（
前
記
二
㈡
3
⑴
）。
た
だ
し
、
職
業
選
択
の
自
由
と
い
う
憲
法
上
の
権
利
が
あ

る
日
本
と
違
い
、
テ
キ
サ
ス
州
は
、
前
記
の
と
お
り
、
差
止
め
を
（
損
害
賠
償
と
比
較
し
て
）
強
力
な
権
利
救
済
手
段
と
し
て
位
置

付
け
て
い
な
い
立
場
と
も
思
わ
れ
る
の
で
、
差
止
め
の
追
加
的
要
件
の
要
否
を
論
じ
る
に
当
た
っ
て
は
、
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
。

　

本
稿
は
、
テ
キ
サ
ス
州
の
競
業
避
止
特
約
規
制
を
素
材
に
、
競
業
避
止
特
約
の
合
理
性
や
約
因
、
特
約
に
基
づ
く
権
利
救
済
、
関
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連
す
る
議
論
と
し
て
準
拠
法
に
つ
い
て
概
観
し
た
に
す
ぎ
ず
、
比
較
法
的
な
考
察
も
十
分
で
は
な
い
が
、
今
後
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
他
の
州
法
の
検
討
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
法
と
の
比
較
法
的
分
析
を
よ
り
精
緻
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
際
、
準
拠
法
選
択
条
項
を
め
ぐ
る
抵
触
法
上
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
も
有
益
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
近

年
は
、
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
の
策
定
な
ど
、
全
国
統
一
的
な
競
業
避
止
特
約
規
制
を
実
現
す
る
機
運
も
見
ら
れ
る
の
で
、
テ

キ
サ
ス
州
を
含
め
、
各
州
が
同
法
を
採
択
す
る
か
ど
う
か
な
ど
、
今
後
の
競
業
避
止
特
約
法
制
の
動
向
に
注
目
し
た
い
。

〔
付
記
〕　

本
稿
は
、
植
田
達
「
ア
メ
リ
カ
・
テ
キ
サ
ス
州
制
定
法
に
基
づ
く
競
業
避
止
特
約
規
制
」
山
川
隆
一
主
査
『
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

働
き
方
・
労
働
市
場
と
労
働
法
政
策
の
課
題
』
公
益
財
団
法
人
労
働
問
題
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
令
和
四
年
度
研
究
会
報
告
書
（
二
〇
二
三

年
）
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

＊　

本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
雇
用
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
の
実
現
手
段
に
関
す
る

比
較
法
的
展
開
」（
課
題
番
号
：22K

01197
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
54
）　818 S.W

.2d 381, 386 （T
ex. 1991

）.

（
55
）　M

artin v. Credit Prot. A
ss

’n, 793 S.W
.2d 667, 670 （T

ex. 1990

）.

（
56
）　Light v. Centel Cellular, 883 S.W

.2d 642, n.6 （T
ex. 1994

）.

（
57
）　M

ann Frankfort Stein &
 Lipp A

dvisors, Inc. v. Fielding, 289 S.W
.3d 844, 850-851 

（T
ex. 2009

） （quoting H
aw

s 
&

 Garrett Gen. Contractors, Inc. v. Gorbett Bros. W
elding Co., 480 S.W

.2d 607, 609 

（T
ex. 1972

）; Portland Gasoline 
Co. v. Superior M

ktg. Co., 150 T
ex. 533, 243 S.W

.2d 823, 824-25 （T
ex. 1951

））.

（
58
）　T

ravel M
asters v. Star T

ours, 827 S.W
.2d 830, 832–33 

（T
ex. 1991

） （quoting M
artin v. Credit Prot. A

ss

’n, 793 
S.W

.2d 667, 669 

（T
ex. 1990

））.

こ
れ
は
本
法
制
定
前
の
コ
モ
ン
ロ
ー
の
下
で
の
判
例
で
あ
る
が
、
本
法
の
下
に
お
い
て
も
、
随
意
雇

用
の
労
働
者
は
、
当
然
（by definition

）
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
と
の
間
に
雇
用
期
間
な
ど
に
関
す
る
「
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
」
は
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締
結
さ
れ
な
い
、
と
解
さ
れ
て
い
る
。Light v. Centel Cellular, 883 S.W

.2d 642, 644 （T
ex. 1994

）.

（
59
）　Light v. Centel Cellular, 883 S.W

.2d 642, 644-645 （T
ex. 1994

）.
（
60
）　

外
見
上
は
履
行
が
保
証
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
実
際
に
は
諾
約
者
に
は
何
ら
の
義
務
も
課
さ
れ
て
い
な
い
約
束
の
こ
と
で

あ
る
。

（
61
）　Light v. Centel Cellular, 883 S.W

.2d 642, n.5 （T
ex. 1994

）.

（
62
）　

双
方
的
契
約
と
は
、
契
約
の
両
当
事
者
間
で
相
互
に
約
束
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
各
当
事
者
は
、
約
束
者
で
あ
り
、
か
つ
受
約
者
で

も
あ
る
。V

anegas v. A
m

erican Energy Servs., 302 S.W
.3d 299, 302 

（T
ex. 2009

） （quoting H
utchings v. Slem

ons, 141 
T

ex. 448, 174 S.W
.2d 487, 489 （T

ex. 1943

））.

（
63
）　Light v. Centel Cellular, 883 S.W

.2d 642, 645 （T
ex. 1994

）.

（
64
）　

一
方
的
契
約
と
は
、
受
約
者
の
履
行
し
た
場
合
の
利
益
を
、
約
束
者
が
約
束
す
る
こ
と
に
よ
り
成
立
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
受
約
者

が
、
履
行
し
た
時
に
強
制
力
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。V

anegas v. A
m

erican Energy Servs., 302 S.W
.3d 299, 302 

（T
ex. 2009

） 

（quoting Plano Surgery Ctr. v. N
ew

 Y
ou W

eight M
gm

t. Ctr., 265 S.W
.3d 496, 503 

（T
ex. A

pp.

―D
allas 2008, no 

pet.

））.

（
65
）　Light v. Centel Cellular, 883 S.W

.2d 642, n.6 （T
ex. 1994

）.

（
66
）　Id. at 646.

（
67
）　M

arsh U
SA

, Inc. v. Cook, 354 S.W
.3d 764, 773 （T

ex. 2011

）.

（
68
）　

こ
の
点
は
、
州
最
高
裁
の
判
例
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。A

lex Sheshunoff M
anagem

ent Services, L.P. v. Johnson, 209 S.
W

.3d 644, 651 

（T
ex. 2006

）.

該
当
箇
所
に
つ
い
て
原
文
は
、
“if 

［a covenant not to com
pete

］ is ancillary to or part of an 
otherw

ise enforceable agreem
ent at the tim

e the agreem
ent is m

ade

”と
定
め
て
い
る
。（
Ａ
）
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
一
五
・

五
〇
条
⒜
項
を
「
合
意
の
時
点
で
有
効
な
そ
の
他
の
合
意
に
付
随
し
、
ま
た
は
こ
の
合
意
の
一
部
で
あ
る
場
合
」
と
読
み
、（
Ｂ
）
の
立

場
に
よ
れ
ば
、
同
項
を
「
そ
の
他
の
有
効
な
合
意
が
な
さ
れ
た
時
点
で
こ
の
合
意
に
付
随
し
、
ま
た
は
こ
の
合
意
の
一
部
で
あ
る
場
合
」

と
読
む
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
69
）　Light v. Centel Cellular, 883 S.W

.2d 642, n.6 （T
ex. 1994

）.
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（
70
）　A

lex Sheshunoff M
anagem

ent Services, L.P. v. Johnson, 209 S.W
.3d 644, 651 

（T
ex. 2006

）. See also M
ann 

Frankfort Stein &
 Lipp A

dvisors, Inc. v. Fielding, 289 S.W
.3d 844, 852 （T

ex. 2009

）.
（
71
）　

さ
ら
に
そ
の
後
、
州
最
高
裁
は
、「
約
束
が
な
さ
れ
た
時
点
で
擬
似
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
関
係
な
く
、
重
要
な
こ
と
は
、

約
束
が
そ
の
違
反
の
時
点
で
有
効
か
ど
う
か
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。V
anegas v. A

m
erican Energy Servs., 302 S.W

.3d 299, 303 

（T
ex. 2009

）.

（
72
）　A

lex Sheshunoff M
anagem

ent Services, L.P. v. Johnson, 209 S.W
.3d 644, 651 （T

ex. 2006

）.

（
73
）　Id. at 652.

（
74
）　Id. at 653.

（
75
）　Id. at 654-655.

（
76
）　Id. at 654.

（
77
）　Id. at 655.

（
78
）　Id. at 655-656.

（
79
）　Id. at 646-647.

（
80
）　Id. at 655. See also M

ann Frankfort Stein &
 Lipp A

dvisors, Inc. v. Fielding, 289 S.W
.3d 844, 852 

（T
ex. 2009

）

（
後
記
⑶
（
ⅰ
）
参
照
）

（
81
）　883 S.W

.2d 642, 647 （T
ex. 1994

）.

（
82
）　485 U

.S. 717, 99‌ L. Ed. 2d 808, 108 S. Ct. 1515 （1988
）.

（
83
）　793 S.W

.2d 670, 682 （T
ex. 1990

）.

（
84
）　883 S.W

.2d 642, 647 （T
ex. 1994

）.

（
85
）　Id. n.14.

（
86
）　Id. at 647-648.

（
87
）　289 S.W

.3d 844, 852 （T
ex. 2009

）.

（
88
）　354 S.W

.3d 764, 773-774 （T
ex. 2011

）.
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（
89
）　Id. at 775.

（
90
）　Id. at 774-775.

（
91
）　Id. at 775-776.

（
92
）　Id. at 777.

（
93
）　Id. n.7.

（
94
）　R

EST
A

T
EM

EN
T （S

ECO
N

D

） OF C
O

N
T

RA
CT

S §
 187 cm

t. b. （A
M. L

A
W I N

ST. 1981

）.

（
95
）　

一
方
で
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
一
八
七
条
の
い
う
「
有
効
な
法
律
行
為
や
関
係
」
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る

の
は
、
事
業
譲
渡
（
同
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
八
条
⑵
項
⒜
号
）、
雇
用
関
係
・
代
理
関
係
（
同
項
⒝
号
）、
組
合
（partnership

）

関
係
（
同
項
⒞
号
）
で
あ
り
、
付
随
性
・
一
部
性
に
対
す
る
考
え
方
は
異
な
る
が
、
こ
れ
は
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
対

象
が
、
純
然
た
る
契
約
法
に
関
す
る
ル
ー
ル
（R

EST
A

T
EM

EN
T 

（S
ECO

N
D

） O
F C

O
N

T
RA

CT
S Introductory N

ote, Ch.8, T
opic 1, 

Introductory N
ote 

（A
M. L

A
W I N

ST. 1981

））
で
あ
っ
て
、
自
由
競
争
な
ど
の
競
争
上
の
要
請
が
公
序
（
ひ
い
て
は
合
理
性
ル
ー
ル
）

に
反
映
さ
れ
る
（
前
記
㈠
1
⑵
（
ⅰ
）
参
照
）
の
に
対
し
、
本
法
が
競
争
法
で
あ
る
「
テ
キ
サ
ス
自
由
企
業
反
ト
ラ
ス
ト
法
」
の
一
部
と

位
置
づ
け
ら
れ
、
競
争
規
制
と
し
て
制
度
化
さ
れ
て
い
る
（
前
記
㈠
1
⑴
、
㈠
2
⑵
）
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
96
）　

植
田
・
前
掲
注（
52
）六
〇
―
六
五
頁
も
参
照
。

（
97
）　R

EST
A

T
EM

EN
T 

（S
ECO

N
D

） OF C
O

N
T

RA
CT

S Introductory N
ote, §§

 186-188 

（A
M. L

A
W I N

ST. 1981

）.

そ
の
記
述
内
容
に
つ
い

て
は
、
植
田
達
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
全
国
統
一
的
な
競
業
避
止
特
約
規
制
の
形
成
に
向
け
た
取
組
み
過
程
（
二
）
―
統
一
雇
用
競
業
避

止
特
約
法
（U

niform
 Restrictive Em

ploym
ent A

greem
ent A

ct

）
の
策
定
を
契
機
と
し
て
」
法
学
研
究
九
五
巻
九
号
三
頁
（
二

〇
二
二
年
）
も
参
照
。

（
98
）　R

EST
A

T
EM

EN
T O

F E
M

PLO
Y

M
EN

T L
A

W §§
 8.05-8.07 

（A
M. L

A
W I N

ST. 2015

）.

そ
の
記
述
内
容
に
つ
い
て
は
、
植
田
・
前
掲
注

（
97
）七
―
八
頁
も
参
照
。

（
99
）　

さ
ら
に
、
模
範
法
で
あ
る
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
も
、
合
理
性
ル
ー
ル
の
制
定
法
化
を
ア
メ
リ
カ
の
各
州
に
対
し
て
提
案
し
て

い
る
（
七
条
、
八
条
）。
植
田
・
前
掲
注（
52
）七
四
―
七
五
頁
、
植
田
・
前
掲
注（
97
）一
四
―
二
三
頁
。

（
100
）　See A

lex Sheshunoff M
anagem

ent Services, L.P. v. Johnson, 209 S.W
.3d 644, 655 

（T
ex. 2006

）; M
arsh U

SA
, Inc. 
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v. Cook, 354 S.W
.3d 764, 777 （T

ex. 2011

）.
（
101
）　D

eSantis v. W
ackenhut Corp., 793 S.W

.2d 670, 682 

（T
ex. 1990

） （quoting R
EST

A
T

EM
EN

T 

（S
ECO

N
D

） O
F C

O
N

T
RA

CT
S 

§
 188 cm

t b, g. （A
M. L

A
W I N

ST. 1981

））.

（
102
）　M

arsh U
SA

, Inc. v. Cook, 354 S.W
.3d 764, 778 

（T
ex. 2011

） （quoting A
lex Sheshunoff M

anagem
ent Services, 

L.P. v. Johnson, 209 S.W
.3d 644, 647, 657 （T

ex. 2006

））.

（
103
）　354 S.W

.3d 764, 777-778 

（T
ex. 2011

）.

グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
は
「
の
れ
ん
」
と
和
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
日
本
法
の
解
釈
論
で

い
え
ば
、「
経
済
的
価
値
の
あ
る
事
実
関
係
」
と
し
て
の
「
得
意
先
関
係
」（
最
大
判
昭
和
四
〇
年
九
月
二
二
日
民
集
一
九
巻
六
号
一
六
〇

〇
頁
）
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
104
）　793 S.W

.2d 670, 683-684 （T
ex. 1990

）.

（
105
）　H

ill v. M
obile A

uto T
rim

, Inc., 725 S.W
.2d 168, 171-172 （T

ex. 1987

）.

（
106
）　218 B.R. 787, 793-794 （Bankr. W

.D
. Pa. 1998

）.

（
107
）　656 S.W

.2d 416, 418 （T
ex. 1983

）.

（
108
）　818 S.W

.2d 381, 387 （T
ex. 1991

）.

（
109
）　

も
っ
と
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
い
て
も
、
二
〇
二
三
年
一
月
に
下
院
に
、
同
年
二
月
に
上
院
に
、
統
一
営
業
秘
密
法
を
採
択
す

る
法
案
が
そ
れ
ぞ
れ
提
出
さ
れ
て
い
る
。

（
110
）　U

N
IFO

RM T
RA

D
E S

ECRET
S A

CT （U
N

IF. L
A

W C
O

M
M

’N am
ended 1985

）.

（
111
）　83rd Leg., R.S., Ch. 10‌ （S.B. 953

）, Sec. 1, eff. Septem
ber 1, 2013.

（
112
）　Civ. Prac. &

 Rem
. §

 134A
.002 （6‌

）.

（
113
）　R

EST
A

T
EM

EN
T O

F T
O

RT
S §

 757 cm
t b （A

M. L
A

W I N
ST. 1939

）.

（
114
）　Com

puter A
ssocs. Int

’l, Inc. v. A
ltai, Inc., 918 S.W

.2d 453, 455 （T
ex. 1996

） （quoting H
yde Corp. v. H

uffi
nes, 314 

S.W
.2d 763, 776 （T

ex. 1958

））.

（
115
）　M

urrco A
gency v. Ryan, 800 S.W

.2d 600, 604 n.5 （T
ex. Ct. A

pp.
―D

allas 1990, no w
rit

） （quoting H
yde Corp. v. 

H
uffi

nes, 314 S.W
.2d 763, 776, cert. denied, 358 U

.S. 898 

（1958

））; Rugen v. Interactive Bus. Sys., Inc., 864 S.W
.2d 
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548, 552 （T

ex. Ct. A
pp.

―D
allas 1993, no w

rit

）.

（
116
）　M

urrco A
gency v. Ryan, 800 S.W

.2d 600, 604 n.6 

（T
ex. Ct. A

pp.

―D
allas 1990, no w

rit

） （quoting Bertotti v. 
C.E. Shepherd Co., 752 S.W

.2d 648, 653-654 

（T
ex. A

pp.

― H
ouston 

［14th D
ist.

］ 1988, no w
rit

））; Rugen v. 
Interactive Bus. Sys., Inc., 864 S.W

.2d 548, 552 （T
ex. Ct. A

pp.

―D
allas 1993, no w

rit

）.
（
117
）　A

m
erican D

erringer Corp. v. Bond, 924 S.W
.2d 773,777 n.2 （T

ex. A
pp.

―W
aco 1996

）.

（
118
）　793 S.W

.2d 670, 684-685 （T
ex. 1990

）.

（
119
）　Gallagher H

ealthcare Ins. v. V
ogelsang, 312 S.W

.3d 640, 652 

（T
ex. Ct. A

pp.

―H
ouston 

［1st D
ist.

］ 2009, pet. 
denied

） （quoting A
lex Sheshunoff M

anagem
ent Services, L.P. v. Johnson, 209 S.W

.3d 644, 649 

（T
ex. 2006

））; 
W

harton Physician Servs., P.A
. v. Signature Gulf Coast H

osp., L.P., 2016 T
ex. A

pp. LEX
IS 348, *10 （T

ex. Ct. A
pp.

―

Corpus Christi Jan. 14, 2016

）.

（
120
）　354 S.W

.3d 764, 777 （T
ex. 2011

）.

（
121
）　209 S.W

.3d 644, 651 （T
ex. 2006

）.

（
122
）　N

eurodiagnostic T
ex, LLC v. Pierce, 506 S.W

.3d 153, 164 

（T
ex. Ct. A

pp.

―T
yler 2016

）. See also H
unke v. 

W
ilcox, 815 S.W

.2d 855, 858, 6 ‌ IER Cases 1358 （T
ex. Ct. A

pp.

―Corpus Christi 1991, w
rit denied

） （「
退
職
し
た
労
働
者

は
、
在
職
中
に
獲
得
し
た
一
般
的
な
知
識
、
技
術
お
よ
び
経
験
を
使
用
者
で
あ
っ
た
者
と
競
業
す
る
た
め
に
自
由
に
使
用
す
る
権
利
が
あ

る
。
…
…
本
件
で
は
、
職
業
上
の
人
的
関
係
の
形
成
は
、〔
労
働
者
〕
が
自
由
に
使
用
で
き
る
範
囲
で
あ
り
、〔
使
用
者
〕
が
財
産
的
利
益

を
主
張
で
き
な
い
」
と
判
示
。）.

（
123
）　Id at 165.

（
124
）　Id. at 166.

（
125
）　Sm

ith, Batchelder &
 Rugg v. Foster, 119 N

.H
. 679, 406 A

.2d 1310 

（1979

） （quoted in Peat M
arw

ick M
ain &

 Co. 
v. H

aass, 818 S.W
.2d 381, 387 （T

ex. 1991

））.

（
126
）　Singer v. H

abif, A
rogeti &

 W
ynne, P.C., 250 Ga. 376, 297 S.E.2d 473 

（1982

） （quoted in Peat M
arw

ick M
ain &

 
Co. v. H

aass, 818 S.W
.2d 381, 387 （T

ex. 1991

））.
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（
127
）　Fuller v. K

olb, 238 Ga. 602, 234 S.E.2d 517 

（1977

） （quoted in Peat M
arw

ick M
ain &

 Co. v. H
aass, 818 S.W

.2d 
381, 387 （T

ex. 1991

））.
（
128
）　W

eatherford O
il T

ool Co. v. Cam
pbell, 161 T

ex. 310, 313 （1960

）.

前
掲
注（
17
）も
参
照
。

（
129
）　W

isconsin Ice &
 Coal Co. v. Lueth, 213 W

is. 42, 45‌ （1933

）.

（
130
）　818 S.W

.2d 381, 387 （T
ex. 1991

）.

（
131
）　Id. at 388.

（
132
）　161 T

ex. 310, 313 （1960

）.

（
133
）　209 S.W

.3d 644, 656-657 （T
ex. 2006

）.

（
134
）　Id. at 657.

（
135
）　

こ
の
こ
と
は
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。R

EST
A

T
EM

EN
T O

F E
M

PLO
Y

M
EN

T L
A

W §
 8.07 cm

t. c 

（A
M. 

L
A

W I N
ST. 2015

）.

こ
の
考
え
方
は
、
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
の
一
〇
条
（
取
引
禁
止
特
約
）
お
よ
び
一
一
条
（
勧
誘
禁
止
特
約
）

の
規
制
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。U
N

IFO
RM R

EST
RICT

IV
E E

M
PLO

Y
M

EN
T A

GREEM
EN

T A
CT §

 10‌ CM
T. （U

N
IF. L

A
W C

O
M

M

’N 2021

）.

（
136
）　Stone v. Griffi

n Com
m

unications &
 Sec. Sys., Inc., 5�3 S.W

.3d 687, 696 （T
ex. Ct. A

pp.

―T
yler 2001

）.

（
137
）　2019 U

.S. D
ist. LEX

IS 168166, at *19–20 
（N

.D
. T

ex. Sept. 30, 2019

） （quoting GE Betz, Inc. v. M
offi

tt-Joh
nston, 

885 F.3d 318, 329 （5th Cir. 2018

））.

（
138
）　Salas v. Chris Christensen Sys., Inc., 2011 T

ex. A
pp. LEX

IS 7530, at *56 

（T
ex.A

pp.

― W
aco, Sept 14, 2011, no 

pet.

）. See also M
orrell M

asonry Supply, Inc. v. Coddou, 2014 T
ex. A

pp. LEX
IS 4730, at *11 

（T
ex. A

pp. 

― H
ouston 

［1st D
ist.

］ M
ay 1, 2014

）; StoneCoat of T
ex., LLC v. ProCal Stone D

esign, LLC, 2019 U
.S. D

ist. LEX
IS 156005 at 

*252 （E.D
. T

ex. A
ug. 12, 2019

）.

（
139
）　Butler v. A

rrow
 M

irror &
 Glass, Inc., 51‌ S.W

.3d 787, 795 
（T

ex. Ct. A
pp.

―H
ouston 

［1st D
ist.

］ 2001

）; H
eritage 

O
perating, L.P. v. Rhine Bros., LLC, N

o. 02-10-00474-CV
, 2012 T

ex. A
pp. LEX

IS 4939, at *19-20 

（T
ex. Ct. A

pp.

―

D
allas, June 12, 2012

）; See also Letkem
an v. Reyes, 299 S.W

.3d 482, 486 
（T

ex. A
pp.

―A
m

arillo 2009, no pet.

）（
現
実

の
損
害
の
立
証
も
不
要
で
、「
明
確
ま
た
は
重
大
な
違
反
（distinct or substantial breach

）」
の
証
明
で
足
り
る
、
と
判
示
。）
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（
140
）　Light v. Centel Cellular, 883 S.W

.2d 642, 644 （T
ex. 1994

）.

（
141
）　Butnaru v. Ford M

otor Co., 84‌ S.W
.3d 198, 204, 

（T
ex. 2002

） （quoting W
alling v. M

etcalfe, 863 S.W
.2d 56, 57‌ 

（T
ex. 1993

）; Electronic D
ata Sys. Corp. v. Pow

ell, 508 S.W
.2d 137, 139 （T

ex. Civ. A
pp.

―D
allas 1974, no w

rit

））

（
142
）　Id. 

（quoting W
alling v. M

etcalfe, 863 S.W
.2d 56, 57‌ 

（T
ex. 1993

）; Sun O
il Co. v. W

hitaker, 424 S.W
.2d 216, 218 

（T
ex. 1968

））.

（
143
）　Id. 
（quoting Canteen Corp. v. Republic of T

ex. Props., Inc., 773 S.W
.2d 398, 401 

（T
ex. A

pp.

―D
allas 1989, no 

w
rit

））.

（
144
）　Id.

（
145
）　Cardinal H

ealth Staffi
ng N

etw
ork, Inc. v. Bow

en, 106 S.W
.3d 230, 238-239 （T

ex. A
pp. 2003

）.

（
146
）　Id. at 241; N

M
T

C Corp. v. Conarroe, 99‌ S.W
.3d 865, 868 （T

ex. Ct. A
pp.

―Beaum
ont 2003, no pet.

）.

（
147
）　

テ
キ
サ
ス
州
法
を
管
轄
す
る
連
邦
裁
判
所
に
お
け
る
暫
定
的
差
止
命
令
の
要
件
は
、
①
申
立
人
の
本
案
勝
訴
可
能
性
（likelihood 

of success on the m
erits

）、
②
差
止
命
令
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
回
復
不
能
の
損
害
が
生
じ
る
実
質
的
な
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、

③
原
告
に
対
す
る
損
害
の
お
そ
れ
が
、
被
告
に
対
す
る
損
害
の
お
そ
れ
を
上
回
る
こ
と
、
④
暫
定
的
差
止
命
令
の
発
出
は
公
共
の
利
益
を

損
な
わ
な
い
こ
と
、
で
あ
る
。Cherokee Pum

p &
 Equip. Inc. v. A

urora Pum
p, 38‌ F.3d 246, 249 

（5th Cir. 1994

） 

（quoting Sierra Club v. FD
IC, 992 F.2d 545 （5th Cir.1993

））.

（
148
）　ID

S Financial Services Inc. v. Sm
ithson, 843 F. Supp. 415, 418 

（N
.D

. Ill. 1994

）. See also A
m

erican Express Fin. 
A

dvisors, Inc. v. Scott, 955 F. Supp. 688, 693 （N
.D

. T
ex. 1996

）

（
149
）　T

ransperfect T
ranslations, Inc. v. Leslie, 594 F. Supp. 2d 742, 757 （S.D

. T
ex. 2009

）.

（
150
）　

本
来
、
営
業
秘
密
侵
害
を
理
由
と
す
る
権
利
行
使
に
は
、
そ
の
現
実
の
侵
害
ま
た
は
少
な
く
と
も
そ
の
お
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、「
不
可
避
的
開
示
法
理
」
と
は
、
簡
潔
に
述
べ
れ
ば
、
退
職
し
た
労
働
者
の
新
し
い
雇
用
が
、
不
可
避
的
に
、
使

用
者
の
営
業
秘
密
に
依
存
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
証
明
さ
れ
れ
ば
、
侵
害
や
そ
の
お
そ
れ
の
立
証
が
な
く
て
も
、
営
業
秘
密
侵
害
の
請
求

が
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
植
田
達
「
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
基
づ
く
権
利
救
済

論
」
法
学
研
究
九
五
巻
七
号
三
六
―
三
七
頁
（
二
〇
二
二
年
）
参
照
。
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（
151
）　D

GM
 Servs., Inc. v. Figueroa, T

ex. A
pp. LEX

IS 13808, at *14-15 

（T
ex. Ct. A

pp.

―H
ouston 

［1st D
ist.

］ D
ec. 29, 

2016

）.
（
152
）　D

avid v. Bache H
alsey Stuart Shields, Inc., 630 S.W

.2d 754, 757 

（T
ex. A

pp.

―H
ouston 

［1st D
ist.

］ 1982, no 
w

rit
）. See also Graham

 v. M
ary K

ay, Inc., 25‌ S.W
.3d 749, 753 （T

ex. A
pp.

―H
ouston ［14th D

ist.

］ 2000, pet. denied

）.

（
153
）　Beasley v. H

ub City T
exas, L.P., 2003 T

ex. A
pp. LEX

IS 8550 *27 

（T
ex. Ct. A

pp.

―H
ouston 

［1st D
ist.

］ Sept. 29, 
2003, no pet.

）. See also H
artw

ell

’s O
ffi

ce W
orld, Inc. v. Systex Corp., 598 S.W

.2d 636, 639 （T
ex. Civ. A

pp. -- H
ouston 

［14th D
ist.

］ 1980, w
rit ref

’d n.r.e.

）.

（
154
）　V

aughn v. Intrepid D
irectional D

rilling Specialists, Ltd., 288 S.W
.3d 931, 937 

（T
ex. Ct. A

pp.

―Eastland 

［11th 
D

ist.

］ 2009

） （quoting Loye v. T
ravelhost, Inc., 156 S.W

.3d 615, 619 

（T
ex. A

pp.

―D
allas 2004, no pet.

）; T
om

 Jam
es 

of D
allas, Inc. v. Cobb, 109 S.W

.3d 877, 882-883 （T
ex. A

pp.

―D
allas 2003, no pet.

））.

（
155
）　

他
方
、
損
害
賠
償
額
予
定
条
項
に
競
業
避
止
特
約
の
合
理
性
基
準
を
適
用
す
る
こ
と
と
必
ず
し
も
矛
盾
し
な
い
が
、
競
業
避
止
特
約

の
有
効
性
と
損
害
賠
償
額
予
定
条
項
の
有
効
性
（
す
な
わ
ち
、
違
法
な
違
約
罰
（penalty

）
に
該
当
し
な
い
こ
と
）
と
を
分
け
て
検
討

し
た
と
思
わ
れ
る
例
も
あ
る
。H

enshaw
 v. K

roenecke, 656 S.W
.2d 416, 418-420 （T

ex. 1983

）.

（
156
）　818 S.W

.2d 381, 385 （T
ex. 1991

）.

（
157
）　Id. at 385–386.

（
158
）　Id. at 386 

（quoting H
enshaw

 v. K
roenecke, 656 S.W

.2d 416, 418-420 

（T
ex. 1983

）; Frankiew
icz v. N

ational 
Com

p A
ssociates, 633 S.W

.2d 505, 507 （T
ex. 1982

））.

（
159
）　Id. at （quoting 775 S.W

.2d 698 at 709-710

）.

（
160
）　Eberts v. Businesspeople Personnel Services, 620 S.W

.2d 861 ,864 （T
ex. Civ. A

pp.

―D
allas 1981, no w

rit

）.

（
161
）　

損
害
賠
償
額
の
予
定
が
差
止
命
令
に
よ
る
権
利
救
済
を
排
除
す
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
当
然
視
さ
れ
る
解
釈
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
で
は
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
が
差
止
命
令
を
当
然
に
妨
げ
る
も
の
で
は
な
く
、
特
約
を
締
結
し
た
当
事
者

の
合
理
的
意
思
解
釈
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
と
し
つ
つ
、
差
止
命
令
は
、
そ
れ
以
上
の
違
反
行
為
を
阻
止
す
る
も
の
で
あ
り
、
差
止
命
令

に
加
え
て
当
事
者
が
全
面
的
契
約
違
反
に
対
し
て
想
定
し
て
い
た
と
解
さ
れ
る
全
額
の
損
害
賠
償
を
認
め
る
こ
と
は
、
著
し
く
不
公
平
で
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あ
る
と
し
て
、
差
止
命
令
を
認
容
し
、
現
実
に
被
っ
た
損
害
に
つ
い
て
の
み
損
害
賠
償
も
認
め
た
、
と
い
う
判
例
が
あ
る
。K

arpinski 
v. Ingrasci, 28 ‌ N

.Y
.2d 45, 52-53 （1971

）.

こ
の
点
に
つ
き
、
植
田
・
前
掲
注（
150
）三
九
頁
。

（
162
）　Frankiew

icz v. N
ational Com

p A
ssociates, 633 S.W

.2d 505, 507 （T
ex. 1982

）.
（
163
）　M

artin v. Linen Sys. for H
osps., 671 S.W

.2d 706, 709 

（T
ex. Ct. A

pp.

―H
ouston 

［1st D
ist.

］ 1984, no w
rit

） 
（quoting Custom

 D
rapery Co. v. H

ardw
ick, 531 S.W

.2d 160, 164 

（T
ex. Civ. A

pp. 

― H
ouston 

［1st D
ist.

］ 1975, no 
w

rit
））; A

llan J. Richardson &
 A

ssocs. v. A
ndrew

s, 718 S.W
.2d 833, 835 

（T
ex. Ct. A

pp.

―H
ouston 

［14th D
ist.

］ 1986, 
no w

rit
）.

（
164
）　M

eineke D
iscount M

uffl
er v. Jaynes, 999 F.2d 120, 123 （5th Cir. 1993

）.

（
165
）　In re K

lein, 218 B.R. 787, 791 

（Bankr. W
.D

. Pa. 1998

）. See also M
eineke D

iscount M
uffl

er v. Jaynes, 999 F.2d 
120, 123 （5th Cir. 1993

）.

（
166
）　Iorio v. W

aste Connections of R.I., Inc., 2021 R.I. Super. LEX
IS 50‌ *12-13 （R.I. Super. Ct. Jun. 16, 2021

）.

（
167
）　R

EST
A

T
EM

EN
T 

（S
ECO

N
D

） O
F C

O
N

T
RA

CT
S §

 184 

（2‌

） （A
M. L

A
W I N

ST. 1981

）.

同
条
の
記
述
内
容
に
つ
い
て
は
、
植
田
達
「
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
全
国
統
一
的
な
競
業
避
止
特
約
規
制
の
形
成
に
向
け
た
取
組
み
過
程
（
三
・
完
）
―
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法

（U
niform

 Restrictive Em
ploym

ent A
greem

ent A
ct

）
の
策
定
を
契
機
と
し
て
」
法
学
研
究
九
五
巻
一
〇
号
四
―
五
頁
（
二
〇

二
二
年
）
も
参
照
。

（
168
）　

前
掲
注（
16
）に
対
す
る
本
文
も
参
照
。

（
169
）　W

eatherford O
il T

ool Co. v. Cam
pbell, 161 T

ex. 310, 314 

（1960

）; Justin Belt Co. v. Y
ost, 502 S.W

.2d 681, 685 

（T
ex. 1973

）.

（
170
）　W

eatherford O
il T

ool Co. v. Cam
pbell, 161 T

ex. 310, 314-315 

（1960

）; Juliette Fow
ler H

om
es, Inc. v. W

elch 
A

ssocs., 793 S.W
.2d 660, 663 

（T
ex. 1990

）. See also Frankiew
icz v. N

ational Com
p A

ssoc., 633 S.W
.2d 505, 507–08 

（T
ex. 1982

）; Peat M
arw

ick M
ain &

 Co. v. H
aass, 818 S.W

.2d 381, 388 （T
ex. 1991

）.

（
171
）　W

eatherford O
il T

ool Co. v. Cam
pbell, 161 T

ex. 310, 314 

（1960
）; Juliette Fow

ler H
om

es, Inc. v. W
elch A

ssocs., 
793 S.W

.2d 660, 663 （T
ex. 1990

）.
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（
172
）　D

aytona Grp. of T
ex. v. Sm

ith, 800 S.W
.2d 285, 289 

（T
ex. Ct. A

pp.

―Corpus Christi 1990, w
rit denied

） 

（quoting D
eSantis v. W

ackenhut Corp., 793 S.W
.2d 670, 685 （T

ex. 1990

））.
（
173
）　926 S.W

.2d 756, 762 （T
ex. Ct. A

pp.

―T
exarkana 1996, no w

rit

）.

（
174
）　978 S.W

.2d 225, 232-233 

（T
ex. Ct. A

pp.

―T
exarkana 1998

） （quoting Property T
ax A

ssocs., Inc. v. Staffeldt, 
800 S.W

.2d 349, 351 （T
ex. A

pp.

―El Paso 1990, w
rit denied

）; D
iversified H

um
an Resources Group, Inc. v. Levinson-

Polakoff, 752 S.W
.2d 8, 12 ‌ （T

ex. A
pp.

―D
allas 1988, no w

rit

））.

（
175
）　Id. at 233-234.

（
176
）　218 B.R. 787, 791-792 （Bankr. W

.D
. Pa. 1998

）.

（
177
）　218 B.R. 787, 794 （Bankr. W

.D
. Pa. 1998

）.

（
178
）　

日
本
法
で
い
え
ば
、
法
律
行
為
の
一
部
無
効
の
議
論
に
近
い
と
い
え
よ
う
。
法
律
行
為
に
お
け
る
「
一
部
無
効
」
は
多
義
的
な
概
念

で
あ
る
が
、
競
業
避
止
特
約
の
修
正
と
一
部
無
効
論
と
の
類
似
性
な
い
し
比
較
に
つ
い
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
を
素
材
に
検
討
し
た
も

の
と
し
て
、
植
田
・
前
掲
注（
150
）四
四
―
四
六
頁
も
参
照
。

（
179
）　

競
業
避
止
特
約
と
準
拠
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
山
川
隆
一
『
国
際
労
働
関
係
の
法
理
』
六
二
―
六
三
頁
（
信
山
社
、
一
九
九
九

年
）
も
参
照
。

（
180
）　793 S.W

.2d 670, 678 （T
ex. 1990

）.

（
181
）　R

EST
A

T
EM

EN
T 

（S
ECO

N
D

） O
F C

O
N

FLICT O
F L

A
W

S §
 187 

（A
M. L

A
W I N

ST. 1971

）.

同
条
の
翻
訳
に
あ
た
り
、
山
川
・
前
掲
注

（179

）五
二
―
五
三
頁
お
よ
び
樋
口
範
雄
『
ア
メ
リ
カ
渉
外
裁
判
法
』
一
八
五
頁
（
弘
文
堂
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
し
た
。

（
182
）　

第
二
次
抵
触
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
八
条
は
、「
当
事
者
に
よ
る
有
効
な
法
選
択
が
な
い
場
合
の
準
拠
法
」
に
つ
き
、
契
約
上

の
争
点
に
関
す
る
当
事
者
の
権
利
義
務
は
、
六
条
記
述
の
原
則
に
基
づ
き
、
そ
の
争
点
に
つ
い
て
法
律
行
為
・
当
事
者
と
最
も
重
要
な
関

係
を
有
す
る
州
の
実
質
法
（local law

）
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
（
⑴
項
）
や
、
法
選
択
が
な
い
場
合
、
契
約
地
・
契
約
の
交
渉

地
・
履
行
地
・
目
的
物
の
所
在
地
、
当
事
者
の
所
在
地
な
ど
を
考
慮
し
て
争
点
に
適
用
さ
れ
る
法
を
決
定
す
る
こ
と
（
⑵
項
）、
交
渉
地

と
履
行
地
が
同
一
の
州
で
あ
る
場
合
、
通
常
そ
の
州
の
実
質
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
（
⑶
項
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。Id. §

 188.

六
条

は
、「
準
拠
法
選
択
の
原
則
」
に
つ
き
、「
⑴
裁
判
所
は
、
憲
法
上
の
制
限
を
受
け
る
が
、
準
拠
法
の
選
択
に
つ
い
て
自
州
の
制
定
法
に
よ
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る
指
示
に
従
う
も
の
と
す
る
。
⑵
そ
の
よ
う
な
指
示
が
な
い
場
合
、
適
用
さ
れ
う
る
法
の
ル
ー
ル
の
選
択
に
関
連
す
る
要
素
と
し
て
次
の

も
の
が
あ
る
。（
ａ
）
州
際
的
お
よ
び
国
際
的
な
制
度
の
必
要
性
、（
ｂ
）
法
廷
地
に
お
け
る
関
連
政
策
、（
ｃ
）
他
の
利
害
関
係
州
の
関

連
政
策
お
よ
び
特
定
の
問
題
の
決
定
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
州
の
利
益
の
比
較
、（
ｄ
）
正
当
な
期
待
の
保
護
、（
ｅ
）
特
定
の
法
分
野
の
基

礎
と
な
る
基
本
的
な
政
策
、（
ｆ
）
結
果
の
確
実
性
、
予
測
可
能
性
お
よ
び
統
一
性
、（
ｇ
）
適
用
さ
れ
る
べ
き
法
の
決
定
お
よ
び
適
用
の

容
易
性
」
と
記
述
し
て
い
る
。Id. §

 6.

（
183
）　

準
拠
法
選
択
の
ル
ー
ル
を
含
ま
な
い
点
で
、
州
の
「
法
（law

）」
と
は
異
な
る
。Id. §

 196 cm
t. e, §

 186 cm
t. b.

（
184
）　793 S.W

.2d 670, 675 （T
ex. 1990

）.

（
185
）　

当
時
の
フ
ロ
リ
ダ
州
の
下
で
は
、「
取
引
制
限
の
契
約
は
無
効
で
あ
る
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
か

ぎ
り
で
な
い
。
⑴
本
条
⑵
項
お
よ
び
⑶
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
適
法
な
職
業
、
取
引
ま
た
は
事
業
を
遂

行
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
す
べ
て
の
契
約
は
、
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
無
効
で
あ
る
。
⑵
事
業
の
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
を
売
却
す
る
者
も
し
く

は
会
社
の
全
保
有
株
式
の
売
却
そ
の
他
の
方
法
で
処
分
す
る
当
該
会
社
の
株
主
、
お
よ
び
代
理
人
も
し
く
は
労
働
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
る

者
は
、
譲
受
人
ま
た
は
使
用
者
と
の
間
で
、
譲
受
人
ま
た
は
譲
受
人
か
ら
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
の
権
利
を
譲
り
受
け
た
者
ま
た
は
使
用
者
が
同

様
の
事
業
を
継
続
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
合
理
的
に
限
定
さ
れ
た
期
間
お
よ
び
地
域
に
お
い
て
、
類
似
の
事
業
を
遂
行
、
従
事
せ
ず
、
も
し

く
は
使
用
者
の
顧
客
を
勧
誘
し
な
い
よ
う
、
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
以
下
略
）」
と
定
め
る
規
定
に
よ
り
、
競
業
避
止
特
約
が
規
制

さ
れ
て
い
た
。F

LA. S
T

A
T. A

N
N. §

 542.33 
（1983

）.

な
お
、
現
在
の
フ
ロ
リ
ダ
州
法
で
は
、
競
業
避
止
特
約
に
関
し
、
別
の
条
文
に 

新
た
な
規
制
を
設
け
て
お
り
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
九
九
六
年
七
月
一
日
以
降
に
締
結
さ
れ
た
特
約
は
、
競
業
避
止
特

約
は
、
期
間
、
地
域
、
事
業
の
種
類
に
お
い
て
合
理
的
で
あ
る
か
ぎ
り
、
禁
止
さ
れ
な
い
こ
と
や
、
特
約
が
書
面
で
締
結
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
、
競
業
避
止
特
約
を
正
当
化
す
る
「
正
当
な
事
業
利
益
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
特
約
の
有
効
性
を
主
張
す
る
者
が
、
競

業
制
限
が
正
当
な
事
業
利
益
の
保
護
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
、
そ
れ
が
証
明
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
無
効
を
主
張
す
る
者

が
、
競
業
制
限
が
過
大
で
あ
る
か
、
証
明
さ
れ
た
正
当
な
事
業
利
益
の
保
護
の
た
め
合
理
的
に
必
要
で
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
、
競

業
制
限
が
過
度
に
広
範
で
あ
る
か
、
合
理
的
に
必
要
で
な
い
場
合
、
裁
判
所
は
、
そ
の
利
益
の
保
護
に
合
理
的
に
必
要
な
権
利
救
済
の
み

を
認
め
る
こ
と
、
営
業
秘
密
の
保
護
を
目
的
と
し
な
い
労
働
者
の
競
業
避
止
特
約
は
六
か
月
以
下
の
制
限
は
合
理
的
と
推
定
さ
れ
、
二
年

を
超
え
る
制
限
は
不
合
理
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
、
営
業
秘
密
の
保
護
を
目
的
と
し
た
競
業
避
止
特
約
は
、
五
年
以
下
の
制
限
は
合
理
的
と



83

アメリカ・テキサス州制定法に基づく競業避止特約規制（二・完）

推
定
さ
れ
、
一
〇
年
を
超
え
る
制
限
は
不
合
理
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
、
な
ど
を
定
め
て
い
る
。Id. §

 542.335.
（
186
）　

契
約
が
違
法
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
実
質
的
な
有
効
性
の
問
題
を
、
契
約
書
の
記
載
に
よ
っ
て
回
避
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

R
EST

A
T

EM
EN

T （S
ECO

N
D

） OF C
O

N
FLICT O

F L
A

W
S §

 187 cm
t. d （A

M. L
A

W I N
ST. 1971

）.

（
187
）　793 S.W

.2d 670, 678 （T
ex. 1990

）.

（
188
）　

山
川
・
前
掲
注（
179
）五
二
―
五
三
頁
。

（
189
）　R

EST
A

T
EM

EN
T 

（S
ECO

N
D

） O
F C

O
N

FLICT O
F L

A
W

S §
 187 cm

t e. 

（A
M. L

A
W I N

ST. 1971

） （quoted in Exxon M
obil Corp. 

v. D
rennen, III, 452 S.W

.3d 319, 330 （T
ex. 2014

））.

（
190
）　793 S.W

.2d 670, 679 （T
ex. 1990

）.

（
191
）　Id.

（
192
）　R

EST
A

T
EM

EN
T 

（S
ECO

N
D

） O
F C

O
N

FLICT O
F L

A
W

S §
 187 cm

t g. 

（A
M. L

A
W I N

ST. 1971

） （quoted in 793 S.W
.2d 670, 679 

（T
ex. 1990

）.）.

（
193
）　
「
基
本
的
政
策
は
、
一
つ
も
し
く
は
複
数
の
種
類
の
契
約
を
違
法
と
す
る
法
令
、
ま
た
は
優
越
的
地
位
（superior bargaining 

position

）
の
濫
用
（oppressive use
）
か
ら
人
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
令
と
し
て
具
体
化
さ
れ
う
る
。」
と
い
う
記
述
が

参
照
さ
れ
た
。R

EST
A

T
EM

EN
T （S

ECO
N

D

） OF C
O

N
T

RA
CT

S §
 188 cm

t g. （A
M. L

A
W I N

ST. 1981

）.

（
194
）　793 S.W

.2d 670, 680-681 （T
ex. 1990

）.

（
195
）　452 S.W

.3d 319, 324-325 （T
ex. 2014

）.

（
196
）　Id. at 326-327.

（
197
）　

本
件
とM

arsh U
SA

 Inc. v. Cook

事
件
と
の
事
案
の
ち
が
い
と
し
て
、
本
件
が
先
に
締
結
さ
れ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
報
酬
制
度

の
契
約
に
基
づ
き
、
後
に
競
業
し
た
場
合
に
報
酬
が
不
支
給
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、M

arsh U
SA

 Inc. v. Cook

事
件
は
、
ス
ト
ッ
ク

オ
プ
シ
ョ
ン
を
行
使
す
る
た
め
に
、
競
業
避
止
特
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
し
た
が
っ
て
、
合
意
へ
の
付
随
性
・
一
部
性

が
問
題
と
な
っ
た
。）
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。Id. at 328.

前
記
1
⑶
（
ⅱ
）
参
照
。

（
198
）　

競
業
し
た
場
合
に
損
害
賠
償
額
の
予
定
を
定
め
て
い
たPeat M

arw
ick M

ain &
 Co. v. H

aass

事
件
と
本
件
と
の
類
似
点
と
し

て
、
同
事
件
で
は
、
最
終
的
に
不
合
理
な
取
引
制
限
と
判
断
さ
れ
た
も
の
の
、
競
業
避
止
特
約
そ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
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れ
て
い
る
。Id. at 328-329.

前
記
3
⑵
（
ⅰ
）
参
照
。

（
199
）　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
で
は
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
は
コ
モ
ン
ロ
ー
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
競
業
避
止
特

約
が
有
効
で
あ
る
た
め
に
は
、
そ
の
定
め
る
競
業
制
限
が
合
理
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
競
業
制
限
が
合
理
的
で
あ
る
た
め
に
は
、
①
使

用
者
の
正
当
な
利
益
の
保
護
に
必
要
な
範
囲
を
超
え
な
い
こ
と
、
②
労
働
者
に
過
度
の
困
難
（undue hardship

）
を
強
い
る
も
の
で

な
い
こ
と
、
③
一
般
市
民
（public

）
に
と
っ
て
損
害
に
な
る
（injurious

）
も
の
で
な
い
こ
と
、
と
い
う
三
要
件
を
全
て
充
足
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。BD

O
 Seidm

an v. H
irshberg, 93‌ N

.Y
.2d 382, 388-389 

（1999

）.

ま
た
、
一
定
の
場
合
に

は
特
約
の
一
部
を
有
効
と
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。Id. at 394.

さ
ら
に
、「
労
働
者
選
択
法
理
（em

ployee choice 
doctrine

）」
と
呼
ば
れ
る
例
外
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
労
働
者
が
使
用
者
と
競
業
し
な
い
こ
と
を
条
件
と
す
る
給
付

（
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
）
の
権
利
を
保
持
す
る
か
、
競
業
す
る
権
利
を
行
使
し
て
当
該
給
付
を
没
収
さ
れ
る
危
険
を
冒
す
か
を
選

択
で
き
る
場
合
、
労
働
者
の
生
計
を
立
て
る
自
由
を
不
当
に
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
給
付
を
没

収
す
る
旨
の
条
項
の
有
効
性
は
、
労
働
者
の
退
職
が
任
意
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
擬
制
解
雇
（constructive discharge

）
で
あ
る
か

に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
。M

orris v. Schroder Capital M
gm

t. Int

’l, 7‌ N
.Y

.3d 616, 621 

（2006

）.

植
田
達
「
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
法
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
正
当
な
利
益
」
日
本
労
働
研
究
雑
誌
七
三
九
号
六
一
頁
、
注（
5
）（
二
〇
二
二
年
）
参
照
。

（
200
）　452 S.W

.3d 319, 327-330 （T
ex. 2014

）.

（
201
）　Id. at 329.

（
202
）　

同
条
は
「
本
章
で
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
適
法
な
職
業
（profession

）、
取
引
（trade

）
ま
た
は
事

業
（business

）
に
従
事
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
す
べ
て
の
契
約
は
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
無
効
で
あ
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。Cal. 

Bus. and Prof. Code §
 16600.

（
203
）　189 P.3d 285, 290-291 （Cal. 2008

）.

（
204
）　M
erritt, H

aw
kins &

 A
ssocs. v. Caporicci, 2016 T

ex. A
pp. LEX

IS 4582, *6-11 

（T
ex. Ct. A

pp.

―D
allas M

ay 2, 
2016

）.

（
205
）　

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
制
定
法
（O

klahom
a Statutes

）
一
五
章
の
二
一
七
条
は
、「
本
章
二
一
八
条
お
よ
び
二
一
九
条
で
規
定
さ
れ
て

い
る
場
合
な
ら
び
に
本
法
二
条
で
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
適
法
な
職
業
、
取
引
ま
た
は
事
業
を
遂
行
す
る
こ
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と
を
制
限
す
る
す
べ
て
の
契
約
は
、
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
無
効
で
あ
る
。」
と
定
め
て
い
る
。O

K
LA. S

T
A

T. tit. 15‌ §
 217.

そ
し
て
、

同
条
の
例
外
と
し
て
、
事
業
譲
渡
（
二
一
八
条
）
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
解
消
（
二
一
九
条
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。Id. §§

 218-
219.

（
206
）　

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
制
定
法
の
二
一
九
Ａ
条
は
、「
雇
用
関
係
が
終
了
し
た
後
に
使
用
者
と
競
業
し
な
い
旨
の
合
意
を
使
用
者
と
、
書
面

ま
た
は
口
頭
で
交
わ
し
た
者
は
、
労
働
者
で
あ
っ
た
者
が
使
用
者
で
あ
っ
た
者
の
既
存
の
顧
客
か
ら
商
品
、
役
務
ま
た
は
商
品
お
よ
び
役

務
の
組
合
せ
の
販
売
を
直
接
に
勧
誘
し
な
い
か
ぎ
り
、
使
用
者
で
あ
っ
た
者
が
行
う
も
の
と
同
じ
事
業
ま
た
は
使
用
者
で
あ
っ
た
者
が
行

う
も
の
と
類
似
の
事
業
に
従
事
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。」
と
定
め
て
い
る
。Id. §

 219A
.

（
207
）　805 F.3d 573, 580-588 （5th Cir. 2015

）.

（
208
）　

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
に
よ
り
、
競
業
避
止
特
約
の
「
受
約
者
、
約
束
者
お
よ
び
公
共
の
利
益
に
関
し
て
合
理
的
で

あ
る
場
合
に
か
ぎ
り
、
執
行
さ
れ
る
。
…
…
こ
れ
は
、
保
護
さ
れ
う
る
受
約
者
の
正
当
な
利
益
、
な
ら
び
に
期
間
、
空
間
お
よ
び
禁
止
さ

れ
る
行
為
ま
た
は
活
動
の
種
類
の
点
で
特
約
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
保
護
を
考
慮
す
る
」
と
解
さ
れ
て
い
る
。Licocci v. Cardinal 

A
ssocs., Inc., 445 N

.E.2d 556 

（Ind.1983

） （quoting D
onahue v. Perm

acel T
ape Corp., 

（1955

） 234 Ind. 398, 127 N
.E.2d 

235

）.

（
209
）　2019 U

.S. D
ist. LEX

IS 168166, at *9–16 （N
.D

. T
ex. Sept. 30, 2019

）.

（
210
）　Id. at *16–21.

（
211
）　Id. at *21–29.

（
212
）　

山
川
・
前
掲
注（
179
）五
三
頁
、
樋
口
・
前
掲
注（
181
）一
八
五
頁
。

（
213
）　

前
記
⑵
のExxon M

obil Corp. v. D
rennen, III

事
件
は
、
競
業
避
止
特
約
の
事
案
で
は
な
い
と
い
う
整
理
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

日
本
法
に
お
い
て
も
、
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
を
課
す
競
業
避
止
特
約
と
退
職
後
の
競
業
行
為
を
理
由
と
す
る
退
職
金
の
不
支
給
条
項

と
は
、
截
然
を
区
別
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
が
、
同
事
件
の
よ
う
な
条
項
の
問
題
と
合
わ
せ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
を
素
材
と
す
る

検
討
で
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
214
）　

前
掲
注（
4
）参
照
。

（
215
）　

前
掲
注（
3
）参
照
。
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（
216
）　

前
掲
注（
2
）参
照
。

（
217
）　

土
田
道
夫
『
労
働
契
約
法
（
第
二
版
）』
七
一
七
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
六
年
）、
小
畑
史
子
「
退
職
し
た
労
働
者
の
競
業
規
制
」

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
六
六
号
一
二
〇
頁
（
一
九
九
五
年
）。

（
218
）　

ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
事
件
・
前
掲
注（
3
）参
照
。

（
219
）　

前
掲
注（
5
）参
照
。


